




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　人形は夢を見る、それは本当のことです。

２　たどり着いた場所は檻おりの中でした。

３　憎しみ。それだけで作られると、ひとは大層純粋で

４　仮面と時計はあらかじめ相あい反はんするように

５　王子は姫の中で息を潜めていました。

６　人形だったから、操る者がいたのでしょうか？

７　螺ね子じと歯車、古い夢をひと匙さじ。からくり劇場へようこそ！

あとがき
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　イファは夢を見ていた。

　今まで何度も何度も見てきた、とても美しくて悲しい夢だ。

　夢の中はいつも夜、場所はどこだかわからない。

　出てくる人物はひとりだけ、ひたすらの闇やみの中にたたずむ少女。彼女は白い肢し体たいに同じ色のドレスをまとい、闇に灯ともる儚はかない明かりにも見える。

　今にも闇に溶け入りそうな彼女を見るたび、イファの胸は締しめつけられる。

　どうしてこんなに美しい少女が、こんなに寂さびしい闇の中にいるんだろう？

　なめらかな輪りん郭かく、すんなりとした立ち姿、長い銀ぎん髪ぱつ、細い指の先についた薄うす紅べにの爪ひとつひとつをとっても、彼女は完かん璧ぺきに美しい。まるで世界中の人々の理想を映した鏡のようだ。

　──ただ、その瞳ひとみだけが死んでいる。

　美しい白い顔の上で見開かれた赤い瞳が、もうろうと虚こ空くうをのぞきこんでいる。

（一体君に何があったんだ？　どうして君がそんな目をしてなくちゃならない？）

　イファは夢の中で歯は嚙がみをする。

　苦しい。少女の絶望が、その儚さが苦しくてたまらない。

（お願いだ、そんな目をするのはやめてくれ、もう悲しまないで、傷つかないでくれ！）

　イファは血を吐はくように祈いのる。ただ祈り続ける。

　夢を見ているイファの言葉は、けして少女には届かない。けれど、イファはいつも必死に祈る。

　だって、胸の痛みが消えないのだ。

　何度彼女を見ても、慣れるということがない。想いと痛みは深くなっていくばかり。

　そんなイファの心を知ることもなく、少女は風に髪とドレスをなびかせながら立っている。

　そしてゆっくりと手を伸のばす。イファのほうへ──いいや、ただ延えん々えんと続く闇の向こうへ。

　少女は絶望したまま、美しい顔に表情ひとつ浮かべずにつぶやく。

『──助けて』

　どうせ誰も助けになんかこない、そう信じながらの絶望の声が、イファの心をずたずたに切り裂さいて踏ふみにじる。

（やめてくれ、そんな声を出さないでくれ！　僕はここにいる、君の声を聞いている、君の名を呼びたい、君を助けたい、だって──）




「君が、好きなんだ！」




　力のかぎり叫さけんだとき、目の前の少女はふっと消え去った。

　代わりに視界が一面のっぺりとした灰色になって──次に段々と元の色を取り戻す。

　上のほうから光が降り注ぎ、宙に舞う埃ほこりをきらめかせているのが見える。

　あれは天てん窓まどからの光だ。

　次に見えてきたのは、天てん井じようから糸で吊つられた人形の腕や足や首、そして壁にかけられた様々な工具と器械の部品。ごちゃついた部屋は、機械油と何かが焦こげたような臭においがする。

　──ここはもう、夢の中じゃない。

「ああ……また、いいところで夢から醒さめちゃった……」

　ぼんやりつぶやくと、いきなり左右から怒ど鳴なり声が飛んだ。

「イファ、ったく、このばかっ！　整備中に飛び起きるんじゃないよ！」

「本当よ、何回やったら気がすむの！　危うく左手の腱けんを切るとこだったわ！」

「は……？　あー！　ご、ごめん……」

　左右を見れば、アーセルとヘィディがイファをにらみつけていた。

　ふたりとも、古びたエプロンの上から山ほどポケットのついたベルトを巻き、レンズがいくつもついた片かた眼鏡めがねをかけている。これは人形師の作業服姿だ。

　イファはゆっくりと思い出す。ここが人形師の作業室だということ。このふたりが人形師とその弟で子しだということ。

　そしてイファは人形だということ。

　そう、彼の名前はイファ。人形だけど、勝手に動くし、夢も見る。

　もちろん、恋だってするのだ。
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「ええと、ヘィディも、アーセルも……ごめんなさい」

　夢から醒めたイファは、とりあえず縮ちぢこまって頭を下げた。

　こういうときは謝あやまるのが一番、ということは、イファも短い『人生』の中で学んでいる。

　はてさて、人形であるイファがいるのは、細長い作業室のど真ん中だ。

　粗そ末まつな納な屋やじみた作業室はそれなりに広いが、とにかく一面がらくただらけである。

　床は羊よう皮ひ紙しの本や、薄紙に描かれた図面や、工具や油じみたぼろ布で埋うまり、壁は変な生き物の剝はく製せいの首と無数の時計と歯車で埋まり、天井は吊り下げられた人形の部品で埋まって──

　とにかく汚い。埃っぽくて足の踏み場がない。

　もっとも部屋の主あるじたちによれば、

『これは汚いんじゃないの、効率的なの。そもそも綺き麗れいな部屋で仕事ができるか！』

『そうだ、このがらくたの中にこそ宇宙の均きん衡こうがある！　これぞ俺宇宙！　すばらしい！』

　……ということになるので、よくわからないけれど多た分ぶん、宇宙というのはすっごく汚いものなのだなぁ、とイファは思っている。

　それはともかく。

　そんな室内で唯一片づいているのは大きな木製の作業台で、イファはその上に座っていた。

　行ぎよう儀ぎよく両りよう膝ひざをそろえたイファの外見は十二、三歳の少年そのもの、前髪を残して短めに切られた髪は白く、大きな瞳は澄すんだ優しい薔ば薇ら色をしている。肌の質感は少し無機質だし、顔の造ぞう作さくもちょっと整ととのいすぎかもしれないけれど、イファは一見完璧な人間だ。

　とはいえこれは、服さえ着ていればの話。今のイファは上半身裸であった。

「はい、よくできました。そうよー、こういうときは謝るの。でもね、イファ。あたしとアーセルが怒ったのは、今のが本当に危なかったからよ？　それはわかってる？」

　静かに言ってイファを見下ろすのは、赤毛の女人形師のヘィディ。イファの作り主だ。

　ヘィディの歳は三十代も後半だろう、短い赤毛のせいでちょっと男っぽくも見えるけれど、自信に満ちた清潔な美しさのある女性だ。

　イファは『目覚めた』ときからずっと、ヘィディにだけは頭が上がらない。

「わかってます。僕は人間じゃなくて、あなたに作られた人形です。整備を受けるのは僕自身のため。ちゃんと整備されないと、壊れちゃうんですよね？　……ごめんなさい、ヘィディ」

　イファはしゅんとして謝った。

　その拍ひよう子しに、自分の胸にはめられた石が視界に入る。

　胸の真ん中で鈍にぶく光る、アンズほどの大きさの深しん紅くの宝石。これこそがイファが人形である証あかしであり、イファを人間のように動かしてくれる力の源みなもとでもある。

　イファたちのような人形の身体は特とく殊しゆな粘ねん土どで作られていて、これに胸の宝石──かつて魔法使いたちが使ったという魔ま抱ほう石せき──が力をめぐらせるとき、人形の肌は表情を変える柔やわらかさを持ち、球体の関節で繫つながれた四し肢しは力を持ち、魂すらもが宿るのだという。

　魔抱石はすべての人形に魂を与えるわけではないといい、イファはそんな魔抱石の気まぐれに選ばれた『魂たましい持もち』の人形だった。

　人形師たち自身にもくわしいことはわからないという神秘の石。今、イファの胸に埋まった魔抱石は内奥に秘めた光を揺ゆらめかせ、わずかに熱くなっていた。

　石がひとの心臓のようにどきどきする──これはあの夢を見た後こう遺い症しようだ。

　夢のことを思い出すといてもたってもいられなくなり、イファは顔を上げて続けた。

「でも、聞いてください！　僕、また夢を見たんです！　整備のために眠ると、いつも見るあの夢です。僕の運命のひとが夢に出てきて……それで、つい叫んじゃったんです」

　イファが言うと、ヘィディは困こまったように笑う。

「──イファ。今までも何度も言ったわね？　人形は、夢を見ないのよ」

「だって実際見たんです！　本当にいつも同じ女の子が、すごく悲しそうで、儚げで」

　イファは懸けん命めいに主張する。ヘィディは困ったような目のまま、イファを見ている。

　ふと彼女の瞳が段々と大きくなっていくように感じて、イファは言葉を吞のんだ。

　ヘィディが見ている、困った顔で見ている、つまりイファはヘィディを困らせてしまったということだ、イファはヘィディに困った子だと思われてしまったのだ！

　……どうしよう。全身が緊張する。胸の石の光が揺らめいて鈍くなる。

　ヘィディ、ヘィディ、大切で偉い大だいなるイファの創造主。

　イファにとってヘィディは絶対だ。神様みたいなものなのだ。

（どうしよう、謝らないと、許してもらわないと、僕はヘィディが好きだ、本当に大好きだ。──ああ、でもあの夢の中の女の子への『好き』は、この『好き』とは違うんだ！　あの子をあきらめるのは無理だ！　なんて言ったらヘィディにわかってもらえるのかな）

　泣きそうになりながら考えていると、いきなり笑い声が沈ちん黙もくをやぶった。

「ぶっ……はははは！　駄だ目めだー、もう無理っ、耐たえられない！」

　派手に笑い転げ始めた青年は、人形師助手のアーセルだ。

　子供のように笑い転げるアーセルに、イファは少しほっとして声をかける。

「なんだよ、アーセル！　僕はヘィディとまじめな話をしてるんだけど」

「まじめっ！　そうだよな、お前は虫の観察もメシの選択も大まじめ……ぷ、はははは！」

「だから、何がおかしいのさ！」

　さすがにちょっとむっとしたイファに向き直り、アーセルは悪いた戯ずらっぽく笑った。

「お・ま・え。万事まじめなお前がおかしいの。自分がお姫様みたいな外見のくせに、何が『夢の中で会った運命のひと』だ！　見た目が妖精ちゃんなら頭の中はおとぎ話か？　あーもう、可か愛わいすぎ！　お前なんか、俺にめちゃくちゃなでられろ！」

「うわっ、やめろ！　僕は見た目はこうだけど、別に子供じゃないんだからな！」
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　自分を捕まえようとするアーセルを避さけて床へ飛び降り、イファは叫ぶ。

　アーセルはにこにことイファの隙すきをうかがって言う。

「うん、子供じゃなくて赤ん坊だよなー。ほんの数カ月前に完成して、『魂持ち』になったんだもんな。その上身体は中性体。恋をするには一億年ばかり早すぎます！」

「だからって気軽になでるなよ、この人形フェチの歯車フェチの万年人形師見習い！　いいか、僕はいつかきっちり恋をして、立派な人間の男になるんだからな！」

　イファは叫びながらも身軽にアーセルの腕をすり抜ける。床からバケツに車輪がついたような謎のからくりを拾い、えい、とばかりにアーセルに投げつける。

　するとアーセルは、慌あわててからくりを受け止めた。

「おい、よせ、手荒に扱うな！　からくりには壮そう大だいな世界が秘められてるんだぞ！」

「じゃあ僕の中にだって世界が入ってるんだろ!?　もっと丁てい寧ねいに扱えよ！」

「ふふふ、そこが人形の浅はかさ！　お前が世界なら、世界を作った俺はまさしく神！　というわけで、俺にはお前を心ゆくまでなで倒す権利が……！」

「あるわけないでしょ、このばか」

　台詞せりふの途中で、ヘィディの冷たい声が響ひびく。

　あまりに鬼き気き迫せまった声こわ音ねに、アーセルとイファは同時にヘィディを見やった。

　うっすらと微ほほ笑えんで立つヘィディの背後には、やけにどす黒い気が溜たまっている。

　アーセルがひきつりながら問う。

「し、師匠。……どーしたんですか？　なんだかちょっと、腹立てたみたいな顔ですよ？」

「あらそう？　どうしてかしら。自分の最高傑けつ作さくの人形は元気すぎて言うこときかないし、弟子は趣味に走った脱だつ線せんばっかりしてて全然一人前にならないくせに神だのなんだのと偉そうなこと口走ったあげくあたしの作った人形を自分が作ったみたいな口をきくから、こいつの頭の中ってどうなってるの？　ちょっと分解しちゃおうかしら？　なんて少しも思ってないのに」

　──怒っている。

　宇宙が揺らぐくらい怒っている。とりあえず宇宙の前にアーセルの命が危ない。

　アーセルとイファはふたりして硬こう直ちよくし、勢いよく頭を下げた。

「師匠、すみませんでしたっ！　万年人形師見習いの人形フェチが調子に乗ってましたっ！」

「ぼ、僕も！　ごめんなさい、これからは言うことききます、大好きです、ヘィディ！」

　大慌てのふたりを見比べ、ヘィディはにっこり笑って作業室の扉を指ししめした。

「はい、ふたりとも素直でよろしい。それじゃあ整備再開──って言いたいところだけど。あなたたちにはもう少し落ち着きが必要よ。ま、まずはふたりで昼ご飯でも買いに行って、気分転換しなさい。整備の続きはその後。──いい？　その後は、おふざけはなしよ？」

　ヘィディの声ににじむすさまじい迫はく力りよくに、イファとアーセルは黙だまって何度もうなずいた。
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「はー……また怒られちゃったね」

　ため息交じりに言って、イファは灰色の路上に飛び出した。

　ヘィディに用意してもらった少年風の格かつ好こう、黒いリボンタイを結んだ白いシャツに、グレイの上着とそろいの膝丈ズボン、長靴下に金のバックルがついた靴がよく似合う。

　ヘィディいわく、こういうのは貴族の子し息そくみたいな格好なんだそうだ。

『大昔はこのくらいの格好、みんなしてたみたいなんだけどね』

　ヘィディは曖あい昧まいに笑って言った。きっと大昔はみんなが貴族だったのだろう、とイファは思う。もっとも貴族というのがどういうものか、よくわかってはいないのだけれど。

「うーん、怒られた、怒られた。イファ、お前が素直に俺のなでなでに身を任せてりゃ、なんの問題もなかったんだぞ？」

　のんきな調子で言うアーセルも、さっきとは少しいでたちを変えている。

　作業用の片眼鏡やエプロンをとって、無む駄だに鳩はと目めやら金属パーツやらの多い服の上に黒いマントを羽は織おっている。マントの黒は職人の色、マントをとめる金の飾かざりには人形師の印である仮面の紋もん章しようが描かれていて、ひと目で人形師とわかる格好だ。

　この格好をしていなければ、アーセルがイファのような人形を連れて街中を歩くことはかなわない。人形はいかに自由に動けるとしても、所有者である人間と一緒でなくては外へ出ては駄目なのだ。そして、人形を所有できるのは人形師か人形の買い手だけと決まっている。

　イファはアーセルを見上げて小首をかしげた。

「アーセル、僕はなでられるのは本当に嫌だから、君の首の後ろを蹴けってもいい？」

「やめなさい、俺が死ぬから」

「死なされるのは嫌？」

「……嫌です。とても嫌です。どれくらい嫌かというと、お前が頭から使用済みの酸さん化かしまくり機械油をかぶっちゃったときくらいに嫌な感じです」

　なるほど、それはとても嫌だ。油の酸化物って、臭くさいしねちょねちょでぐちゃぐちゃだし。

　イファは神しん妙みような顔でうなずき、アーセルを蹴るのをあきらめた。

　代わりに片手を差し出す。

「じゃ、手、繫いで」

　イファに言われると、アーセルはきまり悪そうに頭をかいてから、冷たいイファの手を取って歩きだした。

　アーセルの少し骨ほね張ばった大きな手。その温あたたかみを感じると、イファの頰ほおは自然にゆるむ。

（僕、アーセルの手ってとっても好きだ。なんだか安心する）

　ちらりとうかがうと、アーセルは憮ぶ然ぜんとした顔でまっすぐ前を向いて歩いていた。

　アーセルは結構な長身だから、イファとは頭ひとつぶん以上背丈が違う。

　今年で十八歳になるというアーセルの身体は、もう充分に大人の男だ。ただ、ちょっと瘦やせ方がぎこちなかったり、表情に屈くつ託たくがないせいで妙みように少年くさく見える。

　無む造ぞう作さに伸ばした髪は暗い茶色、瞳は快かい活かつに光るヘイゼル。

　明るく騒さわいで軽口を叩たたいて、最後にはこうして手を繫いでくれる。それがアーセルだ。

（アーセルと一緒なら、別に工房の外でも怖くないや）

　イファは魔抱石の奥が浮き立つのを感じながら、薔薇色の瞳で辺りを見やった。

　イファが見渡す街、ヘィディの人形工房のある『歯は車ぐるま都と市し』は、広大な赤茶けた荒れ野にぽつんとたつ島のような高台にあって、そこにぎゅっと山ほどの石造建築が生えている。

　街を出てしまうと、他の街までは馬車で一日以上かかるらしい。世界にいくつかある『都市』というのは、どれもこんな感じの寂しいものなのだという。それもこれも『人間が種しゆとしての力を弱めてしまったから』だというのだが、これはイファにはよくわからない。

『歯車都市』を覆おおう石造建築はどれも三階から五階建てくらいの高さの共同住宅で、手すりや柱には獣けものや花が彫刻してあるけれど、どれも古すぎて端が欠けたり歪ゆがんだりしている。

　互いにもたれあってどうにか立っている古い建物の群れ、その合間を曲がりくねった路地が這はい、建物から突き出た錆さびた看板が力なく風に揺れる。ときたま石いし畳だたみの上に現れる金属製の蓋ふたの隙すき間まから、白い蒸気が噴き出しては辺りの風景を曇くもらせる。

　イファが見るに、歯車都市には新しいものや心楽しいものが何ひとつなかった。

　あるのは古びた街並みと、同じくくたびれた様子の住人たちばかり。

　街の住人たちは、きゅっと腰を絞しぼった流行遅れのドレスやら、僧服やら、よれたスーツの上にマントやら、支し離り滅めつ裂れつな衣装をまとい、みんな死んだ魚の目をしている。

　何をするでもなく座りこんでいた住人の、もしくはふらふらとよろめき歩いていた住人の、いくつもの目がアーセルとイファを見つけてはどろりとした光を宿す。

　──人形だ。人形だ。人形師が、魂を持った人形を連れて行くよ。

　──誰に売るのだろう？　お貴族かね？　いくらで売るのだろう？　高いのだろうね。

　──殺そうか。奪うばおうか。売り払おうか。いくらになるかね？

　暗い瞳の人々がぼそぼそと囁ささやきあう。

　ぞくり、と寒さむ気けを感じて、イファはアーセルの手を握にぎり直した。

　イファの小さな不安を感じ取り、アーセルはイファの手をぎゅっと握り返す。

「今日はちょっと冷えてんなぁ。こういうときはあったかいもんでも食うにかぎる」

　アーセルはいつもの調子で言ってイファを引き寄せ、人々の視線を振り切って悠ゆう々ゆうと歩いていく。少しも動じず、でもわずかに早足で。

「……ねえ、アーセル。今、僕が何考えてるかわかったの？」

「そりゃあわかるさ。俺は神だからなー。ずばり！　お前は腹が減っている！」

　アーセルの陽気な言いように、イファはほっとしながらもがっくりと肩を落とした。

「──僕、人形だから何も食べないよ。アーセルって、頭いいの？　ばかなの？」

「両方かな？　いいか、ばかと天才ってのは、基本的におんなじもんなんだぞ」

「なんだよ、それ。アーセルの言うことって、いつも難しすぎる」

　イファはむくれたが、不安はいつの間にか消えていた。

　アーセルの手を引き、イファは角のとれた石段を下りていく。狭せまい陸りつ橋きようの下を通ると、段々と辺りの空気が湿しめって、食べ物の匂においを含んできた。下町が近いのだ。

「──ね、アーセル。僕、イカのわっかあげが欲しいな。僕は食べられないけど、あれ、形が可愛いんだ」

「やめとけ、やめとけ。お前の綺麗な髪にはねた油でもついたらどうすんだ？　溶よう剤ざいで洗うのは俺だぞ？　俺は内部機構いじるのは好きだけど、髪とか服とかは全然駄目なの」

　他た愛わいもない話をしながら、ふたりは地に埋もれかけた巨大な建物の中へ入っていった。

　多くの円柱を持つかつては白かった建物は、元は貴族の離り宮きゆうだったらしい。

　建築がいいかげんだったのか、土ど壌じようがゆるんだのか、とにかくあるとき大きく傾かたむいて地中へめりこんでしまい、貴族には捨てられた。

　以来、この廃はい棄きされた巨大建築の中を、ひとは『下町』と呼んで住みついている。

　ここは都市で一番大きな闇やみ市いちが開かれる場所だ。

　どうしてわざわざそんなところにご飯を買いに行くの？　と以前イファが訊きいたところ、ヘィディとアーセルは色々説明してくれたのだが──すなわち、貴族に都市の管理を任されている管理機構から配給されるとんでもなく無む味み乾かん燥そうな食事以外のものが欲しいなら、ちょっと危険でも配給券を物々交換してくれる辺へん境きようの民が来る闇市に行くしかないとかなんとか……

　つまり、おいしいものを食べるのは『ちょっと危険で悪いこと』であるらしい。

「手、離すなよ、イファ。さらわれたらあっという間にどっかに売られるぞ」

　薄暗い巨大建築の中できょろきょろしていたイファは、アーセルに言われてむきになった。

「大丈夫だよ、僕は戦たたかったらアーセルより強いもん。アーセルのほうこそ気をつけろよ、いつもからくりばっかりいじっててひょろひょろなんだから」

「ばか言え、俺は喧けん嘩かならお手のものの下町生まれだぞ？　大体お前はそれだけ綺麗で可愛いんだから、戦うことなんかないの。人形は静かに貴族にはべるもんだって決まってんだから」

　余裕の笑いで、アーセルはイファの手を引いていく。

　下町は雑ざつ然ぜんとした場所だ。斜ななめの高い天井の下、後から適当に造られた木製の床は何層にもなっていて、そこをびっしりと物売りの天てん幕まくが埋めている。

　ここばかりは多少人通りも多く、イファは所ところ狭せましと並ぶ物売りの敷物を踏まないよう、つま先立って訊く。

「人形は貴族のものって、それ、誰が決めたの？　僕もいつかは、貴族に売られるの？」

「んー、そりゃあまあ、最初っからそういうもんだからな。『人形』ってのは貴族の文化だ。人形作りの技術は貴族が昔の遺跡から掘り出したもんだし、俺たちだって貴族に援えん助じよしてもらって人形作ってるんだ。いつかはお前も貴族のとこにいくことになるだろ」

　アーセルはあっさり答えたが、声と表情は少し曇った。

　同時にイファの気持ちも曇る。

　イファは人間ではなくて人形だから、誰か人間に所有してもらわないと存在できないらしい。イファとしては今のまま、ヘィディとアーセルと一緒に暮らしたいのだけれど……どうもそれは難しいようだ。

「……そう。……貴族って、どんなひと、かな？　ヘィディやアーセルとは大だい分ぶ違う？」

「違うなぁ。生まれつき全然違う。貴族ってのは大昔、戦争だか災害だかでひとが減りまくって、みんなが荒れ地でひーひー言ってたころに都市を興おこした連中の末まつ裔えいだ。だから都市の中では一番偉い。昔のいい武器を持ってるから、庶民は逆らえないしな」

　あいかわらずイファには難しすぎる説明をしながら、アーセルは天幕の前にしゃがみこみ、辺境の民からタマネギを買った。新鮮なタマネギは、ヘィディの好物だ。

　アーセルは立ち上がって続ける。

「街の真ん中に高い針しん葉よう樹じゆみたいなごてごての塔があるだろ？　貴族はああいうのに住んでて、都市の土地を持ってるから働かなくても金持ちで、芸術とかに金を使う。貴族の芸術趣味、有ゆう閑かんの美学、その最さいたるものがお前ら人形だよ。お前みたいな魂持ちじゃなくても、貴族なら人形は何体か持ってないとさまになんないんだ。今じゃ人形は貴族の証みたいなもんだからな。万が一庶民が人形を買おうとしたら、貴族に殺されるのがおちだ」

　持っていないと格好にならない──そんな理由で、イファは貴族に所有されるのだろうか。

　なんとなく、胸の辺りがもやもやする。

「……人形は、自分が好きな相手と一緒に暮らすことはできないの？」

　思い出すのは作り主のヘィディの顔、そして夢に出てくるあの少女の顔だ。

　イファは貴族のところへ行くのが嫌なわけではない。

　ただ、誰かに所有されてしまったら、好きなひととは暮らせないかもしれないと思うと、なんだか身体がうまく動かなくなるような、胸が苦しいような、そんな気分になるだけだ。

　ぱらぱらと人通りのある通路で立ち止まり、アーセルがあらためてイファを見る。

　アーセルは、ちょっとまじめな……困ったような、悲しいような、怒ったような、少しだけ怖い顔をしていた。イファは懸命にアーセルを見つめ返して言う。

「アーセル。僕はアーセルが好きだよ」

　すると途と端たんにアーセルの顔が崩くずれた。彼は妙に赤くなり、視線をさまよわせて口ごもる。

「え？　あ？　えええっと、その、いや、ほんとに？　ほんとのほんとにか？」

「うん。運命のひとと、ヘィディの次に好きだ」

「あー……ああ……そういう、好き、ね…………」

　一気に遠い目になったアーセルを見上げ、イファはこくりとうなずく。

「貴族に所有されるのが人形ってものなら、どうして僕はそのことを喜よろこべないんだろう？　どうして好きなひとと一緒にいたいと思ったりするんだろう？　魂を持たなければ、こんなことは考えなかったのかな？　だとしたら、魂を持つのは人形としてはよくないことだったの？」

「ばか。よくないわけがあるか」

　急に強く言われて、イファはちょっとびっくりする。

　アーセルは、静かで強い目でじっとイファを見て言う。

「俺は、イファが魂を持って生まれてよかったよ。こうして話せるし」

　そんなこと、今さら真顔で言われても。

　イファはきまり悪く思うが、それ以上に身体がすっきりと楽になった。

　心が浮き立ち、ほころぶように笑う。

「……うん、そうだよね。僕も、毎日こうしてるのは楽しいんだ」

　そう言ってアーセルのほうに身を寄せると、アーセルは複雑な顔で苦笑する。

「ほんと、お前は殺人的に可愛いよ。さっきは駆かけ落ちしなきゃなんないかと思ったぞ」

「駆け落ちって何？」

「教えてやらない。いいかー、イファ。お前が人形であるかぎり、やっぱりお前は貴族に買われる。だけどお前みたいに魂を持って生まれた人形には、人間になる方法があるだろ？」

　アーセルに額ひたいをつんつんとつつかれて、イファははっとする。

「あ！　そうだ、あれだよね。ヘィディの教えてくれた、昔からの言い伝え！」

「そう。人間に本気で恋をした人形は、男か女に分かれて、人間になるって言われてる。人間になったら、お前は自由の身だ。……俺とヘィディは、『魂持ち』はなるべく人間になるといいな、って思ってるんだ。だからお前にも、人形らしいことより、人間らしいことを教えてるつもりだ。いつか、ちゃんと恋ができるようにな。──イファ、お前はどっかに売られても、ちゃんと恋して、人間になって、俺たちのとこに遊びに来いよ」

　不思議なほど優しく言って、アーセルはイファの白い髪をくしゃくしゃとなでてくれた。

　今度ばかりは抵抗せずに、イファは目を細めて微笑む。

「そうするよ。ありがとう、アーセル」

「よーし、これで一件落着。今の俺たちがするべきことは、今を楽しむことだけだ！　おっさん、白身魚の揚げたのふたつ。あと、イカのわっかあげもひとつ！」

「やった、僕のイカ！」

　イファは歓かん声せいをあげた。

　アーセルが揚げ物を頼んだ屋台の奥では、がっちりした体格の親父が黙もく々もくと魚を揚げ油の中に放りこんでいる。親父はちらとアーセルとイファを見やって、低い声で訊く。

「人形師さん、あんた、従じゆう者しやを山ほど連れて歩くくらいの金持ちかい？」

「んなわけねーだろ。ただの職人が、弟子ならともかくどうして従者を連れてんの」

「そうか。そいつらが従者じゃねぇんなら、もう少し後ろに気をつけたほうがいいと思うぜ」

　そいつらって、誰？

　イファが首をひねった次の瞬間。アーセルとイファは、いきなり背後から組みつかれた。

「うわっ！　何？」

　イファは叫びつつもすばやくしゃがみこみ、ひらりと相手の手から逃のがれる。

　横を見れば、アーセルも見知らぬ男の脇に肘ひじを叩きこみ、相手をよろめかせているところだった。ふたりを襲おそってきたのは、ばらばらの格好の目立たない中年男ばかりの三人組だ。

　自然とアーセルとイファは背中合わせになって立つ。アーセルはいらいらと声をあげた。

「くそ、なんだ!?　それこそ人形狙いの強ごう盗とうかよ！」

「アーセル、こいつら殺していい？」

「駄目だ、面めん倒どうくさい！　どうにかまいて、とっとと工房に戻るぞ！」

「了解っ、と！」

　軽やかに叫び、イファは地を蹴る。

　しなやかな身体はあっさりと宙に舞い、次の瞬間には中年男の首の後ろへかかとを叩きこんでいる。男は声もなく昏こん倒とう、イファは鮮あざやかに地へ降り立った。

　一方のアーセルはひとりを下町仕込みの拳こぶしで沈め、もうひとりには出来たての揚げ物の籠かごを投げつけた。

「あちっ、あち、ちっちっ……てめぇ！」

「てめぇはそれでも食ってろ！　イファ、来い！」

　アーセルが叫び、イファの手を取って全速力で走りだす。

　物売りの間をすり抜け、飛び越え、階段を落ちるように降り、飛ぶように上り、あっという間に下町から抜け出す。

「アーセル、あいつら何者？　強盗？」

　一緒に走りながらイファが訊く。アーセルは息を切らせながらも、どうにか答えた。

「だろうな！　でも、珍めずらしい……人形は高級品だけど、盗んだら貴族とか管理機構とやりあうことになるから、本当は普通の悪党は嫌がるはずなんだ……！」

　確かにこんなのは珍しい。道々嫌な目で見られることはあっても、実際に襲われるなんて初めてだ。

　妙に胸が高鳴る。楽しいのとも、運命のひとに対するどきどきとも違う、重苦しい情じよう動どう。

　苦しさを抱えて走りながら、イファはふと街の様子がさっきと違うことに気づいた。

「アーセル……なんで、この辺り、誰もいないの？」

「…………！」

　アーセルの顔があからさまにこわばる。

　何も答えないまま、アーセルは角を曲がった。ヘィディの工房がある通りだ。

　見慣れた細い道には──なんだか、たくさんのひとがいた。

　ここまでの道に人ひと気けがなかったのは、この辺りにみんなが集まってきたせいだったのだ。

　魚の目をした人々が集まっている場所、それはヘィディの工房の真ん前だった。

「おい！　一体何があったんだよ！」

　今までイファが見たことも聞いたこともない表情と声で、アーセルが叫ぶ。

　イファの手を引いて足早にやってくるアーセルに、人々がいっせいに目を向ける。そしてぞろぞろと左右に道を開ける。

　アーセルは険けわしい顔、イファは不安な顔で工房の前まで進む。

　すると、工房の前に残っていたのは、都市管理機構の灰色の制服を着た男だった。

「──君は？　ヘィディ工房の職人かね？」

　貴族から都市の運営を任された管理機構の男は、周囲の人々と同じ、魚の目で淡たん々たんと問う。

　アーセルはいらいらをどうにか隠しているのだろう、押し殺した声で答えた。

「ええ。人形師見習いのアーセル・グランディです。こっちは人形のイファ。これは一体どういう騒ぎなんです？　うちは清せい廉れん潔けつ白ぱくで大まじめな職人の工房ですけど」

「確かに、『そうだった』な」

（なんだろう。変な言いかた。どうして、そうだった、なの？　今もまじめな工房なのに）

　アーセルもイファと同じ疑問を持ったのだろう。

　ますます裏に怒りを溜めこんだ顔で続ける。

「今でも『そう』なんです。どいてください、俺はまだ仕事をしなきゃならないんで」

　アーセルが強引に工房の扉を開こうとすると、管理機構の男はするりと回りこんで阻そ止しした。無表情のままアーセルと押しあいながら、乾いた声で言う。

「君は見習いなのだな？　ならば仕事はここまでだ。工房は閉へい鎖さされる」

「はぁ？　なんでいきなりそうなるんです！　俺たちが一体何をしたっていうんですか！」

　アーセルのほうは限界だ。今にも管理機構の男に殴なぐりかかりそうな勢いである。

　なのに管理機構の男は焦しよう点てんの合わない目のまま、とんでもないことを言った。

「君たちが何かをしたのではない。ヘィディが何者かに殺されたのだ」

　殺された。

　──なんて不吉な言葉。

　イファは戸と惑まどい、アーセルを見やる。

　アーセルは青ざめた顔で突っ立っていたかと思うと、いきなり管理機構の男を押しのけて工房の扉を開け放った。今度は、管理機構の男も遮さえぎらない。

「ちょっと、アーセル！」

　イファは慌ててアーセルの後を追おうとして、扉をくぐったところで立ち止まる。

　入りこんだ工房の中は、さっきとすっかり変わってしまっている。

　さして乱れてはいないのだ。

　作業室前の居間の、古ぼけた家具の位置が少し変わっているくらいのもの。

　作業室の扉が開け放たれて、いくらかがらくたが踏み荒らされているくらいのもの。

　そして、作業台の上にヘィディが寝ているくらいのもの。

　──ヘィディ。

　赤毛の美しきイファの創造主。

　彼女は目をまん丸に見開いて、あおむけに倒れていた。

　血が滴したたっている。

　赤い血が胸から、レース編みのように身体を覆って滴っている──床へ。

　アーセルはよろめきながら作業台の脇へ歩み寄り、震ふるえる瞳でヘィディを見ていた。

「師匠……ヘィディ……」

　アーセルの囁く声を聞いたら、イファの魔抱石がひどく痛んだ。

　苦しい。苦しい。なんだろう？　魔抱石の場所にぽっかり穴が空いたかのような感じ。

　いくら水をくんでも満たせない、底抜けのバケツが胸にはまったみたい。

　工房はすっかり変わってしまった。安心できる場所ではなくなってしまった。

　ヘィディ──あれは寝ているんじゃない。『死んでいる』んだ。

　死んだひとは二度と話しかけてくれないし、笑ってくれないって、ヘィディが言っていた。

（どうしてヘィディがそんなことになっちゃったの？　よく、わかんないよ、ヘィディ……）

　ぽかんとしてたたずむイファに、背後から管理機構の男が歩み寄った。

「おそらくは物もの盗とりの仕し業わざだろう。この工房の人形師は死んだ。都市条例第三三五条により、持ち主のいない人形は管理機構がその管理を任され、新たな主を探すことになっている。来い、人形」

　無造作に腕をつかまれ、イファは戸惑う。

「──え……？　ええっと……アーセル、僕、このひとについてっていいの？」

　問いを投げてみると、アーセルは血けつ相そうを変えて駆け寄ってきた。

「てめぇ、いいかげんにしろ！　そいつはヘィディの最高傑作だ、俺が管理する！」

　今にもつかみかかりそうな勢いだが、都市管理機構の男はひるまない。

　というか、まるで感情がないみたいだった。

　イファよりも人形じみた男が、どろりとした目でアーセルを真まっ向こうから見つめて言う。

「君はまだ見習いなのだろう。正式な人形師でなければ、人形を持つ資格はない」

「黙れ、この魚野郎！　特例ってもんがあるだろうが！　こいつは駄目だ、渡さない！　まさか、こいつを売り払うために、お前らがヘィディを殺したんじゃねーだろうな！」

　管理機構の男はじっとアーセルの言うことを聞いていたが、最後まで聞き終えると、あっさり腰から銃じゆう身しんの短い銃を抜いた。貴族と貴族に仕える人物だけが持てるという武器。

　その銃口を、アーセルの額に当てる。管理機構の男は淡々と言う。

「不ふ敬けい罪ざいだな」

　アーセルの目が緊張に見開かれる。イファは面めん食くらって声をあげた。

「やめて、アーセルに乱暴しないで！　僕は行きますから！」

「イファ、お前……！」

　アーセルがとがめるような声を出す。でも、イファにはアーセルがそこまで管理機構の男に刃は向むかう理由がわからなかった。

（管理機構は、貴族の手下みたいなもんなんだよね？　なら、従したがうべきなんじゃないのかな。別に僕はそれでいい。そのほうが、アーセルが死ぬよりよっぽどいいじゃないか）

　ヘィディがいなくなったのは、わけがわからないほど悲しい。

　アーセルと別れなくてはならないのも、地じ団だん駄だを踏みたくなるほど苦しい。

　でも、きっと、会えなくなるわけじゃないから。イファはにっこり笑ってみせた。

「アーセル、大丈夫だよ。僕はどこに行っても、いつか人間になればここに戻ってこれるんだから。でも、そのためにはアーセルに元気でいてもらわないとね」

　すると、アーセルは泣きそうな顔になって、何度か口を開け閉めした。

　そしていきなりくずおれると、片手で顔を覆ってうめくように言う。

「イファ、イファ……違うんだ、畜ちく生しよう、俺は……どうして、俺、こんな……」

　アーセルの声が震えている。泣いているのだ、と気づいて、イファはうろたえた。

　こんなアーセルは初めて見た。一体どうしたのだろう？　イファにはちっともわからない。

「違うって、何が？　どうして泣いてるの、アーセル」

「なぁ、イファ。この世界は、そんなに……お前みたいには、綺麗じゃないんだ……」

　アーセルは血を吐くように囁いた。
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　がたがたと馬車が揺ゆれる。

　すると、馬車の積んだ荷──もしくは乗客たち──も、いっせいに揺れた。

　大きくて古い駅馬車風の黒い馬車、その客席に詰めこまれているのは、すべて人形だった。

「ごらん、外をごらん！　すごいねぇ、すごいねぇ、土と、空だよ！」

　金色巻き毛の人形が、小さな窓にかじりついて叫さけぶ。

　他の人形たちは皆、行ぎよう儀ぎよく向かい合わせに座って沈ちん黙もくしていた。

　必ずしも沈黙したくて沈黙しているわけではなくて、馬車に乗っているほとんどの人形が『魂たましい持もち』ではなかったから、自分で動くことも叫ぶこともできなかったのだ。

　例外は隅すみっこに座ったイファだけ。

　金髪の人形は勢いよく振り向き、イファに話しかける。

「ねぇ、ごらんってば。すごいよねぇ、『都市』の外だよ、初めて見るよ！」

「ああ……うん。確かにすごいよね」

　イファは疲れたふうに言い、自分も逆側の窓から外を見る。

　埃ほこりまみれの硝子ガラスの向こうには、灰色に曇くもった空の下、見渡すかぎりの赤茶けた岩砂漠が続く。あちこちに隆りゆう起きした岩山の間をぬう道は、まるで砂漠に住むヘビのようにのたうっている。

　アーセルと引き離されて都市管理機構の本部に連れて行かれたイファは、なんの説明もないまま、他の人形と一緒にこの馬車に乗せられたのだ。

「……君、ユーリーだっけ？　僕ら、歯は車ぐるま都と市しの貴族に売られるのかと思ってたけど、都市から連れ出されるなんて……一体どこへ行くんだろう？　僕の工房のひとたちは、都市の外は危なっかしい辺へん境きよう地帯で、農園以外はなんにもないって言ってたけど。ユーリーはどう思う？」

　イファは金髪の人形、ユーリーに訊きいてみる。相手はきょとんとした顔で首をひねった。

「どうって？　さあ、わからない。でも、人間の言うことをきいてれば、どこかへは着くよ」

「まあ、どこかへは、ね」

　肩を落としてつぶやき、イファは不安な瞳で馬車の中を見渡す。

　初めて見る他の工房作の人形たちは、どれもイファと同じくらいの背せ格かつ好こうで、少年や少女のいでたちをしている。顔はそれぞれに綺き麗れいだが、動かなければどう見てもただの人形だ。

（ユーリーだけは魂を持ってるけど、あんまり色んなことは人間から教わってないんだな。やっぱり、ヘィディとアーセルは特別親切だったのかも）

　優しかったヘィディとアーセル、でももうしばらくは会うこともできないのだ。

　イファが唇くちびるを嚙かんでうつむいていると、ユーリーがすっとんきょうな大声を出した。

「見て、見て、すっごい！　穴だよ、穴！」

「……穴？　トカゲの巣穴とか？　……っ、何、これ！」

　なんの気なしに窓から前方をうかがったイファだが、これには思わず息を吞のんだ。

　確かに目の前に穴がある。

　ほとんど、都市ひとつが入ってしまいそうな大穴が！

　荒れ野の真ん中に出現した大穴に、馬車は土つち煙けむりを上げて近づいていく。どんどんと近づいてくる穴は、恐ろしく深かった。ほぼ垂直に落ちこんでいく穴の壁には、何やら水色の影が躍おどっている。きらめく水色の影──まるで、水が光を反射しているかのような美しい模も様よう。

「水……？　穴の底に水が溜たまってるのか……あ、違う、あれは水路だ！」

　窓に額ひたいを押しつけてイファがつぶやく。

　そう、ついにあらわになった穴の底には、夢のような光景が広がっていた。

　そこには密集した美しい建物群と、その間へ網目状にめぐらされた水路があったのだ。

　この穴の底にあるのは、れっきとしたひとつの都市だ！　もうもうと幾いく筋すじも蒸気を上げる街の規模は歯車都市と変わらないか──いや、もっと大きいし華やかだ。

　イファの言葉を聞き、ユーリーは首をひねった。

「水路？　水路って何？」

「知らないの？　水路っていうのは、道代わりにめぐらせた運河のことだよ。こういう街では、舟であちこち行き来する──ん、だ……」

　熱っぽく言いかけて、ふとイファは違い和わ感かんを覚える。

（あれ？　僕、どうしてこんなこと知ってるのかな？　ヘィディたちはこんなこと、教えてくれなかったような気がする……）

　なんだろう、何かがおかしい。イファが自分の記憶を探っていると、ふっと胸の魔ま抱ほう石せきが熱くなった。同時に脳のう裏りをひとつの映像がよぎる。

　闇やみの中、自分のほうに手を伸のべている美しい少女。

　あれはイファの運命のひとだ。夢でだけ会える彼女の姿が、妙みように生なま々なましく思い出される。

　息づかいまで想像できそうな少女が、何かを言いたげにイファを見ている。

（どうして、急にあのひとの姿を思い出したんだろう？　ひょっとして……）

　あのひとが、イファを呼んでるのだろうか？

　まさか──この都市に運命のひとがいる？

　果たして、そんな偶ぐう然ぜんがあるのだろうか？
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「さぁ、これで全部だな」

　灰色の外がい套とうをまとった御ぎよ者しやが、しわがれた声で言う。

　螺ら旋せん状の道を通って、馬車は穴の底の街へと着いた。

　イファとユーリーは水路だらけの街の小さな広場に下り立ち、他の動かない人形たちを馬車から下ろし終えたところだ。

「はい、全部です！　ここ、すごいですねぇ。綺麗な街ですねぇ」

　ユーリーはにこにこして辺りを見回す。

　広場は歯車都市で見たような、三階から五階建ての建物で囲まれている。

　歯車都市と違うのは、すべての建物が淡あわいピンクや灰色、白と黒、穏おだやかな緑などの綺麗な石でできていて、古いながらも美しい装飾を残しているところだ。

　広場も濃こい赤の石できちんと舗ほ装そうされており、街灯の柱だって曲がってはいない。街路脇から時々噴き出す水蒸気も盛大で、この街ではまだ燃料を豊富に使えることがわかる。

（確かに綺麗なところだ。ここでは昔みたいに、みんなが貴族なのかな？）

　考えこみながらもイファは落ち着かない。あちらやこちらの水蒸気でもやった路地を見るたび、何かを思い出しそうな気分になってそわそわする。

　今にもどこからかあの夢の中の少女が現れそうで、すぐに走って行きたくなる。

　そんなイファの気持ちなど知らずに、御者がイファとユーリーを手て招まねいた。

「おい、そこの白いのと金色の。こっちへ来い。今度はこいつをつけるんだ」

　そう言って御者が取り出したのは、銀色の、綺麗な文もん様ようを刻んだ手て枷かせだった。

　──なんとなく、嫌な予感がする。枷自体は初めて見るが、あまりいいものとは思えない。イファはユーリーと一緒に御者に歩み寄り、慎しん重ちように彼のひげ面を見上げる。

「これ、なんですか？」

「飾かざりだよ、飾り」

　御者は面めん倒どうくさそうに言い、ふたりの両手に枷をはめた。枷と枷の間は鎖くさりで繫つながっている。

　イファはますます怪け訝げんそうに訊く。

「これだと、あんまり手が動かせません」

「それでいいんだよ。無事に新しいご主人が決まったら外してやる」

　御者がユーリーの鎖をつかみ、引き寄せた。ユーリーはよろめきながら御者についていく。その乱暴な所しよ作さを見て、イファは確信した。

　この枷は飾りなどではない。イファたちを拘こう束そくするものだ。

　──このまま連れて行かれたら、もう自由にはなれないかもしれない。

　嫌な予感が強くなり、イファはちらりと辺りを見回す。人通りはまばら、大柄な御者はユーリーにつきっきり。イファのほうへやってくるのは御者の助手で、瘦やせぎすの男だ。

（僕なら振り切れる。──逃げよう。このまま誰かに買われちゃったら、もう運命のひととは会えないかもしれない）

　逃げると決めれば行動は早い。

　イファは近づいてきた御者の助手に手を伸べ、相手の腕をつかんで引き寄せると同時に足下を払った。御者の助手はすっかり油断していたのだろう、簡単に転倒する。

「あ、て、いてててて！　何しやがる、てめぇ！」

　わめいて起き上がろうとする助手の脇をすり抜け、イファは全力で走りだした。

「おい、ばか、早く捕まえろ！　魂持ちにゃ、若社長が大たい枚まいはたいてくださるんだぞ！」

　後ろで御者がわめいているのが聞こえる、その声もすぐに遠くなる。

　可能なかぎりの速さで、イファは街の路地裏に飛びこんだ。追われる怖さはあまり感じない。イファの頭の中は運命のひとのことでいっぱいだ。

（そばにいるの？　僕の運命のひと。お願いだから僕を呼んで！　今すぐ行くから）

　懸けん命めいに念じながら、イファは銀の鎖を鳴らして駆かける。

　細い路地はすぐに青い水を湛たたえた水路にぶち当たった。イファはためらいなく橋を渡る。水路を黒い小舟で行く人々が、ちらと美しいイファの姿に視線をよこしたのがわかった。小舟に乗ったひとの中には、不思議な仮面をかぶった姿も見える。

　仮面を視界の端に捉えた途と端たん、イファの中でまた奇妙な記憶がよみがえった。

（ああ、僕はこの光景も見たことがある！　この街のことがわかる、仮面をつけてるのがこの街の貴族だ。この先に行くと大運河に出る！）

　一度も見たことのないはずの大運河の光景が脳裏に浮かぶ。大運河はこの街一番の大通りだ。大型船も行き来するし、逃げていくには人目が多い。

（どこか、隠れるところ……ううん、違う、変装したほうがいいんだ、きっと。さっきのひとたちが追ってくるのをまきながら、運命のひとを捜さなきゃならないんだから。服が手に入るのは──多た分ぶん、こっち！）

　不思議な記憶と勘かんに頼って目についた路地に飛びこみ、何度か角を曲がると、確かに様々な店が軒のきを並べる細い道に出る。歯車都市に比べて、辺りはずいぶんにぎわっていた。

　驚いたような顔の人々の間を足早にすり抜け、イファは指ぬきの看板を探した。

　ヘィディに教わったいくつかのこと──指ぬきの看板は、古着屋の目印なのだ。

　やがて目当ての看板を見つけ、小さなショーウィンドウに飾られたドレスを横目に店に飛びこむ。狭せま苦くるしい店には、トルソーや服を押しこめた棚たながいっぱいに詰まっていた。

「あら、可愛かわいいお客ねぇ。いらっしゃい」

　店の奥に座っていた中年女が、イファを見て疲れた顔で微ほほ笑えむ。

　不ふ審しんがるようでもない女の様子に安心し、イファは自分の着ている上着の裾すそをつまんだ。

「あの、僕、服を取り替えたいんです。僕のこれ、新しく仕立ててもらったやつだから、結構いいものだってヘィディが……ええと、この服をくれたひとが言ってました。これをあげるので、代わりにもっと普通の、あんまり目立たない服が欲しいんですけど」

　中年女は立ち上がり、扉のほうからイファを隠すような位置へ回りこんだ。

　そしてイファの少年風の衣服を眺ながめてから、小さくうなずいて彼の手枷をつつく。

「なるほどね。確かにあんたの着てるのはいいものだわ。だけどそんなのをつけてたんじゃ、着替えられないわね。──こっちへいらっしゃい」

「え、これ、とってくれるの？」

　意外なほど親切な台詞せりふに、イファの声は華やいだ。

　中年女は母親のような顔で微笑み、力強くうなずいてくれる。

「そうよ、とってあげる。でもここじゃ無理だから、納な屋やに行きましょうね」

　ありがたい申し出に、イファは一も二もなく従したがった。

　中年女は店の扉に鍵をかけると、壁にかかった埃臭い古着をかき分けて納屋の扉を開ける。同時にちゃぷん、ちゃぷん、という水音がイファの耳を打った。

「わぁ、舟がある！」

　イファが声をあげたのは、納屋の半分が桟さん橋ばしになっていて、小舟がもやってあったからだ。

「そうよ。この街の『納屋』は、自分たちの小舟を繫ぐ場所なの。言ってみれば店は二階にあって、水路に面した一階が納屋になってるのね。あそこの木の扉を開ければ、ここから小舟で水路に出て行ける仕組みなのよ」

　中年女はイファに説明してやりながら、数段の階段を下りて小舟に近づく。そして小舟の横に置かれた、布のかかった大きなもののところで立ち止まった。

「あんたは外から来た子ね。外から来た子は、みんな舟とか納屋を珍めずらしがるのよねぇ。私たちにとっちゃ、ありふれたもんだけど……あんた、これも珍しい？」

　イファが隣となりまで来ると、中年女は『それ』から覆おおい布を外して見せた。

　果たして布の下にあったのは、やけに大きな錬れん鉄てつの鳥とり籠かごである。ひと一人くらい入れる大きさで、太い鎖で金属製の器械に繫がれている。

　初めて見る代しろ物ものに、イファは目を丸くした。

「うわぁ、大きな籠！　なんに使うんですか、それ？」

「これはこの街の名物よ。中をのぞいてごらん」

　中年女は優しく笑って、籠の扉を開けてくれる。そうまでされると断りにくくて、イファは持ち前の好奇心もあってうなずき、籠の中に首をつっこんだ。

「大きさはすごいけど、本当に鳥籠ですね、これ。一体どんな鳥を入れるんです？　格こう子しのところどころに引っかかってるわっかは、鳥が遊ぶ玩具おもちやかな？」

「違うわよ。そこに枷を繫ぐの」

「え？」

　それってどういうこと、と訊こうとしたとき、イファは不意に気分が悪くなった。

　めまいがして、ぎゅっと目を閉じる。そのまぶたの裏に、夢の中の少女がよみがえる。

　少女は死んだような絶望の瞳で、闇を見ている。

　まるで──籠の中の鳥のように。イファを見つめて、何かを言おうとしている。

　何かを警告するように。

（──あ、駄だ目めだ、この籠、危ない！）

　また何かを思い出しそうになり、イファは直感的に身を引きかける。

　しかし一瞬早く、中年女がイファの背を押した。

「うわっ、ちょ……何するの！」

　めまいを覚えていたイファはたまらずバランスを崩くずし、鳥籠の中に転がりこんでしまった。

　すかさず女が籠の扉を閉め、鍵をかける。イファは慌あわてて鳥籠をつかみ、叫んだ。

「どういうことです、これ！　ここから出してください、僕にはやることがあるんです！」

「そう、偶然ねぇ。私にもやることがあるの。はぐれ人形を拾ってどっかに高く売りつける、っていう、大金が儲もうかる仕事がね」

　中年女は、まだひとがよさそうな笑えみを浮かべている。

　イファはぽかんとしていた。こんなに優しそうなひとなのに、こんなひどいことをするなんて！　混乱しかける自分を抑おさえてどうにか叫ぶ。

「嫌だ、僕は運命のひとを捜さがしてるんだ！　出してください！　お願いです！」

「うるさい、黙だまりなって言ってるだろう！」

　いきなり怒ど声せいを飛ばしたかと思うと、中年女は鳥籠が繫がっている器械に取りつき、そのレバーを倒した。途端にぎりぎりと音がして、籠を吊つるしていた器械の腕が傾かたむく。

「っ！　な、何……？」

　うろたえるイファをよそに、籠はどんどんと下がっていく。

　籠の下は水だ、みるみる真っ青な水すい面めんが近づいてくる！

「この籠、このまま水につけられるようになってるんだよ。あんた、この街が初めてなら知らないでしょ。この街は、魔抱石の鉱脈跡に造られてるの。この水は原石を掘り出すために使った薬が変質したもんでね、魔抱石を溶かすんだ。あんたら人形がこの水につかったら、そこでおしまい！　溶けてなくなっちまう。……怖い？」

　中年女は世間話のように言う。イファは恐怖に縮ちぢこまりながらも、どうにか強気に叫ぶ。

「噓……人形は昔のすごい技術で作られてるから、『鍵』を持ってる作り主の人形師しか壊こわせないってヘィディが言ってたよ！」

「ここの水だけは別よ。ここの街では誰だって人形を壊せる。だからここには非合法に山ほど人形が集められる。逃げ出せないように人形を囲かこって、貴族以外の──裏町とかに売ったりもする。ここは商売の街でね、人形もただの商品なの。そういうもんだとあきらめなさい」

　優しく言って、中年女は一度レバーを戻した。

　イファの入った籠は、水面に触れるぎりぎりで止まる。

「じゃ、静かにしてるんだよ。おとなしくしてりゃ、いい主人を見つけてあげるから」

　少しばかり浮かれた声こわ音ねで言い、中年女はそれっきり、とっとと出て行ってしまった。
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「……いくら叫んでみても効果なし、か」

　鳥籠に閉じこめられたまま、イファは小さくつぶやいた。

　じりじりと時は経たつが、事態は少しも好こう転てんしない。

　こんなときでもイファの胸の魔抱石は静かに脈打ち、世界の力を取りこんではイファの身体にめぐらせる。おかげで身体は疲れないが、心はすっかり疲れてしまった。

　仕方なく鳥籠の中で膝を抱えていると、脳裏に色んなひとの顔が浮かんでは去っていく。

　──世界はお前みたいに綺麗じゃないんだ

　悲しい顔でそう言ったアーセル。

　今ならイファにもその言葉の意味が少しだけわかるような気がする。世界はイファが思うより難しくて、不可解な約束事にあふれている。

　アーセルの顔がかき消えると、今度は赤毛のヘィディが闇の中から微笑みかける。

　──イファ。あたしは、あなたの魔抱石に恋をしたのよ。情熱と悲しみを秘めた赤。その石を抱くものとして、あなたを作ったの。……あなたには、しあわせになってほしいわ

　これはイファが目覚めて間もないころに言われた言葉だ。

　創造主にそんなことを言われたら、どんな人形だって舞い上がるに決まっている。イファももちろん浮かれに浮かれて、きっとしあわせになるとヘィディに誓ちかったものだ。

（あのときは、しあわせになるのなんて簡単だと思ってた。でも、どうしよう……今は、しあわせになる方法がわからないよ）

　運命のひとはきっと近くにいる。そんな気がする。

　けれど見知らぬ土地で捜し物をするには、イファは世間知らずすぎる。さっきの一件でよくわかった。イファにはまだ人間のことがあまりわかっていないのだ。

　あと少し、もう少しだけ、ヘィディやアーセルに色々なことを教えてもらいたかった。

（……って、何考えてるんだ、僕は！　駄目だ、ふたりともここにはいないんだから！　僕ががんばらなきゃ。自分をしあわせにできない奴が、好きなひとをしあわせにできるわけない）

　イファは膝に伏せていた顔を上げ、小さく首を振った。

　そう、イファは自分だけではなく、運命のひともしあわせにしてやらなければならない。

　道のりは長いが、あきらめるには早すぎる。

（まずはできるところから。なんとか、ここから逃げ出す方法を考えよう）

　イファがあらためて足下の水面みなもを見下ろしてみると、外はもう夜らしい。

　納屋の水面には、ちらちらと青ざめた月光が躍っている。波が砕くだいた月光は色いろ硝子ガラスの破は片へんに似て美しい。イファが水面に視線を奪うばわれていると、不意に誰かの声がした。

「──人形は夢を見る。だが、そのことを多くの人間は知らない──なぜかね？」

　ぎょっとして目を見開き、イファはあらためて辺りを見渡す。

　すると、あきらかな異状に気づいた。納屋の小舟がいつの間にかふたつに増えているのだ。

　蔓つる草くさを描いた古着屋の舟の横に、見知らぬ漆しつ黒こくの小舟が浮いている。

　黒い小舟の舳へ先さきには大きな帽子と灰色のマントで全身を覆った船頭が乗っていて、あとは優美な寝ね椅い子すに仕立てられていた。金糸銀糸でぎっしりと唐から草くさ模も様ようが刺し繡しゆうされたクッションの上には、長い白髪を垂らした男がひとり、物もの憂うげにほおづえをついてイファを見ている。

（わあ……！　誰だろう、すっごく綺麗なひとだ）

　イファは驚おどろきのあまり、言葉を吞んで白髪の男を凝ぎよう視しした。

　舟の寝椅子に身を任せている男は、月光がそのまま凝こごったように美しかった。

　年齢不詳の顔に白い髪、絶妙な造ぞう作さくは男にしては艶つやっぽく、女にしては鋭えい利りにすぎる。切れ長な瞳は夢見るようによどんだ青だが、片方は銀薔ば薇らを刺繡した黒い眼がん帯たいに覆われていた。

　身にまとうのは足下まである白い外套で、大きな襟えりの中に適当に結んだ派手なタイが押しこまれている。刺繡であふれんばかりのシャツをだらしなく着崩し、黒い細身のズボンを大きな折り返しのある長靴にねじこんだ様子は、イファの思う『貴族』の格好にかなり近かった。

「だ、誰、あなた。どこから入ってきたの？」
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　イファが思わず口ごもりながら問うと、男は薄い唇で笑った。

　眼帯で隠されていない瞳が、ちらと納屋の木戸を見やる。

　イファがつられて見ると、水路へ続く木戸は開け放されていた。おかげで、月光が納屋の中まで射しこんでいたのだ。この男は、外から木戸を開けて舟で納屋に入りこんだのだろう。

　白い外套に青い月光の揺らめきを映して、男は中性的な声で話しだす。

「何かを問う前に、わたしの問いに答えたまえ。お前は夢を見ていた──そうだね？」

　ごく静かな声に、不思議な威い圧あつ感かんを感じてイファはうなずく。

　なんだか、このひとには素直に答えなければならない気がする。

　そう──きっと、ヘィディに相対したときと似た感じがするせいだ。

「……うん。美しいけど、悲しい夢を見ていた。僕の夢は、いつもそうなんだ」

　イファの答えを聞くと、男は自身の長い白髪を指にからめて片目をそっと細めた。

「そうだろうとも。美しく悲しい、それはすべての人形の運命に関わる言葉。お前は正直に答えたから、わたしもお前の問いに答えよう。わたしは誰でもない、ただの『わたし』だよ」

　……このひと、変だ。

　イファは複雑な表情になる。このひとはとにかく美しいし偉そうだけれど、なんだか怪あやしい。先ほど古着屋にだまされたばかりのイファは、あきらかな警戒をにじませて言った。

「それって、答えになってないと思うけど」

　男はイファの言葉に表情ひとつ変えず、白い革手袋をした手で水面に触れる。

　波間に揺れる月光が、男の指先からさらに細かく砕けた。

「これは確かに答えだとも。わたしの存在の根こん幹かんに関わるこのうえない答えだ。それとも、お前は呼び名の話をしているのかな？　お前が望むなら、わたしのことはバラッドと呼んでもかまわない。そのようにわたしを呼ぶ者は多いから。──さて、もうわたしの話はいいだろう。久しぶりの邂かい逅こうに、一曲歌ってはくれんかね？」

「久しぶりって、僕たちは初対面だよ。それに、僕は歌は歌えないし」

「まさか。さっきまでお前は歌っていただろう。その歌をたどって、わたしはここへ来たんだ。──懐かしいお前に会うために。お前はまた、水すい葬そう王おうの檻おりに戻ってきたのだね」

　ああ、ますますわけがわからないことを言いだしてしまった！

　こういう、他人の言うことを聞かないで、空想のことばかり話すようなひとをなんて言うのだったっけ？　多分あれだ、『危ないひと』。

（『危ないひと』には絶対ついていくな、って、アーセルがうるさく言ってたっけ）

　イファがそんなことを思い出していたタイミングで、バラッドはさらりと言った。

「籠の鳥。そこから連れ出してあげようか？」

「っ、……け、結構です！」

　即答してしまったのも仕方のないことだと思う。

　こわばった顔で首をぶんぶん横に振るイファを眺めると、バラッドはあっさりうなずいた。

「そうか、ならばいつかまた会おう」

「え……？　あ……うん、ま、また……ね？」

　イファが瞬まばたいているうちに、灰色の船頭がバラッドの小舟を桟橋から離す。

　漆黒の小舟は音もなく水路に滑すべり出し、そのまますぐに姿を消してしまった。

「……ずいぶんあっさりした『危ないひと』だな……」

　イファは啞あ然ぜんとしてつぶやく。

　目の前からいなくなってしまうと、バラッドもまた夢の一部だったようにも思えてくる。

　そうでないならもうちょっとねばるなり、説得するなりしてもいいような気がするのだが。

　拍ひよう子し抜けしたイファが首をひねっていると、今度は背後から声がした。

「──寝言でも言ってるの？」

　古着屋の女の声だ。はっとして振り向けば、納屋の扉から中年女が首を出している。

　女は納屋を見渡すと、すぐに水路へ続く木戸が開いているのを見つけた。

「……！　ちょっと、あんた、どうやってそこの木戸を開けたの!?」

「え？　あ、僕じゃない！　あそこから、いつの間にか小舟が入ってきて……」

「なんだって？　誰かここに来てたってこと？」

　イファが正直に言うと、女の顔はますます怖くなった。

　ぞっとはするが、うまい噓も思いつかない。イファは途方に暮れてうなずいた。

　すると女は角灯ランタン片手に階段を駆かけ下りてきたかと思うと、イファを勢いよく怒鳴りつける。

「この、性悪が！　さっそく怪しい奴を引きこみやがって……どうせ逃げようとして、外の奴らに色目を使ったんだろ？　まったく油断も隙すきもありゃしないよ。さあ、正直にお言い！」

「何言ってるの、僕は何もしてないよ！　怪しい奴が勝手に入ってきたんだ、本当だよ。助けてやるって言われたけど、僕は断って……」

　イファは必死に答えたが、その様子がますます女の怒りをあおったらしい。

「黙りな！　せっかくこっちがいい買い手を探してやってるってのに！　人形ってのはみんなそうだ。お綺麗な顔のせいで、自分たちは人間よりも偉いと思ってやがる。あんたみたいな奴はすぐに闇商人に叩き売ってやる、次のすみかは裏町の見せ物小屋だよ！」

　女は吠ほえるように言って、鳥籠から繫がった器械のレバーに取りついた。

「ちょ、ちょっと待って、何するの！」

「おしおきさ。少しくらい溶けてみたら、お前もおかしな真ま似ねはやめて静かにしようって気になるだろ？　買い手によっちゃ、足はないほうがいいってのもいるんだからね！」

　とんでもない台詞せりふと共に、女はレバーを倒す。

　途端にぎりぎりと音がして、鳥籠を吊っている鎖が繰り出された。元から水面すれすれまで下りていた鳥籠は、見る間に水につかっていく。

　鳥籠の底に青い水が侵入し、イファの靴の先をなめた。

「うわっ、痛ッ！」

　未体験の痛みに襲われ、ひとりでに悲鳴が零こぼれる。

　イファの魔抱石は胸の赤い石だけではない。全身を形作っている粘ねん土どの中にも細かな欠片かけらとなって入っているのだ。この水が本当に魔抱石を溶かすなら、イファはばらばらになってしまう。

　イファは慌てて鉄格子の高いところをつかみ、腕の力で身体を持ち上げた。しかし籠はどんどんと水の中に下りていく。籠の中の水位は増していく。

（どうしよう、このままじゃ、本当に溶けちゃう！）

　ぞっとして身み震ぶるいすると、胸の魔抱石もひどく凍こごえる。

　まさしく絶体絶命、そんなとき、不意に静かな声が響ひびき渡った。

「そこまでです！」

　──女の声ではない。バラッドとも違う、男の声。

　懸命に鳥籠の鉄格子に張りつきながらイファが見やると、声の主は納屋の扉のところに立っていた。招かざる客の登場に、中年女が顔を険けわしくして叫ぶ。

「今度は誰よ！　あんた、どうやって入ってきたの！」

「……ああ……よかった、間に合いましたね」

　扉のところにたたずんでいた上下そろいのスーツの男は、まずはそう言って微笑んだ。

　そしてなんとも落ち着いた足取りで階段を下りてくる。

　男の物腰があまりに上品で落ち着き払っているので、中年女もそれ以上怒鳴りつけることができないようだ。

　顔をしかめて突っ立っている中年女に歩み寄ると、男は一枚の紙片を差し出した。

「こんばんは、奥さん。非常時だったもので、こちらで少しばかり強引に表の扉を開けさせていただきました。後で責任を持って修理はさせていただきます。わたしはジョヴァンニ・ヴェルニッツィ。サンクトゥス社の社長秘書ですよ」

「サ、サンクトゥス社！」

　中年女はひと声叫ぶと、差し出された紙片をまじまじと見つめて固まってしまった。

　何が起こっているのかわからないイファの目の前で、ジョヴァンニは女に微笑みかけた。

「わたしはあなたの質のよい古着に興味があるわけではありません。社長の命令で、社長が買い取ったのに行方不明になってしまった人形を捜しておりまして、ここにたどり着いた次第です。奥さん、彼をこの快適そうな小部屋から出してやってくださいますか？」

　ジョヴァンニは終始礼儀正しかったが、中年女は真っ青になって何度もうなずいた。

　女は大慌てでレバーに取りつき、イファが入った鳥籠を水から引き上げて扉を開ける。

　イファはおそるおそる鳥籠の床に下り、籠から桟橋へと飛び移った。

　迎えたジョヴァンニは姿勢よく、でもちょっと人なつこく首をかしげて笑いかけた。

「こんばんは。実にすてきな薔薇色の瞳ですね。君、名前はありますか？」

「──イファ、です」

「イファ。綺麗な名前ですね。わたしはジョヴァンニです。よろしく」

　あらためてイファにも自己紹介し、ジョヴァンニはイファに手を伸べる。

　柔らかな灰色の癖くせ毛げに、優しそうな紫むらさきの瞳。歳のころなら二十代後半だろうか。

　しっかりと自己紹介もしてくれるし、多分これは『危ないひと』ではない。

　イファはそっとジョヴァンニの手を握にぎってみた。なんだかしっくりくる感触だった。

　ジョヴァンニはイファと握手をしながら静かに告げる。

「お疲れ様でした。もう怖いことは終わりですよ、イファ。君は大変すばらしい人物に買い取られたのですから。ようこそ、『水葬都市』へ！　早く行きましょう、君とわたしの主あるじが──そしてこの都市の主が、首を長くして君を待っていますよ！」
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　古着屋を出たジョヴァンニがイファを連れて行ったのは、大運河沿いの大邸てい宅たくだった。

　三階建ての白い邸宅は、外壁にレース編みのような金の装飾をまとった豪ごう奢しやなもの。

　イファは台所にある裏口から案内されたのだが、使用人たちの使う場所を抜ければ、磨みがき抜かれた床に高い天てん井じよう、所ところ狭せましと並ぶひとの身の丈ほどもある壺つぼや、高価な貴石を貼はって作った巨大な絵画──と、ひと目で貴人の住まいと知れるしつらえである。

　イファは見慣れない光景にぼうっとしたまま、館の中を連れ回されていたのだが……

「ちょ、ちょっと待って！　何、この部屋!?」

　自分にあてがわれた部屋に着いた途と端たん、イファは思わず叫さけんだ。

「あなたのために、あなたのご主人──フォルトナート様が用意された部屋ですよ。あちらに並んでいるのはイファさんの着替えです。元がすばらしいですから、どんなドレスでもお似合いになるでしょうね」

　そう、そこは完全に『少女のための』夢の小部屋であった。

　壁紙は薄桃色に金の唐から草くさ模も様ようつき、ベッドは白い紗しやの天てん蓋がいつき、寝ね椅い子すは当然華きや奢しやな猫ねこ脚あし、窓際にずらりと並んだ錬れん鉄てつのトルソーには、それぞれ様々な色合いの年代物のドレスが着せかけられている。

　年頃の少女が見たら夢かと思うような光景だが、イファにとっては悪夢でしかなかった。

「どうして着替えがドレスなんですか!?　僕は男ですよ！」

　屈くつ辱じよくに震ふるえるイファを眺ながめて、ジョヴァンニは首をひねった。

「さて、人形というのは中性体だったはずですが」

「それは身体の話です！　胸の魔ま抱ほう石せきにはちゃんと男性寄りか女性寄りかがあって、人形師が石の傾向を読み取って『これは少女人形』『これは少年人形』っていうふうに決めるんです。僕は少年人形として作られた、だから中性体だろうがなんだろうが男なんです！」

　イファの説明に、ジョヴァンニはにこにこと手を打つ。

「なるほど、わかりました。つまりは心の問題ということですか。では今日からは『自分は少女だ』と思っていただいて……」

「全然わかってないじゃないですか！　とにかく僕は男なんです。いずれ人間の女の子に恋したら、本物の人間の男になるんです！」

「大丈夫、わたしたちはあなたのことを女性としてしか扱いませんので、すぐに慣れます」

　まったく取りつく島なし、である。

（駄だ目めだ、このひとも変なひとだ！　人間ってもっと、まともなものだと思ってたのに！）

　このぶんだと、主人だというフォルトナートにも期待はできない。何か事情があるならともかく──いや、どんな事情があったとしても、イファに女になれなんて無理な話だ。

　本当の本気でそんなことを求められるのなら、また逃げるしかない。

　イファはじりじりと扉のほうへ下がりながら、矢や継つぎ早ばやに問う。

「一体何がどうしてそんなことになってるんです？　大体、僕を買ったっていうフォルトナートさんはどこです？　そのひとが僕にドレスを着せたがってるんですか？　貴族って、男にドレスを着せる習慣があったりするんですか？」

　離れていくイファにさりげなくにじり寄りながら、ジョヴァンニは笑顔を崩くずさず答えた。

「フォルトナート様は貴族ではありませんよ。けれどとてもお金持ちです」

「え？　でも、人形を買うのは貴族だって……うわっ！」

　イファが続けようとしたとき、突然背後の扉が開いた。

「イファ！　やっぱりここに来たんだね！」

　屈くつ託たくのない歓声と共に部屋に飛びこんできたのは、金髪の人形──一緒に水すい葬そう都と市しへ運ばれてきたユーリーだ。イファは振り返って目を瞠みはる。

「ユーリー！　君もここに買われてきたの？」

「そうだよ、水葬都市に来た『魂たましい持もち』の人形は、ほとんどみんなフォルトナート様に買われるんだって。それにしてもイファ、途中でいなくなっちゃったから心配したよ！」

　ユーリーはにこにこと言い、イファの首にしがみつく。

　イファも知った顔を見て少しはほっとするが、あわよくばこのまま逃げようか、とのもくろみは水の泡である。

　複雑な顔でユーリーを抱き返すイファを眺め、ジョヴァンニは丁てい寧ねいに話し始めた。

「あなたたちのご主人であるフォルトナート様は、サンクトゥス社という会社の社長でいらっしゃいます。簡単に言えば、ものを売ったり買ったりするのがお仕事です。辺へん境きようのごろつきに支配されていた各都市間の貿易に、サンクトゥス社が法と秩序を取り戻したのですよ。社の創設者は亡きお父上で、わたしは以前はお父上に仕えておりました」

「……よくわからないけど、社長って貴族みたいにお金持ちになれる身分なんですね？」

　イファは、ユーリーの金髪の頭をなでてやりつつ訊きいた。

　ふと見ればユーリーは貴族風のひらひらしたシャツなどを着せられているが、当然女装はしていない。……不公平だ。

　憮ぶ然ぜんとしているイファの目の前で、ジョヴァンニは続けた。

「サンクトゥス社は特別ですよ。社長はこの『水葬都市』の元げん首しゆでもありますので」

　ジョヴァンニの話が始まっても、ユーリーはにこにことイファにくっついているだけで話を聞いている様子はない。問いを発するのはイファの役目だ。

「元首って、都市の一番偉いひと？　あれって貴族がなるものじゃないんですか？　僕のいた『歯は車ぐるま都と市し』ではそうでしたけど」

「都市の仕組みはそれぞれですからね。『歯車都市』は古い都市です。昔から技師たちが多く住み、技術を売りものにしてきました。一方そのような産業を持たない『水葬都市』は、常に商業で生き残ってきたのです。ゆえに『水葬都市』の元首は商業の世界の人間が務めると決まっているのですよ。とはいえ元首は都市の貴族の投票で決まるものですので、フォルトナート様は貴族の方々の感情を慮おもんぱかって、あなた方を買い求められたのでしょう」

「『人形』を持つのは貴族の趣味だから？」

「そういうことです」

　ジョヴァンニの説明で大体の事情はわかったが、この都市にはまだ謎も多い。

　大体、どうしてこんな大穴の底に街ができたのだろう？

　人形が溶ける水を湛たたえている穴の中なんて、人間だって住みづらそうなものだ。

　考えこむイファを眺め、ジョヴァンニは穏おだやかに言う。

「そして、人形をたしなむ貴族には、それなりの作法というものがあります。手に入れた人形は、すみやかに会を開いて他の貴族たちにお披ひ露ろ目めしなければなりません。あなたたちのお披露目は今夜に迫っています。イファさんが間に合ったのは本当に幸運でした！　あなたは今回の目玉ですからね」

　これまた初めて聞く話に、イファは驚おどろいて顔を上げた。

「お披露目会？　それってどんなもの？　突然目玉って言われても、僕、なんの芸もできませんけど？」

　するとジョヴァンニはにっこり笑い、いかにも優しく言う。

「芸などされなくてもかまいませんとも。ドレスだけ着ていただければ、それで」
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（うう……なんでこうなっちゃうのかな……）

　よい生地をたっぷり使ったドレスは、とにかく重い。

　頭には華麗に結い上げたかつら、その上にヴェールのついた黒いドレスハット、顔には仮面、身体は黒いレースで飾った薄紅のドレスに押しこみ、手袋をした手には水葬都市の様子を描いた派手な扇せん子すを握にぎらされ、足にはピンヒールの靴。

　ろくに身動きできない女装姿で、イファはカーテン裏の椅子に座っていた。

『だから女装だけはしないって言ったでしょう！』

　と、ジョヴァンニに向かってさんざん主張はしたのだが、

『イファさんの衣装はフォルトナート様が決められたのです。会のしつらえもイファさんのドレスに合わせてしまっていますし、急に変えるわけにもいきません。会にはフォルトナート様もいらっしゃいますから、直接その場でご相談なさったらいかがです？』

　──と、ジョヴァンニに冷静に説得されてしまったのだった。

（確かに、ジョヴァンニ相手じゃらちがあかない。早くフォルトナートをとっつかまえて、話を聞いてもらおう。きっと僕のこと、女の子だと勘違いしてるんだろうから）

　お披露目が始まるまでは仮面をつけていていいことになったし、これならイファとしても耐たえられない恥ずかしさではない。まだ心中は複雑だが、多少は落ち着いて周りを見る余裕ができた。

　白と金の仮面で顔を隠したイファは、そっと目の前のカーテンをめくってみる。

　途端にシャンデリアの光がちりちりと瞳を打った。

　カーテンの向こうに広がる舞踏室には、奇きっ怪かいなしつらえがしてある。

　あちこちに図案化された海や山を描いた豪奢な金きん縁ぶちのついたてが置かれ、その前には様々な獣けものが支える形の卓や舟形の寝椅子や、果ては廃墟風東あずま屋やのレプリカまでもが置かれている。

　つまりは舞踏室のあちこちを海やら山やらに見立てているわけで、それはまるで舞台の上か、人工の庭園のような光景だった。

　シャンデリアに照らされてきらめきを零こぼす偽いつわりの庭園の中、仮面をかぶった男女が笑いさざめきながら卓の軽食をつまみ、あちこちに吊つり下げられた重い垂れ幕の裏に隠れて囁ささやきあう。

　仮面をかぶっているのがこの街の貴族たち、そして様々なレプリカの前にたたずみ、もしくは椅子に座しているのが人形たちだ。中には動かないものもいるが、『魂持ち』の人形たちは貴族たちと微ほほ笑えんで会話を交わし、ときに笛の音のような声で歌を歌っている。

（こういうのが、人形の暮らす『貴族の世界』ってものなんだな）

　イファはちょっと複雑な思いで目の前の光景を眺めた。

　まばゆいほどのきらびやかさ、しかしそれはすべて偽りだ。

　こんな美しい園は、今のこの世界には実在しない。これはすべて夢なのだ。

　もうろうと夢見る人間たちと、彼らに夢を見せ続け、そのことに疑問を持たない人形たち。

　視線をさまよわせれば、赤に金モールを惜しげなく使った古めかしい軍服姿のユーリーが、ぼんやりと微笑みながら貴族の奥方らしきひとと喋しやべっているのが見える。

　こうして見ると、ユーリーの肌の粉っぽい白さや、ぽかんと虚うつろに澄すんだ瞳や、おっとりとしながらも優美な動きは実によく場になじんでいる。彼からあきらかに人間とは違う硬質な上品さがにじみ出ているのを見て、イファは思わず感心してしまった。

（ユーリー、こういう場所が似合うな。きっと人形師のところで、あらかじめ貴族の作法を教えてもらってたんだ。──変な話。僕は変なことばっかり知っていて、人形が知ってるべきことは何も知らない。言うことなすこと、今ひとつ人形っぽい品ひんもないし）

　イファがなんとなく肩身の狭い気分になっていると、不意に間近でひとの声がした。

　慌ててカーテンを元に戻して聞き耳を立てる。

　野太い男の声は、カーテンの向こうから聞こえてくるようだ。

「──だな？　……で、──なら、かまうまい」

「しかしアルベルティ男だん爵しやく──ナート様は、まだ…………」

（返事してるひとはジョヴァンニだ。ジョヴァンニと誰かが、口論しながらこっちに来る。──口論の相手、フォルトナート、じゃないよね？）

　イファを隠しているカーテンは、フォルトナートが会場に到着したときに開けられることになっている。イファがどきどきしながら扇子と膝ひざを握りしめたとき、いきなりカーテンが引き開けられた。

　一気に視界が光に満たされ、イファは仮面の下で思わず目を細める。彼の姿はきらめく光を浴びて、客人たちの前にさらされる。

　すると辺りからは、ほう、とため息が沸き上がった。

　イファはむせ返るような真夜中の薔ば薇ら園を描いたついたてを背後に、無数の偽物の薔薇がからんだ錬れん鉄てつの椅子へ座っている。薔薇に埋うもれて座す仮面の貴婦人──どこか妖あやしさを感じさせる光景である。

　一方カーテンを引き開けた男は、イファを見て口元でにやりと笑う。

　目元を覆おおう仮面をつけているから貴族なのだろうが、ずんぐりと太ったさまはいささかみっともない。やや酔ったような舌っ足らずな口調で、貴族の男は声を張り上げる。

「ほう、これがサンクトゥス氏が購入した目玉の人形とやらか。貴族の証あかしである仮面を人形につけるとは、まったくサンクトゥス氏らしい所しよ行ぎようではないか？　なあ、人形？」

　イファが何か答える前に、貴族の男はイファに歩み寄ると、いきなり仮面をはぎ取った。

「うわっ……！」

　リボンでとめてあった仮面を無理にはがされ、ハットとかつらが乱れる。

　イファはわずかな痛みに顔をしかめ、きっと貴族をにらみつけた。

　するとその様子がおかしいのか、貴族はばか笑いを始める。

「はははは、まるでひとのような声をあげる！　こいつは教育がなってないぞ、人形はもっと人形らしく、上品でおっとりとしているものだ！」

　脇に控ひかえたジョヴァンニが何も言わないのをいいことに、貴族は今度はイファの細いあごに手をかけた。そのまま、ぐい、と顔をあおのけさせられる。

「え、え、えええ……ちょっと……？」

「ふむ。顔だけならば、なかなかに美人だ。だが女にしてはいささか首が骨ほね張ばっているな」

　イファの戸と惑まどいは無視して、男は無造作に彼の白い首に触れる。

　手袋をした指が肌の上を這い回ると、イファは体中が冷えるような感覚を覚えた。

　胸がひどくむかつき、じわじわと怒りが湧いてくる。

　イファは薔薇色の瞳を怒りに染めると、男の手を払いのける。

　そしてそのまま、間近にあった相手の額に頭ず突つきを見舞った。

「っ……！　な……な、何……？」

　ごん！　と鈍にぶい音が響き、貴族は何が起こったのかわからない様子でよろめく。

　イファは椅子を蹴けって立ち上がると、勢いよく啖たん呵かを切った。

「ふざけるな！　僕は確かに人形だけど、あんたのものじゃない！　主人でもないあんたに好き勝手やられてたまるか！　僕はいずれ恋をして、あんたよりはマシな人間になる！」

　イファの叫びに、舞踏場はしんと静まり返る。

　静せい寂じやくは束つかの間、すぐに辺りは騒そう然ぜんとし始めた。人々がイファを見つめて厳しく囁きあう。

　──どうも、相当まずいことをしたらしい。

　イファが自分の失態を悟さとりかけたとき、ジョヴァンニがやや青ざめて叫んだ。

「イファさん、静かに！　アルベルティ男爵、お怪け我がはありませんか？」

「人間に──人形が、人間に手を上げた……！　おい、なんだこの出で来き損そこないは！　フォルトナートの小僧は、わたしを殺すためにこんなものをここに置いたのか!?」

　アルベルティ男爵が赤くなった額ひたいを押さえてわめく。

　舞踏場の不吉なざわめきが最高潮に達しようとしていたとき、ちょうどよく楽団が華やかな音楽を鳴らし、従者の少年が扉の際きわで叫んだ。




「──水葬都市元首、フォルトナート・デ・サンクトゥス様！」




　夜会の主人役の登場である。誰もがひとときだけ、イファのことを忘れて扉を見やる。

　イファもまた、自分の主人の姿を見ようと扉へ視線をやった。

　そして、はっとして息を吞のむ。

（あれが、フォルトナート？　思ってたより、すごく若い……）

　そこにたたずんでいた男は、金モールで飾った真っ白な夜会服をまとっていた。見るからに仕立てのいい裾すそ長ながの上着が、彼の神経質に瘦やせた長身に完かん璧ぺきに寄り添っている。

　夜会服の上へ、水葬都市の紋もん章しようを金糸で刺し繡しゆうした紫色のマントをかけて立つ彼の姿は、商人というより生まれながらの王族と言ったほうがしっくりとくる堂々たるものだ。

　歳はせいぜい二十代半ばだろうか。

　白く鋭えい利りな輪りん郭かく、細い鼻、薄い唇くちびる、これまた色の薄い美しい金髪。すべてが見る者に冷たい印象を与える顔は、ときに人形よりも人形めいている。そんな中、一番印象的なのは彼の目だ。

　それはまさしく、永えい久きゆう凍とう土どで凍こごえる湖の色──酷こく薄はくなアイスブルーである。

　彼は猛もう禽きんのごとき鋭するどい瞳で会場を眺めわたし、すぐにイファに視線を定めた。

　途端に背筋に冷たいものが走って、イファは小さく震える。

　なんだろう、フォルトナートの瞳は怖い。見つめられるのが怖い。まるで抜き身のナイフを見ているかのよう。

　しかし彼は周囲から注がれる感かん嘆たんとおびえの視線などまったく気にせず、まっすぐにイファのほうへ歩み寄ってきた。

　冷れい徹てつな靴音が近づいてくると、イファにからんでいた男爵もなぜか慌あわてふためく。

「おお、サンクトゥス氏よ、わたしは……」

　何やら言い訳を始めかけたアルベルティ男爵の前で、フォルトナートは立ち止まった。

　ちらとアイスブルーの視線を投げられると、男爵が青くなるのが仮面の上からでもわかる。

　鋭すぎる瞳でアルベルティ男爵を見つめ、フォルトナートはすっと己おのれの手から黒い革手袋を外した。あらわになった長く美しい指で、アルベルティ男爵の太った指をとる。

　男爵はおびえたように震えたが、フォルトナートはそのまま目を伏せ、薄い唇を男爵の指に押し当てた。そして唇を少しだけ離し、目を伏せたまま低く囁く。

「ごきげんよう、アルベルティ男爵。わたしの夜会へようこそ」

　聞くだけで酔えるような、闇やみを含んだ美声である。

　アルベルティ男爵は啞あ然ぜんとして自分に頭を下げるフォルトナートを見つめていたが、やがて、何度か落ち着かない咳せき払ばらいをしてから、かすれた声を絞しぼり出した。

「──こちらこそ、お招きいただき嬉しく思う」

　男爵の返事を聞くと、フォルトナートは薄い唇にふと笑みを浮かべた。

　少しも温かみのない──ぞっとするような冷えた笑みだ。

　世界のすべてを見下すような、呪うような笑みだ。

　だがなぜか、危うくて目の離せない色いろ香かの漂ただよう笑みでもあった。

　ほとんどぼうっとしてしまったアルベルティ男爵の手を離し、フォルトナートはなおも冷えた声で続ける。

「もったいないお言葉です。ときに──失礼ですが、髪が乱れていらっしゃいますね。何かおありでしたか」

「……っ、いや、その──そう、あなたの人形が」

「わたしの人形が」

　フォルトナートが静かに言うと、その迫力に押されてアルベルティ男爵は黙だまってしまう。

　フォルトナートは切れ長の目をさらに細めて、囁くように訊きいた。

「まさか何か、粗そ相そうでも？」

　そうだ、とでも言ったら、何やらとんでもないことになりそうな迫力である。
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　アルベルティ男爵は何度か口を開け閉めしたあげく、結局わずかに頭を下げた。

「いや……申し訳ない。わたしが火か酒しゆの勢いで、あなたの到着前にこの人形の顔を見てしまったのだ。それでいささか彼女の機嫌を損ねてしまったらしい。すまなかった」

「それはそれは──こちらこそ、大変失礼をいたしました。これには後で充分言ってきかせます」

　フォルトナートは丁寧に頭を下げるが、声と瞳の冷たさはまったく変わらない。

　それでも男爵は多少は安心したらしく、どうにか笑顔を取り戻して何度かうなずいた。

「それがいい。この人形は、なかなかに個性的だ。その……かなり人間らしい。教育すれば本当に人間になるかもしれんぞ。いい人形だ、いい人形だとも！」

「お褒ほめいただき、ありがとうございます」

　フォルトナートが礼を言うと、男爵もうなずきながら離れていく。辺りにはようやく穏やかな空気が戻ってきた。

　一部始終をどきどきしながら見守っていたイファは、傍かたわらにたたずんでいるフォルトナートを見上げて言う。

「──フォルトナートさん、あの、僕、あなたに話があるんです」

　するとフォルトナートは、浅くうなずいてイファを見下ろし、小さく囁く。

「わたしもだ。早くこんなところは抜け出そう」

　その声が今までとはまったく違う、わずかな熱を帯びているのを聞いて──イファの魔抱石は不意にひどく高鳴った。
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「ここならふたりだけになれる。時間をとらせたな」

　フォルトナートがイファを連れてきたのは、劇場のボックス席のような小部屋だ。

　えんじ色のカーテンに囲まれた部屋には豪ごう華かな椅子がふたつあり、それとは別に優美な寝椅子が壁際に置かれている。それだけの家具でいっぱいになってしまうような場所だった。

「あ、はい──いえ、その、ありがとうございます」

　イファは、とにかくうろたえながら頭を下げる。

　と、イファが顔を上げる前に、フォルトナートの両腕が彼を抱きしめた。強い力がイファをよろめかせ、彼はフォルトナートの胸元に頰ほおを埋めるはめになってしまう。

「ひゃっ!?　な、ななななな、何!?」

　思わずすっとんきょうな声を出し、イファは硬こう直ちよくした。

（どっ、どうしよう、動けない……！）

　フォルトナートの力を感じる。しなやかな夜会服の生地が頰に触れ、鋭い中に甘さを潜ひそめた香水の香りを感じる。それだけでどきどきしてしまって、少しも動けないような気分だ。

（あれ？　何？　僕、変だ。さっきの貴族に触られたときは、ものすごく気持ち悪いだけだったのに、フォルトナートは平気だし……むしろ、なんだか嬉うれしい、みたいな気がするし）

　一体どうしてこんなことになっているのだろう？

　第一印象はとにかく冷たくて怖いひとだったのに、どうしてフォルトナートはイファにだけ、こんなに優しいのだろう？

（僕、何かいいことでもした？　してないよね？　むしろ駄目なことばっかりだよね？）

「あ、あの、フォルトナートさん、どうして……」

　イファがしどろもどろに問おうとした耳元で、フォルトナートが囁く。

「──やっと会えた……」

　吐と息いきと共に耳に飛びこんでくる、絞り出すような安あん堵どの声。

　耳から温かみが全身に広がってきて、イファは小さく震える。

（やっと会えた、って……フォルトナート、そんなに僕のことを待ってくれてたの？　……ひょっとして、ものすごく人形好きなのかな。ユーリーが、この街では『魂持ち』の人形のほとんどをフォルトナートが買うんだって言ってたし）

　だとしたら、フォルトナートは『いい主人』の部類に入るのかもしれなかった。

　飾り物の高価な人形としてではなく、イファ自身をこんなにも真剣に求めてくれる。そんなひと、イファはヘィディとアーセル以外には知らない。

（そんなに人形好きなひとなら、僕が途中で逃げたのを、すごく心配してくれてたのかもしれないな。……だとしたら、悪いことしちゃった）

　イファはぼんやりと考え、フォルトナートの胸元に寄りかかる。

　そして、そんな自分に気づいてはっとした。

（だっ、駄目だ、駄目だ！　フォルトナートがいくらいいご主人でも、僕は男だし、この格かつ好こうで抱きあってるのは多た分ぶん相当変だ！）

　そのままぼんやりしていたい気持ちをどうにか奮ふるい立たせ、イファは声をあげる。

「え、えっと、あの、フォルトナートさん、とりあえず、放してくださいませんか……？」

「嫌なのか？」

　まったく腕の力をゆるめずにフォルトナートが問う。

　嫌と言われるとは欠片かけらも思っていない、潔いさぎよすぎるほど高こう慢まんで、美しい声だ。

　ふらふらと従ってしまいそうになる、得体の知れない魅み力りよくがある。

　イファは萎なえてしまいそうになる気力を振り絞り、自分の主張を一気にまくしたてた。

「い、嫌っていうか……その、僕はイファっていう名で、今はこんな格好してますけど、男の人形なんです。買ってくださったのは嬉しいんですけど、僕には運命のひとがいて、そのひとに恋して人間の男になる予定で──だから、女の子の格好をして、ここでおとなしくしてるわけにはいかないんです！」

「運命のひと？」

　フォルトナートがイファを抱いたまま訊く。

　彼が自分の話に興味を持ってくれたことが嬉しくて、イファは懸けん命めいに続けた。

「はい。銀髪に赤い目の、すっごい綺き麗れいな女の子で、年中僕の夢に出てくるんです。僕の、大切な運命のひとです」

　イファが言い終えると、フォルトナートはしばらく黙だまりこくっていた。

　何やら考えこんでいる気配に、おそるおそるイファがフォルトナートの表情をうかがおうと顔を上げると、じっと自分を見下ろしているフォルトナートと視線が合った。

「あっ……」

　イファは小さく声を漏もらす。

　フォルトナートの目は恐ろしく真剣だった。

　舞踏場で見せたような冷たいヴェールは脱ぎ捨てて、まっすぐにイファの目を見ている。

　その怖いまでの情熱に、イファは目を瞠みはったまま、少しも動けなくなる。

　フォルトナートの薄い唇が動き、低い囁きを零こぼす。

「──やはり、お前は何も覚えていないんだな」

　……一体なんのことだろう。

　心の片隅に疑念は湧くが、イファの心のほとんどはフォルトナートの青い瞳で占しめられてしまっている。

　動けないイファからフォルトナートは腕をほどき、黒い革手袋をした両手のひらでイファの頰を挟はさんだ。

「わたしは覚えている。……イファ」

　名を呼ばれると、なぜか頭がくらくらする。

　倒れそうな足下の頼りなさに、イファは必死にフォルトナートの腕にすがった。

　フォルトナートの言葉がひとつひとつ落ちてきて、イファの胸に刻きざまれる。

「わたしは覚えている。ずっと覚えていた。一度も忘れることはなかった。お前はずっとわたしの中にいた──お前を思う時間があまりに長かったせいで、まるでお前がわたしの魂のように思えてきたこともあった。そんなお前をやっとこの腕に抱いたのに、もう一度手放せと？」

　できるわけがない。

　フォルトナートの瞳がそう告げている。イファもまた、胸の魔法石を震ふるわせて感じている。

（駄目だ──逃げられない）

　このひとからは、逃げられない気がする。

　だって初めてなのだ。このひとがイファを求める気持ちは、アーセルやヘィディがイファに向けた愛とは違う。こんな怖いような愛を、イファは知らない。

（ああ、でも、無理だ、僕は男で、人形で──）

　最後の弱々しい抵抗を見せ、イファはどうにか囁く。

「なんで……？　僕はただの人形で、『持っていないと格好がつかない』だけの、美術品……」

「違う！」

　いきなり語気荒く否定され、イファは目を見開いた。

　フォルトナートの瞳の奥に、ぱっとすさまじい熱が宿ったのがわかった。今や彼の瞳は凍えてはいない。高温の青い炎だ。触れれば何もかもが消けし炭ずみになってしまう。冷たい人形のようだった彼の顔が、暗い情熱で凄そう絶ぜつな美しさを宿している。彼は低く囁く。




「お前はわたしの運命の女だ」




「…………！」

　フォルトナートの台詞せりふに、イファは言葉を失った。

　運命のひと──自分が、誰かの運命のひと？

　そんなことってあるのだろうか。ただの人形であるイファを、人形のくせに人形らしくないイファを、運命のひとだと思って、待ってくれているひとがいただなんて！

（どうしよう、嬉しい。──どうしようもなく嬉しい）

　暴力的なまでの喜よろこびが胸の奥からあふれてきて、イファは震えた。人間だったら泣いたと思う。でも、こんなに人間そっくりなのに、イファは泣くことができない。

　だから体中を喜びの奔ほん流りゆうが駆かけめぐるのに翻ほん弄ろうされて、ただ震え続けていた。

　そんなイファを見下ろし、フォルトナートがそっと目を伏せるのがわかる。フォルトナートの顔が近づいてくる。何をしようとしているのかはわからないけれど、どうでもよかった。どうにでもしてほしかった。

　ぼうっとしているうちに、フォルトナートの薄い唇が、そっとイファの唇に重なる。

　柔らかな、どこまでも溶けていきそうな──甘い感触。

　その瞬間、薔薇色のイファの瞳の中で、爆発のような光が生まれた。

「う──あ、あ……ああ……」

　頭の奥がつん、とした痛みに襲われ、全身を猛もう烈れつな不快感が襲おそう。

　イファは目を開けていられなくなり、不快のあまり思わずフォルトナートの手を振り払った。自分の顔を手のひらで覆い、後ずさろうとしてよろめく。それでも足りずに、ついに床にくずおれた。

「何……これ……、ごめん、なさ……い、僕、なんだか、変だ……」

　どうにかつぶやき、イファは床に座りこんだまま頭を抱える。

　フォルトナートに変なところは見せたくない。嫌われたくない。

　そうは思うが、不快感のほうが限界である。イファは頭を締しめつけているかつらをつかみ、どうにか外して床に転がした。それでも気分はよくならない。

　代わりに頰に何か柔らかなものが触れたのに気づき、イファは震えながらどうにか目を開けた。視界はぼやけている。隅すみで銀色の何かが揺ゆれている。

（何、なんなの、これ……気分が悪くなったの、これのせい？）

　もうろうとしているイファの頭上から、フォルトナートの囁きが落ちてくる。

「ああ、お前だ。確かにお前だ。覚えている、よく覚えている──わたしの、運命の……！」

　フォルトナートはつぶやいて床に片膝をついたかと思うと、いきなりイファの喉元に手をかけて押し倒した。イファは目を丸くして床に転がる。

　間を置かず、フォルトナートは夜会服の下から刃の薄いナイフを抜き、イファの胸の真ん中に突き立てた！

「ッ！　何するの!?」

　硬質な音が胸から響き、イファは顔をしかめて叫ぶ。

　フォルトナートのナイフは正しくイファの魔抱石の位置へ当たり、石を痛いほどに震わせていたのだ。

　しかしフォルトナートは、イファよりも驚いた様子で目を見開いた。

「何っ……！　今の手て応ごたえは……！」

　独りごちてナイフを握り直し、ためらいなくイファのドレスの胸元を切り裂く。

　イファが抵抗する暇すらなかった。

　果たして、あらわになったイファの胸は──なぜかわずかにふくらんでいた。なめらかな人形の肌の真ん中で光る魔抱石を見つめ、フォルトナートは忌いま々いましげに吐き捨てる。

「──関節は消えたが、まだ粘ねん土どの肌か。魔抱石も体内に沈んでいない。……完全に女性化していなかったな」

「っ、はな、せ！」

　イファはのしかかっているフォルトナートをどうにか押しのけ、薄紅色のスカートをつかんで必死に立ち上がった。なんだか身体がふわふわして、うまく動けない。

　さっきのめまいと不快感は、フォルトナートに刺されかけた衝しよう撃げきで多少ましになった。

　でも気分は最低最悪だ。イファは小部屋の扉を背にして叫ぶ。

「フォルトナート……！　さっきまでは優しかったのに、なんで、こんなこと！」

「優しかった？　そうか、お前にはそう見えたのか」

　フォルトナートはうっすらと微笑み、ナイフを手にしたままイファに手を伸のべる。

　冷えたアイスブルーの瞳の奥に、たぎる炎を潜めて囁く。

「こっちへ来い、イファ」

「──っ、ぅ……嫌だ！」

　よろめきそうになる我が身を抱き、イファは渾こん身しんの力をこめて叫ぶ。

　ここにいたら大変なことになる。もっと見たくないものを見ることになる。そんなのは嫌だ、本当に嫌だ。

　イファは泣きそうな気分で、体当たりするように小部屋の扉を開けて廊下に飛び出す。

「誰か！　それを捕らえろ！」

　フォルトナートが背後で冷たい声を張り上げる。

　命令し慣れた、冷淡な声だ。そんなフォルトナートの声を聞きたくなくて、イファは歯を食いしばり、廊下を走った。なぜかやけに遅くしか走れないのがもどかしい。

　廊下の向こうからはフォルトナートの声を聞きつけた数人の使用人たちが飛び出してくるが、イファを見ると呆ぼう然ぜんと口を開けて立ち止まった。

　使用人たちの目は見る間にどろりとした欲望を映し、嫌な空気が辺りに漂ただよう。

（僕、ひどい格好だもんな。──でも、そんなのどうでもいい）

　今はもう何も考えたくはない。イファは使用人たちを避さけて一目散に走り、緑の大理石で造られた大階段を駆け下りた。途中で何人もの客人とすれ違うが、仮面の貴族や、素顔の商人たちも、イファを見るとすぐに呆然とし、次に何か危うげな気配をまとい始める。

　肌に刺さる視線が痛くて、怖い目の人々から逃げたくて、イファはさらに階段を下りる。

　その途中で、唯一自分に奇妙な視線を向けてこない少年が目にとまった。

「！　ユーリー！」

　思わずイファが名を呼ぶと、貴族と共に客室へ向かっていたユーリーが首をひねる。

「僕のような身に親しく声をかけてくださるのは、どちらのお嬢様でしょう？」

「はあ？　何言ってんだよ、ユーリー。僕だよ、イファ！　いくら格好が女だからって、かつらもしてないんだし、わかるだろ！」

「イファ──イファは人形だし、少年ですよ。あなたはどう見ても妙みよう齢れいのご婦人です」

　おっとりと言い続けるユーリーに、イファは頭痛を感じ始めた。

「もう、とりあえずはそれでいいや。ユーリー、とにかく逃げるよ！　ここはおかしい！」

「え、ええ？　どういうことです？」

　事情が吞のみこめていないユーリーの腕をつかんで引きずり、イファは玄関を目指そうとする。

　そのとき、背後からフォルトナートの静かすぎる声がした。

「どこに逃げるつもりだ、イファ。玄関は警備の者がふさいでいるぞ」

「──っ！」

　フォルトナートの冷静さがひどく恐ろしく、イファは強く唇を嚙かむ。

　慌ただしく辺りを見渡し、ユーリーと一緒に使用人の使う一画へと走りだした。

（台所だと隠れ場所はあるだろうけど、ひとが多いし……どこか、ひとがいないところ！）

　焦あせりの中でどうにか考え、イファは使用人たちの寝室へ続く廊下へ出た。

　ずらりと並ぶ寝室の扉の中で、ひときわ小さく粗そ末まつな扉が目につく。取りついて開けてみれば、扉の向こうは使用人用の階段だった。

　暗闇の中、螺ら旋せんを描きながら上へ向かっていく階段を確かめ、イファは中へと入りこむ。

　むりやり一緒に連れこまれたユーリーのほうは、少し不安顔だ。

「お嬢様、こんなところを上るのですか？」

「しっ、黙ってて、ユーリー！　こういうとこなら、フォルトナートにもばれないかも！」

　ユーリーを引っ張りながら、イファは手探り、足探りで急な階段を上っていく。

　上へ、上へ──何度もすべりかけ、あまりの階段の長さに果てなどないのではないかと思いかけたころ、やっとイファの手が次の段ではなく、扉らしきものに触れた。

「よかった、着いた──！　鍵……鍵も、こっちからの留とめ金だけだ！」

　小さく歓かん声せいをあげ、イファは扉を開ける。

　強い風が吹き、イファのドレスを揺らした。

　視界にまたも銀色が揺れ、イファはうっとうしい『それ』を手で払う。

「お嬢様、ここは邸宅の屋上ですよ。遊ぶには危ない場所です」

　イファに続いて階段を抜けたユーリーが、少し悲しそうに首をかしげる。

　確かにここはフォルトナート邸の屋上だった。長方形の屋上はかなりの広さだが、ぐるりを十字架に似た金の装飾が飾っているだけで、他に何があるわけでもない。

「──ここって、大運河沿いだったよね。裏は裏で細い運河沿いだし。……飛びこんで、逃げられないかな？」

　イファは考えながら言い、ユーリーの手を引いて屋上の端へと歩み寄ろうとする。

　すると、ユーリーが必死にイファの手を押さえて引き戻した。

「駄目ですよ、お嬢様！　そんなことをしたら死んじゃいます。とっても丈夫な僕だって、ここの水に触れたら溶けてしまうんですから！」

「……そうか、そうだよ、ここの水って人形を溶かすんだった……！」

　ようやく肝かん心じんなことを思い出し、イファは寒気を覚える。

　混乱のあまり、この街の水が人形を溶かすことすら忘れていたのだ。うかつだった。水に飛びこんで逃げるのが駄目なら、もうこの場所に逃げ場はない。

　いったん戻るしかないのか、と唇を嚙んだとき、背後からフォルトナートの声がした。

「そろそろ気はすんだか？　イファ」

　静かで穏やかな声に、イファは弾はじかれるように振り返る。

　屋上の隅にある階段からの出口に、フォルトナートは立っていた。

　夜風が彼の夜会服の裾をなびかせる。ぼろぼろのイファとは対照的に、彼は髪のひと筋、服装ひとつ乱してはいない。表情も整ととのったまま、ひどく冷淡に微笑んでいる。

　そのままダンスでもできそうなフォルトナートの姿に、イファの胸には悔くやしいような悲しいような、複雑な気持ちが湧わき上がる。

　フォルトナートは優美な足取りでイファたちに歩み寄りながら、淡たん々たんと言う。

「お前は何がしたい？　こんなところに来て一体なんになる」

「知らないよ、フォルトナートが追いかけるからだろ！　さっきのはなんなの？　どうして急に僕のこと、殺そうとするんだ？　僕のこと、運命のひとだって言ったじゃないか！」

　苦しさをこらえて、イファがどうにか叫ぶ。

　フォルトナートはイファから数歩を残して立ち止まり、ふと笑みを収おさめた。人形めいた無表情で彼は言う。

「もちろん、お前は運命の女だとも。それにしても半端に人間化したものだ。おおかたの見た目と腕力は人間の女並みになったが、まだ身体と魔抱石は人形のままとは。無ぶ様ざまだ」

「人間化……？　一体なんのこと？」

　人形は恋をすれば人間になる。──しかし、イファは男だ。

　女の子に恋をすれば人間になるかもしれないが、今のところそんな兆きざしはなかったはずだ。

　事態を吞みこめていない顔のイファに、フォルトナートはポケットから何かを取り出して投げつけてきた。

　慌てて受け取ってみると、それは磨き抜かれた銀色の懐かい中ちゆう時計である。

「それでお前の顔を見てみろ。真実はそこにある」

「何？　なんだって僕の顔なんか……」

　戸と惑まどいながらも、イファはちょっと顔をしかめて銀時計を見下ろした。

　遠く、穴の向こうに出た満月が、イファの姿を銀時計に映しこんでいる。

　まず、赤い瞳と目が合った。

　大きく見開かれ、不安に潤うるんだ赤い瞳。そして、風に舞う長い銀髪。

　──これは、どこかで見た顔だ。

　そう思ってから、イファはぎょっとして目を見開く。

　いいや、どこかでなどという曖あい昧まいなものではない。

　この時計に映っているのはイファの夢に出てきた、運命のひとの顔だ！

「なっ……何、これ！　フォルトナート、時計に何したの!?」

　きっと時計に何かからくりがあるに違いない、そんなイファの推測は、あっさりとフォルトナートに否定された。

「時計がおかしいのではない。お前が女性化したんだ」

「女性化!?　そんなばかな！　僕は男だよ！」

「そう人形師に聞かされていただけだ。おそらくは、お前の石の呪いを断ち切るためにな」

　ひどく感情のない声で言われ、イファは言葉に詰まる。

　何か支えが欲しくて、もう一度時計を見下ろした。

　すると、不安な目で見つめてくる運命のひとと視線が合う。

　それはぞくぞくするほど危うい美しさを宿した、十五、六歳の少女だ。

（どうして……？　僕は、君なの？　僕は君を、助けようと思ったのに）

　呆然としているイファに、フォルトナートは数字を読み上げるような口調で告げた。

「お前の胸の魔抱石は呪われている。その石は何度も何度も人形に使われ、そのたびに辺りに不幸をまき散らしてきた。その石を使った人形は、ひとに恋してその姿になった途端にあらゆる人間を魅み了りようし、血まみれの惨さん劇げきを生む。……わかるか？　度を過ぎた美び貌ぼうは罪悪だ」

「そん、な……そんなの、僕は聞いてない……！」

　まるで自分のこととは思えない話に、イファは声をうわずらせる。

　フォルトナートは冷えた瞳を伏せて、薄い唇に笑みを乗せた。

「そうだろうな。──おそらくお前が少年人形にさせられたのは、ヘィディとかいう人形師がお前の魔抱石のいわくを知っていたからだ。お前が自分のことを男だと思っていれば、恋することもないと思ったのだろう。だが、結局はわたしに少しばかり言い寄られただけで女性化した。お前の魂は、あらかじめ呪われている」

（違う、違う、そんなはずない！）

　イファは必死に心中で否定するが、胸の魔抱石はふるふると震えていた。

　──そうだよ、とでも言いたげに。

　胸に熱さの残ざん滓しがあり、そこから勝手に結論が湧き上がってくる。

　そう──あの銀髪に赤い目の少女は自分。助けを求めていたのは自分。何度も何度も同じ石を宿した人形となり、何度も恋をしては報むくわれず、悲しい運命をたどった自分自身なのだ！

（なんで？　本当なの？　この石はみんなを不幸にしてきたの？　そして僕も、これからひとを不幸にする……？　そんなことしたくないのに？　そうしていつもあの夢のひとみたいな、絶望した瞳で過ごすことになるの？　そういう運命なの？）

　何も言えずに時計を凝ぎよう視しするイファに、フォルトナートは微笑みかけた。笑みにはひどい毒があったが、声は不自然なほどに甘く、優しく、睦むつ言ごとを語る温度になる。

「イファ。わたしの父もまた、お前の石を宿した前代の人形のせいで死んだ。わたしは敵かたきを討とうと思ったが、すでにその人形は滅び、行方不明になっていた──わたしは血ち眼まなこになって捜したよ。やっと見つけたときお前は少年形の人形になっていたが、わたしはそれでもかまわないと思った。同じ石を宿した人形ならそれでいい。……わたしはお前を呪われた運命から解き放つために買ったんだ」

　甘い声が毒のように心を冒おかして、イファはめまいを感じる。

　嫌な気分だ、今にも倒れ伏してしまいそうなほどに苦しい。

　それでも訊かずにはいられなくて、イファはのろのろとフォルトナートを見やった。

「じゃあ、じゃあ──歯車都市で僕とアーセルを襲ったり、ヘィディを殺したりしたのは」

「わたしはお前を手に入れるよう、歯車都市の管理機構に話を通しただけだ。やり方に注文はつけていない」

　フォルトナートは薄うすら笑えんだまま言う。

　イファは一瞬ぽかんとし、事情を吞みこんでからはやるせない怒りに震えた。

　自分の手を汚してはいないかもしれないが、間接的にはフォルトナートがヘィディを殺したも同然だ！

「ひどい……！　僕に恨みがあるなら、僕だけを壊せばいいじゃないか！　僕が憎いならそうしろよ！　他のひとに迷惑かけるくらいなら、そのほうがよっぽどいい！　なんなら今ここで、僕が水に身を投げてやる！」

　イファは叫び、屋上の際に駆け寄った。すかさずフォルトナートが声をあげる。

「止めろ、ユーリー」

「はい、フォルトナート様」

　ユーリーは素直に答え、すっとイファに駆け寄った。

　なめらかな所しよ作さでイファを捕らえてしまうと、あとはどんなに暴れても放さない。いくら見た目がおっとりとしていても、ユーリーも人形である。ひととは比べものにならない腕力だ。

　うまく振りほどくことができず、イファはもがいた。

「ちょっ、やめてよ、ユーリー！　今までの話は聞いてただろ？　どうして止めるんだ!?」

「聞いてたけど、僕にはよくわからないし……フォルトナート様は、僕のご主人様だから」

　ユーリーはぼんやりと笑って言うだけだ。

　フォルトナートはそんなふたりに悠ゆう々ゆうと歩み寄り、ユーリーからイファの体を受け取った。

　イファは抵抗しようとするも、半端に女性化した今の腕力では人間の男性ひとりにも対抗できない。フォルトナートの細いながらも鍛きたえられた腕にしっかりと押さえつけられてしまい、イファは悔しさに歯は嚙がみしながら叫んだ。

「こら、放せって、フォルトナート、この冷血変態！」

「少しは黙っていろ、イファ。──ユーリー、お前はよくやったな」

　フォルトナートにぞんざいな口調で褒められると、ユーリーは心底嬉しそうに微笑む。

「僕はフォルトナート様のものですから」

「ああ、わかっている。お前はもう、休んでいいぞ」

　フォルトナートは感情をこめずに言い、ふとユーリーに視線をやった。

　そして片手を伸べ、片手でユーリーの胸の中央を押した。

　勢いよく──後ろへと突き飛ばした。

「……え……？」

　何が起ころうとしているのか一瞬わからず、イファが暴れるのをやめる。

　ユーリーは微笑んで、フォルトナートに向けて両手を伸べたまま、後ろへとよろめいた。

　──大運河のほうへと。

「ユーリー！」

　イファが叫ぶ。ユーリーは答えず、真っ逆さまに大運河へと落ちていく。

　──やがてそっけない水音がして、青い水面に白い泡の花が咲く。

　しばらくして、泡が消えると……ただ、それだけ。

　人形の身体は水には浮かばない。ただ、溶けていくだけだ。

　後に残るのは、虚きよ無む。

（な……何？　何があったの？　ユーリー……まさか──フォルトナート、が）

　イファは衝撃で惚ほうけてしまい、一体何があったのか理解することができない。

　川面を凝視して固まるイファの耳元に唇を寄せ、フォルトナートはそっと歌うように囁いた。

「──わたしが人形を買うのは人形が好きだからでも、貴族相手の人気取りのためでもない。人形を滅ぼすためだ。わたしはすべての人形を滅ぼすために、人形の集まるこの都市を手に入れた。だが……お前だけは特別だ、イファ」

　特別。さっきまでは輝かしかった言葉が、今はひどく残酷に響ひびく。

　イファはのろのろと視線をめぐらせる。美しいフォルトナートの顔の上で、アイスブルーの瞳が暗い喜びにきらめき、おびえたイファの顔を映しているのを見る。

　彼の瞳は不思議だった。怖いほどの憎しみの奥で、何かが猛烈に美しく光っているのだ。

　イファは虚ろになったまま、フォルトナートの瞳を凝視していた。

　フォルトナートは絶望を宿した微笑みを浮かべて言う。

「お前はただ溶かすのでは足りない、お前にただ憎まれるのでは足りない。……もっとわたしを愛せ、イファ。そして完全な人間となってから、わたしに殺されろ。わたしはわたしを愛しているお前を引き裂き、その石をこの街に水葬してやろう。──わたしはもう長いこと、その日のためだけに生きている」
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　フォルトナートの邸てい宅たくで夜会が開かれ、一体の人形が大運河に水葬された夜。

　水すい葬そう都と市しのとある時計店に、ひとりの青年がやってきた。

「はー……たいしたもんじゃねぇ」

　店の奥、時計の簡単な修理をする工房で、時計屋の主人は青年に張はりついている。

「──そりゃ天才だから。時計技師の資格なら十二歳でとったし。ほら、できたぞ。これで俺のこと信用してくれるか？」

　そう言って作業台から体を起こした青年は、まだ十代後半の若さだ。茶色い髪とヘイゼルの瞳を持った人形師見習い──ヘィディ工房のアーセルである。

　いきなりこの時計屋にやってきて『住みこみで働かせてくれ』と言ってきたアーセルに、時計屋の主人は時計を分解してから組み立て直すという課題を出していた。

　時計屋はアーセルが組み立てた懐かい中ちゆう時計をひっくり返し、低くうなって感かん嘆たんの声をあげる。

「この速度と正確さ、あんた確かに天才じゃね。あんたがうちの仕事を手伝うっていうんなら、そりゃかまわんよ、いくらでもここにいるといい。しかしなんだってこの街なんじゃね？　水葬都市は商人の街じゃよ。他より貴族さんに力が薄くて、上が商人だから商売はしやすいが、工房は少ないんじゃ」

　時計屋の興味津しん々しんの瞳を見つめ返し、アーセルは真顔で訊きく。

「あんた、フォルトナートって知ってるか？　フォルトナート……サン、なんとかっての」

「知っとるとも！　あのひとならこの都市の元げん首しゆじゃよ」

「そのひとに俺の時計を贈おくろうと思ってさ。組み立てをここでさせてほしいんだ」

　アーセルが言うと、時計屋は納得の面持ちでうなずく。

「ははあ、これからごひいきにしてもらおうってこったね。確かにあの方はやり手じゃし、金持ちじゃし、何しろ美しゅうていいなぁ。まったく、お母様によく似ていなさるよ」

「へぇ、そいつの母親の顔なんて知ってるのか？」

「知っておるよう。フォルトナート様は、お父上が先代元首であらせられたからの。ご両親ともに亡くなってらっしゃるが、お顔は覚えているよう」

　にこにこ笑顔の時計屋を視界の端はしに押しやって、アーセルは考えこんだ。

（貴族の投票制だってのに、親子二代続けての元首、か。よっぽど人気と金があるんだろうな。……イファの奴、面めん倒どうくさい奴に買われやがって）

　アーセルが捜しているのは、もちろんフォルトナート本人ではない。

　フォルトナートに買われたというイファだ。

　イファを歯は車ぐるま都と市しの管理機構に奪うばわれた後、アーセルもまた管理機構に捕とらえられた。

　わけがわからないままに拘こう束そくされ、やっと牢ろうから出たころにはイファは売り払われ、工房は閉へい鎖さされ、人形はすべて没ぼつ収しゆうされているという迫はく害がいの大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

　普通ならめげて無気力になるところだが、アーセルは普通よりかなりしぶとかった。

『下町生まれをなめんな！　そっちがその気なら、とことんやってやろうじゃねぇか！』

　と空に向かって叫さけび、反撃を開始したのである。

　まずは残されていた工具その他一切合切を売り払い、下町のつてを頼ってイファがどこに売られたかを調べ、ヘィディが人形を納めたことのある金持ちをだまくらかして旅費を出させ、どうにかこうにかここまでやってきたのだ。

（だけどさすがに、イファが水葬都市に売られたって聞いたときには、目の前真っ暗になりかけたけどな。水葬都市っていったら人形の牢ろう獄ごくだ。表向きは単に人形屋が多い商業都市だってことになってるけど──裏じゃあっちこっちの組織や貴族たちとの繫つながりを使って、違法に集められた人形たちを変なとこに売りさばいてるって噂うわさだぞ。どうせ歯車都市の管理機構も、金目当てでイファを連れてったに決まってる）

　イファが連れ去られたときのことを思えば、血まみれで息いき絶たえていた師匠の姿をも思い出す。湧わき上がる悔くやしさに、アーセルはぐっと歯を食いしばった。

　彼はあまりお上品な育ちではないから、血には慣れている。それでもアーセルにはすべての死がいちいち悲しかった。ましてやヘィディはすばらしい才能を持ち、潔いさぎよい人間だった。

　あんなひとが惨ざん殺さつされなくてはならないこの世界は、美しくない。本当に、まったく美しくない。唯一美しいのは──

　白しら々じらとした肢し体たいに、澄すんだ薔ば薇ら色の瞳の人形。

　屈くつ託たくのない笑顔で夢の話ばかりしていたイファ。その汚れようのない魂。

（イファに『恋』ってのがわかるようになったんなら、いや──わかんなくても、冗じよう談だんでも、俺のことだけが好きだって言ったなら、俺はあいつを連れて逃げてたかもな）

　この世界でひとつだけ美しい魂を連れて、いずことも知れぬどこかへ。

　そんなのは夢だ、だがアーセルは夢を愛している。からくりに果てない夢を見たからこそ、時計技師になっただけでは足りずに人形師へと転てん向こうしたのだ。

（待ってろよ、イファ。どうにかして助け出してやるからな）

　心に強く誓ちかうが、相手は大物だ。立場もあれば、強引にイファを手に入れた事情もある。

　アーセルが正直にヘィディ工房の者だと名な乗のったとて、素直にイファには会わせてくれないだろう。

　──だから時計なのだ。

　アーセルは自分の時計技師としての腕で、フォルトナート邸に潜もぐりこもうとしていた。
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「噂になっていますよ」

　ジョヴァンニがおっとりした声で言う。

　フォルトナートは分ぶ厚あつい資料の束から顔を上げ、ジョヴァンニを見やった。

　暗い色の貴き石せきをはめこんだ家具が並ぶフォルトナート邸の居間にいるのは、ジョヴァンニとフォルトナートのふたりだけだ。今までは多た忙ぼうのあまり、ほとんど自宅に寄りつかなかったフォルトナートだが、最近はわけあってせっせと仕事を家に持ちこんでいる。

　真しん意いが読めないジョヴァンニの笑顔を眺ながめて、フォルトナートは淡たん々たんと訊いた。

「──『人形好き』のはずのわたしが、買った人形を水に沈しずめた、とでも？」

「いいえ。あなたに愛人がいる、と」

　穏おだやかに言い、ジョヴァンニはフォルトナートの前に陶とう器きのカップを置いた。

　水色に金で水葬都市の様子を描いたカップは美しいが、上にものすごい量のクリームが載のっている。フォルトナートはしばらくそれを眺めてから問う。

「これはなんだ、ジョヴァンニ」

「フォルトナート様のお好きな珈琲コーヒーです」

「その上に載っているのはなんだ」

「いらだったときには糖分の摂せつ取しゆが一番かと」

　まあ、それはもっともかもしれない。いらだっているのは事実なので、フォルトナートは細い柄えの金のスプーンで、いらいらと大量のクリームをかき混ぜ始めた。

　そんなフォルトナートを眺め、ジョヴァンニはのんびりと続ける。

「噂自体はそう嘆なげくべきものではないと思います。フォルトナート様の人形収しゆう集しゆう癖へきと女性に対する淡たん泊ぱくさは、人形文化が特にさかんな水葬都市の貴族の方々には評判がよくても、他の都市の方々から見ると少しおかしいと思われることもありましたので。大体絶ぜつ世せいの美少女が多少乱れた格かつ好こうで邸内を駆かけ回るようなことがあっても、貴族の方々は軽けい蔑べつなどなさりませんよ。むしろ仲間意識を感じるくらいだと見えまして、山のように招待状が参りました」

　そう言って、ジョヴァンニがお茶の支度が載った銀色のワゴンの下から取り出したのは、蔓つる草くさ模も様ようの革を張った手紙入れだ。美しい箱の中に封ふう蠟ろうで閉じた手紙がぎっしり詰まっているのを眺め、フォルトナートはますます険けわしく眉まゆを寄せた。

「まさか、『あれ』と一緒に夜会に来いとでもいう招待か」

「『あれ』というのがイファさんのことでしたら、ご推すい察さつのとおりです」

「滅びろ！『女と酒と人形にしか興味がないこの世の屑くず』と書いて、貴族と読ませるウジ虫どもが」

　フォルトナートが凍こごえた声で言った途端、ジョヴァンニがフォルトナートの目の前にチョコレートケーキの皿を置く。上に深紅の薔薇の細工を載せた、ごってり甘そうなケーキだ。

「いらだったときには糖分の摂取が──」

「ジョヴァンニ、知っていたか？　わたしが甘いもの好きだったのは、十四の歳までだ」

「そうおっしゃると思いまして、苦く味の深いチョコレートを取り寄せました」

　フォルトナートは憮ぶ然ぜんとしてスプーンを放り出した。

　この男はどうにも苦手だ、少年時代から付き添ってきた使用人だけに、あまりにフォルトナートのことを知りすぎている。

「──とにかく、あれは外に出せるような代しろ物ものではない」

「あの美び貌ぼうで血を呼ぶからですか？」

「違う。ばかだからだ」

　フォルトナートが言い切った途端、居間の扉が勢いよく開く。

「フォルトナートっ！　なんだよその言い方っ！」

　元気に叫びながら転がりこんできたのは、銀髪に赤い目の美少女──イファである。

　間かん髪はつ容いれずに警備の青年も飛びこんできて、真っ青になって言い訳を始めた。

「あのですね、この、イファさんが散歩をしたいとおっしゃって、閉じこめられっぱなしというのもおつらいでしょうし、わたしがついているならかまわないかと思いまして──」

「ジョヴァンニ、あの頭の足りない男を黙だまらせろ」

　硬い無表情でフォルトナートが言い、ジョヴァンニは一礼して警備の青年に歩み寄った。

「出ましょう。あちらで君の将来について話すことがあります」

　ジョヴァンニににっこり笑って言われると、青年は見る間にしょぼくれる。

　そんな彼をかばうよう、イファが声をあげた。

「このひとは何も悪くないよ、僕が無理言ってついてきてもらったんだから！」

　鈴を転がすような美声だが、口調はなんとも幼おさない。

　イファは今は長い銀髪をゆるく結ゆわれ、しずく形の赤い貴き石せきや、金の鈴がたくさんついた髪飾りをつけられている。ドレスは上品な水色に一面金糸の空想的な刺し繡しゆうを入れた異国風のもので、袖そでは優美に広がり、裾すそは床に引きずりそうに長い。これを銀糸織りの絹製の下着の上へ重ね、胸のすぐ下で金糸織りの重い帯でとめていた。

　その上に金糸刺繡の入ったえんじ色の布をヴェールのように肩にかけ、細い手首や指、胸元はどれもすばらしい大きさの赤い貴石で飾っている。

　黙っていれば顔と身体を含めて、すべてが宝石細工のような美少女ぶりであった。

　だが、当然イファは黙ってはいない。

　燃える瞳でフォルトナートを見つめ、びし、と人差し指を顔に向けた。

「フォルトナート、今日こそすべての恨うらみつらみをおしまいにしよう。僕と勝負しろ！」

　これだ。これがフォルトナートをいらだたせる原因そのものだ。

　フォルトナートは無言のまま、机上から短剣形のペーパーナイフを取る。

　そしてイファに向けてまっすぐ投げつけた。

「うひゃっ！　な、ななな何、今の……？」

　イファはすっとんきょうな声をあげて縮ちぢこまる。フォルトナートは軽く舌打ちをした。

「避よけたか。そろそろその体にも馴れてきたようだな」

　イファはおそるおそる背後を見やって床に落ちたペーパーナイフを認めると、きっ、とフォルトナートに向き直った。

「危ないじゃないか、フォルトナート！　当たったらどうする気だよ！」

「お前がそのくらいでどうこうなるものか。大体の形は人間になったとはいえ、肌は魔ま抱ほう石せきを練りこんだ粘ねん土どのままだ。胸の魔抱石に異常がなければ、世界の力を取りこんで体の傷などいくらでも修しゆう繕ぜんされる」

「あ、そっか。でも、危ないものは危ないよ。間違ってひとに当たるかもしれないし、いきなり乱暴するのはやめたほうがいいと思う。癖くせって普段は隠してても、うっかり出るから」

　絶世の美貌を真ま顔がおにして言うイファに、フォルトナートは軽く頭痛を覚えた。

（このばかは……！　一体何度説明したら、わたしに憎まれているとわかるんだ？）

　イファが女性化したときに、フォルトナートは自分の恨みについては説明したはずだ。

　その場では落ちこんだ様子のイファだったが、数日経たったら復活し、フォルトナートに勝負を挑いどみ始めてしまった。

　イファいわく、『フォルトナートの恨みは僕たちの間だけの問題なんだから、僕たちが勝負すれば解決するだろ！』とのことである。

　……そんなわけがあるか。

　フォルトナートは完全に人間化したイファを殺して自分の復ふく讐しゆうを果たしたいわけで、非力ではあるが、半不死状態のままである今のイファとじゃれてもなんにもならない。

　せめてイファが絶望してくれれば精神的にいびりがいもあるのだが、現状はすべてが想定外だった。

　フォルトナートは、ひどい脱力感と頭痛に耐えながら暗い声を出す。

「わたしの外そと面づらは完璧だし、お前以外のまっとうな人間にナイフを投げる趣味はない。大体お前が『勝負しろ』と言ったんだろう？　わたしはつきあっているだけだ。悔しければそれを拾って向かって来い」

「え？　ちょっと待ってよ、僕はそんなつもりじゃ……」

「『勝負』とはそういうもののはずだ。お前が抵抗しなければわたしがやるぞ。いくらお前が死ななくても、痛めつけてしばらく黙っていたい気分にさせることはできる」

　段々とフォルトナートの声が殺さつ気きだってきたのがわかったのだろうか。イファは眉まゆ根ねを寄せてフォルトナートを見つめていたが、やがて心を決めてペーパーナイフに飛びつく。

　その隙すきに、フォルトナートは机の引き出しから拳けん銃じゆうを取り出した。

　イファがナイフを持って振り向いたときには、優美な花の蔓がからまる意い匠しようの回転式拳銃が彼女の胸の真ん中を狙ねらっている。

　フォルトナートは目を細め、実につまらなさそうに言う。

「わたしの勝ちだ」

「フォルトナート、ずるい！　あんたが僕にナイフを拾えって言ったのに！」

「わたしを負かさねばならないのに、わたしの言うことに従ってどうする。このばかが」

「気楽にばかばかばかばか言うな！　工房のひとが言ってたよ、『ひとのことばかだって言う奴のほうがばかなんだ』って！」

　イファが真剣な顔で叫ぶので、フォルトナートは氷点下の声で言い切った。

「わたしはばかではない。ただの悪人だ」

「────っっ……！」

　さすがにこう言えばイファも否定できまい。

　フォルトナートは深いため息をつき、銃の撃鉄を慎重に戻して机上へ放り出した。

　それを見たイファが、警戒しながらもじりじりと近づいてくる。

「……ねぇ、フォルトナート。聞いて、僕はこういう勝負がしたいんじゃないんだ」

「ならばどういう勝負だ？　お前は腕力でも教養でも口でもわたしには勝てない。かろうじてお前に勝てる可能性があるのは色いろ仕じ掛かけだが、わたしは女など本気で愛したことはない悪党だし、残念ながらお前には色気が皆かい無むときている」

　イファにつきあうことですっかり疲労したフォルトナートは、せいぜい皮肉っぽく言って、我が身を青いビロード張りの椅子へ沈める。イファは神しん妙みような顔で返してきた。

「フォルトナート、確かに僕は魂を持ってまだ数カ月だし、フォルトナートは特別口も性格も悪いから、口や策さく略りやくで勝つのは難しそうだけど──でも、自分から悪党だの悪人だのっていうのは変だ。あんたは別に悪人じゃないよ」

「……？　お前は自分を殺そうとしている人間を、悪人だとは思わないのか？」

　さすがに呆あつ気けにとられたフォルトナートが目を瞠みはると、イファは顔をしかめて続けた。

「うん。あんたがヘィディやユーリーを殺したのは許せない、ひどい勘違いをしてると思う──でも、フォルトナートが僕を恨むのには理由があるじゃない。あんたのお父さん、僕の石を宿した先代の人形のせいで死んだんだろ？　その復讐をしようなんて、あんたはすごく親孝行なひとだと思う。だから、他のひとたちに迷惑をかけないためにも、勝負で決着を──」

「待て、それ以上喋しやべるな！」

　フォルトナートはどんな人間でも黙らせずにはおかない、厳しく冷たい声で告げた。

　イファが素直に従った隙に、すかさず続ける。

「──聞け、イファ。いいか、勘違いしているのはお前のほうだ。恨みがあるからといって監禁と殺人が合法とされていたのははるか昔の話だし、今さらお前が妙な勝負を挑んでも、わたしの罪と人形への恨みは消えない。だから勝負はあきらめろ。お前がおとなしくしていないせいで、わたしがここを離れられないのがわかっているのか？」

　喋りながら、早くもフォルトナートはうんざりしてきた。

　どうして『いかに自分が執しゆう念ねん深ぶかい悪党か』と自分で説明しなくてはならないのだろう？

　フォルトナートの記憶にある先代の人形は、すさまじい美貌で辺り中を凍いてつかせるかのような異様な雰囲気を持っていた。白い肌に無限の誘ゆう惑わくを秘め、赤い瞳に底なしの絶望を秘めて、邸内の一室に閉じこめられていたのを今もはっきりと覚えている。

　一方今目の前にいるイファは、造ぞう作さくだけはまったく同じなのだが、所しよ作さにしろ言こと葉ば遣づかいにしろ性格にしろ、すべてが別物であった。

　よく言えば元気、悪く言えばがさつ。

　今も片手を腰に当て、もう一方の手で綺麗に結った髪をがしがしとかいている。

「なんでそんなことになっちゃったんだろうなぁ……。そうしたら僕がこの街の水に身を投げるのが一番手っ取り早いような気がするんだけど──でも僕、逃げないことに決めたんだ」

　ふと静かに言い切ると、イファはあらためてフォルトナートを見つめた。

　血に濡ぬれたかのような真っ赤な瞳だ。

　イファは、少しだけ声の調子を静かにして言う。

「フォルトナート、あんたの運命のひとは、僕っていうより僕の先代の人形だろ？　実は、僕もそうなんだ。僕は生まれたときから何度も何度も彼女の夢を見てきたから、彼女を運命のひとだと思いこんで、いつか助けてあげようって心に決めていた。……その気持ちは、まだ僕の中にあるよ。だからさ、僕は逃げずに、どうにかしてしあわせになろうと思うんだ。そうしたら多分、僕の石もしあわせになれる。それがきっと、彼女を助けるってことだと思うから」

　……実にまっすぐな言葉だ。

　フォルトナートはいつしか自分が真剣にイファの話に聞き入っていることに気づき、すっと心が冷えるのを感じた。胸のいらだちがたちの悪い毒を含み、ふつふつと怒りを呼ぶ。

　イファはあまりにまっすぐだ。普通の人間がいくらまっすぐでも、フォルトナートは鼻で笑うことができる。しかし人形のまっすぐさは人間の比ではないから恐ろしい。

　善ぜん良りよう、真剣、純粋。ほとんど暴力的なまでの美しさが目を奪う。心を奪う。ひとは囚われてのたうち回るが、人形はただ美しいだけ──これはなんたる傲ごう慢まんだろう！

　考えれば考えるほどに人形への嫉しつ妬とと憎しみが全身に回り、フォルトナートの瞳はすっかりと馴れた温度に冷えきった。

　イファはフォルトナートのほんのわずかな変化には気づけず、まだ喋り続けている。

「そうするとやっぱり死ぬわけにはいかないし、色仕掛けしかないのかな。でも正直、どうやったらいいのか見当がつかないんだよね」

　無む邪じや気きな子供のようなイファを眺め、フォルトナートは薄く笑った。きっと酷こく薄はくな笑みだろうと思う。

　──この、美しくて残ざん酷こくなものを壊してやろう。

　湧き上がる暗く冷たい衝しよう動どうに任せて、フォルトナートはイファに手を伸のべる。

「教えてやる。──来い」

　命じると、イファが戸と惑まどったように視線を投げてきた。

　不安げな顔でしばらく考えこむが、結局はためらいながらフォルトナートに近づいてくる。

　おそるおそる伸べられた白い指を、フォルトナートは乱暴につかんで引き寄せた。

「ひゃっ！」

　あいかわらず雰ふん囲い気きも何もない声をあげて、イファの身体が椅い子すにかけたままのフォルトナートの腕に収まる。……細い身体だった。やるせないほどに細い。これも、ただの罠わなだ。

「大声は出すな。目はなるべく伏せていろ──そして、そうだ、膝に乗って」

　フォルトナートは親切ぶって、緊張でがちがちになったイファの耳に囁ささやいてやる。

「膝……って言われても、ドレスが邪じや魔まで……こう？」

　フォルトナートに触れられると、さっきまでの態度とは一転、イファは頼りなくうろたえる。とはいえ逆らおうとはせず、ぎこちない動きでスカートと格闘し、イファは横座りのような格好でおそるおそるフォルトナートの膝に収まった。

　赤い瞳を隠す長いまつげが痙けい攣れんするように震ふるえ、未知のものにおびえた幼い目がフォルトナートを見上げる。そのおびえが、フォルトナートの唇に笑みを呼ぶ。

　これならいい──これでいい。彼はイファの細いあごに触れ、静かに訊く。

「どうして震える？　さっきまではあんなに元気だったのに」

「よく、わかんない。わかんないけど……あんたとこんなふうにいるのは、ちょっと怖い」

　戸惑い、心細さを含んだ弱々しい囁き。

　そうだ、そんなふうに囁いていてほしい。

　うろたえ、おびえながらフォルトナートの手のひらの上にいてほしい。

　イファが生まれたての小鳥のようにか弱く振る舞っていれば、フォルトナートも少しはイファのことを愛しく思う。おかげで、いつもより優しい声が出た。

「おびえることはない。魔力を持っているのはお前のほうだ。わたしの心を奪って、再び悲劇の渦か中ちゆうに引きずりこんでみたらどうだ？　わたしが死ねば、お前は自由の身だ」

　はっとしてイファは視線を上げ、わずかに瞳を潤うるませて首を横に振った。

「そんなのは、僕は嫌だ……」

　フォルトナートは、イファの赤い瞳に映る自分を見てうっすらと笑った。

　潤んだ赤い瞳はまるで血ち溜だまりだ。

「お前は美しい。自覚しろ、イファ。みっともない言葉遣いはするな。もっと品よく、柔やわらかに……そうでなくては誘惑はできない。──いいな？」

　フォルトナートは、元気づけるようにイファの銀髪をなでた。

　誘惑してみるがいい、と思う。自分にへばりついた暗い夢を超えるほどの誘惑をしてみるがいい。──おそらく、そんなものはありはしない。

　笑みを貼りつけたフォルトナートを見上げ、イファが何度かあえぐ。

　さあ、がんばれ。何かを言ってみろ。わたしを揺らしてみろ！




「フォルトナート……僕──、じゃない、私、に──もっとあなたを見せて」




　イファの絞しぼり出すような声に、フォルトナートはゆっくりと瞬まばたいた。

　──何か、妙なことを言われたような気がする。

　すっと脳が醒さめていく。酩めい酊ていにも似た、愛しい気持ちが消え去っていく。安あん堵ど感かんさえも。

　フォルトナートは自動的に冷たい声を出した。

「お前の目の前にあるものが、すべてだ」

「噓だ。見えないよ、フォルトナート。あなたが見えない。私、見えてもいないひとを、憎むことも、愛することもできない」

　真剣な瞳と声がフォルトナートのほうを向いている。まるで人間のようなことを言う。

　ふと肩にのしかかる疲労がよみがえったのを感じ、フォルトナートはイファから手を離した。

「……フォルトナート？」

　寂さびしげな声を出すイファの肩を押して椅子から下ろし、フォルトナートも立ち上がる。

　もう、今はイファとは話したくなかった。

「もう行け。わたしも出かける。留る守す中ちゆうに誰を誘惑しようとかまわないが、誘惑した相手の将来については考えろ。さっきの警備の男、もうこの街ではまともな職にはつけないぞ」

　イファは赤い目を瞠って何か言いたげだったが、結局きつく唇を嚙かんでから顔を上げた。

「──そう。わかった、これからは気をつけるよ。……またね、フォルトナート」

　せいぜい明るく言って身を翻ひるがえし、扉へと向かう。

　出て行くイファと入れ替わりでジョヴァンニが居間へと戻り、フォルトナートに告げた。

「フォルトナート様。先ほどの者は解雇いたしました。それと、またフォルトナート様への贈り物がいくつか届いておりましたので、例の部屋に入れてあります。貴族の方々からの品に目新しいものはありませんが、売りこみの中になかなか美しい時計がありましたよ」

「気に入ったのならお前が使え。わたしはあの部屋に入れたものに興味はない」

「承知いたしました。──ときに、お顔色が優れませんね」

　穏やかな気き遣づかいの言葉には答えず、フォルトナートは言う。

「あの人形は『夢を見る』そうだ。人形は、ひとに『夢を見せる』もののはずだが」

「──『死の直前の幸福なまどろみ』。貴族の詩人がよく使う言葉ですね。ひとという種しゆが死に際し、夢を見るために作ったもの──それが人形」

「……夢で生きていけるものか。生きるためには醒めるべきだ」

　フォルトナートは暗くつぶやき、じっと窓の外を見やる。

　美しすぎるイファの残ざん像ぞうを消すために、丸硝子ガラスごしに青く光る昼の大運河を凝ぎよう視しする。

　水葬都市は美しい、しかしそれは人形の美しさと同じ偽いつわりだ。

　ずいぶんと前からこの世界は狂っている。細切れに分断された都市国家は、少数の人間がどうにか生きていくための機構を有するので精一杯。でたらめな小さな社会を仕切っているのはでたらめな夢を見る貴族たちで、人々に意味もない無理を強いる。それでも生まれつき疲れ果てた人々は反抗すらしない。

　水葬都市がどうにかこれだけ栄えているのは、貴族の権力を制限し、力ある商人を元首に据すえ続けてきたからだ。それでも貴族たちの気まぐれな口出しは歴代元首を悩ませている。

　フォルトナートは、自分に向かって確かめるように言う。

「かつて魔法使いたちが使ったという魔抱石は、ひとに世界を、万能の力を与えた。魔抱石と技術の組み合わせで、ひとは星までも行ったという。人形だとて、昔人間が人工の人間を作った技術が元だ。──なのに現代の貴族はどうだ？　過去の栄光を夢見るばかりで、取り戻せた技術はほんのわずかなもの、しかもそれを『人形』などという一切役に立たない、ふざけたものにして独占する。理想の人形とままごとをするだけの貴族どもこそが、人間をこんな小都市群に押しこめている元凶だ」

　滅ほろびるべきだ、と思う。

　すべての貴族は滅びるべきだ。しかしその前に滅びるべきは、ひとに夢を見せる人形たちだ。

　まだひとに生き続ける気があるのなら、この世に夢などいらない。

　フォルトナートはそう思う。そう思い続けるために、口に出して問う。

「人形はすべて、滅びるべきだ。そうだな？」

「ええ。そのとおりです。夢から醒めるために」

　ジョヴァンニはどこか、うっとりしたような口調で答えた。

（……従じゆう順じゆんな男だ）

　フォルトナートは思い、彼のほうを振り返った。

　そんなフォルトナートに何を感じたのか、ジョヴァンニがあいかわらず穏やかに言う。

「フォルトナート様。少し、触れてもかまいませんか？」

「よせ、気色が悪い。わたしはもう、十歳やそこらのガキじゃない」

「そうですね。ずいぶん長い時間が経たったものです。でも、わたしは覚えておりますよ」

　ジョヴァンニが言うと、フォルトナートはわずかに青ざめて黙りこむ。

　──ジョヴァンニは知っているのだ。

　フォルトナートの言葉が本当で、同時に噓でもあることを。ジョヴァンニは静かに言う。

「わたしは覚えています。イファさんの石を宿した人形のせいで、フォルトナート様のご両親が無む惨ざんにも亡くなったあのころから、わたしは使用人としてお仕えしておりましたから」

「……よせ、ジョヴァンニ」

　鋭するどい頭痛を感じ、フォルトナートは顔を歪ゆがめて囁いた。

　目の前に惨さん劇げきの記憶がちらつく。赤、赤、赤──赤色に塗りつぶされた、むせ返る夜の薔薇園のような、生臭い世界。誰かが笑っている、大好きだった誰かが笑っている。

　こめかみを嫌な汗が這はった。

　靴音がする。ジョヴァンニが近づいてくると、ほんの少しだけ呼吸が楽になった。

　ふと、冷たい手のひらがフォルトナートのまぶたの上に載る。

「大丈夫です。わたしはいつでも、あなたのおそばにいて、あなたの目をふさぎましょう。『あのとき』のように」

　ジョヴァンニの声に、フォルトナートは震える唇に自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた。

　そう、幼いとき、母の死に直面して呆ぼう然ぜんとするフォルトナートを抱きしめ、おぞましい光景から守ってくれたのはジョヴァンニだ。その後しばらく、フォルトナートはジョヴァンニにしか心を開けず、ジョヴァンニもめったにフォルトナートから離れようとしなかった。

　以来、彼は自然とフォルトナートの腹ふく心しんとなったのだ。

　だからジョヴァンニは知っている。フォルトナートは過去の惨劇を忘れられないために人形におびえ、それゆえに憎むことを。

　──どんなに美しいことを叫んでも、しょせんは憎しみ。

「──まったく、息が詰まるな」

　フォルトナートは薄く笑って囁いた。

　こんな苦しみは、早く終わらせてしまいたい。早く、一刻も早く。

　完全に呼吸ができなくなる前に。
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（うう……危なかった。うっかりちょっと変な気分になるとこだった……）

　居間を出るなり、イファは軽くよろめいた。

　廊下の壁に手をついてめまいが去るのを待っていると、あちこちから使用人の視線が突き刺さる。ジョヴァンニから『監視を強化するように』と厳げん命めいがくだったのだろう。

（別に逃げる気はないって言ってるのに、フォルトナートって気が小さいよなぁ……）

　本人が聞いたら、また嫌味を言いたくなるようなことを考えながら、イファはよろよろと歩きだした。先ほどフォルトナートと会話したときの熱さが、まだ胸の魔抱石に宿っている。

（これがときめきっていうものかな？　ええい、なさけない！　男のひとにときめくなんて）

　イファはずっと自分を男と信じて過ごしてきたから、まだ女の『自分』というものがしっくりこない。女言葉を使うのもむずがゆいくらいなのに、よりによって『自分に惚ほれさせてから殺す』、なんてとんでもない台詞せりふを吐はいてくれた男にときめきたいわけがない。

　イファはぎゅっと拳こぶしを作って、フォルトナートのいる居間の扉をにらみつけた。

（あいつってば顔はいいけど乱暴だし、仮面でもかぶってるみたいで本音を言わないし、ヘィディやユーリーの敵かたきだし。私がもし男のひとを好きになるんでも、絶対フォルトナートなんかは選ばない！　だからきっとこんなのときめきじゃない、絶対に気のせいだ！）

　無言でぶんぶんと首を横に振り、胸の熱が治まった辺りでずかずかと廊ろう下かを歩いて行く。

　このまま自室に帰るのは簡単だが、せっかく部屋の外に出たのだ。事態を打だ開かいするための何かでも見つかりはしないかと思い、辺りへと視線を投げる。

　ところが目が合うのはあちこちからこちらをうかがう使用人ばかりで、今にも『そろそろお部屋に戻っていただかないと……』などと言われそうな雰囲気だ。

（先手必勝、勝手にどこかに飛びこんじゃえ）

　イファは目についた扉に駆かけ寄ると、やみくもに中へとすべりこんだ。

「あ……階段室？　いつも使ってるのじゃないやつだ」

　踊り場の小さなステンドグラスから陽よう光こうが降り注ぎ、イファは何度か瞬きをする。目の前に広がったのは吹き抜けの階段室である。なめらかな木の手すりは磨みがき抜かれているが、階段自体は大階段より小さめだ。おそらく個人的な部屋へと繫つながっているのだろう。

「へぇ、ここには初めて来るな」

　今までは使用人たちやフォルトナートに連れ回されるだけだったから、広い邸内には知らない場所も多いのだ。イファは乗り気になって階段を上がり、その途中にあった扉を開けてみた。

　暗い部屋の中からは、わずかに埃ほこりの臭においがする。

「……？　なんだろ、この部屋。物置？」

　手探りで慎重に踏みこんでみると、指に上等な衣装が触れた。どうも、たくさんの衣装を吊つるした衣装掛けがあるらしい。衣装はひだの多さからして女物だ。

「女のひとの物置なのかな。あれ……壁に何かかけてある。……仮面？」

　さらに入りこんでみると、小部屋の壁にはびっしりと仮面がかけられていた。

　白いもの、金色のもの、緑や赤や、様々な色に塗ぬられたもの、微ほほ笑えむもの、怒るもの、歯をむき出すもの、獣けもののもの、太陽のもの、月のもの──ありとあらゆる仮面がそこにある。

「貴族じゃないのに、こんなに仮面を持ってるなんて。フォルトナートって、仮面好き？」

　つぶやきながらひととおり仮面を眺めていくと、ふと靴先に当たるものがあった。

　見れば、足下にはいくつもの大きさも様々な箱が転がっている。

　イファはちょっとためらったが、結局は床に座りこんで、箱を片端から開けだした。

　中から出てくるのは宝石をちりばめた時計やタイピン、何かのメダルなど様々である。どうやらすべて男性への贈り物らしい。

　箱の中身を何かの勝負に使えないかといじくり回しつつ、イファはなおも考える。

（フォルトナートは、私の石を持ってた先代の人形を恨んでる。……筋すじ違ちがいだよな。私は私で、先代の人形は先代の人形で、フォルトナートはフォルトナートなのに。どうにかして、フォルトナートに『自分は間違ってる』って気づかせないと。そのためには何が必要だろう？）

　考えこんでいるうち、イファはシンプルな懐かい中ちゆう時計に目をとめた。

「わあ……綺麗な時計だな、これ。アーセルが喜びそうだ」

　色は落ち着いた金色、蓋ふたの表面には非常に細かな格こう子しが入っているだけで、華美な装飾は一切ない。なのにまるで中身のムーヴメントの美しさがにじみ出ているような、機能美そのものの姿なのである。フォルトナートが持っていたものと比べても段違いに美しい。

　興味を惹ひかれて蓋を開けてみると、これまた一切の無駄のない文字盤が現れる。

　そして蓋の裏にちらと視線をやった瞬間、イファは床から跳はね上がった。

「ちょ……っと、これって……！」

　時計の蓋の裏に刻まれていたのは……なぜか海鮮料理の絵柄だったのだ。

　そして一番目立っているのは、イカのわっかあげ。

（これ、絶対アーセルだ！　アーセルの作った時計だ！　でも、どうしてここに……？）

　時計を凝視するイファに、小部屋の入り口あたりからおそるおそる声がかかる。

「イファ様、いらっしゃいますか？　あの……お願いです、そろそろお部屋にお戻りを」

　イファを追ってきた使用人だ。イファの顔を見るのが怖いのか、扉の陰から出てこない。

　イファは少し悩んだが、結局壁にかかっていた貴婦人の仮面をひとつ取ってスカートの下へ押しこみ、下着のリボンに結んで、懐中時計は胸元へと押しこんで持ち出すことにした。

　仮面はフォルトナートをびっくりさせるくらいには使えるだろうし、時計はアーセルに会うきっかけになるかもしれないのだ。
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　その夜、イファは明かりを消した自室の窓辺にいた。

　寝ね間ま着き代わりの銀糸織りのゆるやかなドレスに、流しっぱなしにした銀髪が優美にかかる。

　手にした例の金時計は、わずかな外の明かりを集めてじんわりと光っていた。

（アーセル、確かに時計技師の資格はあるって言ってたけど、ヘィディの工房じゃ時計はひとつも作らなかったのに……これ、いつ作ったんだろう？　人形師はやめて、時計技師になったのかな？　今ごろどうしてるんだろう、元気かな）

　フォルトナートにこの時計の出所を訊けば、アーセルのことも多少はわかるだろう。

　でも、ひょっとしてそんなことをしたら、アーセルにも迷惑がかかるだろうか？

　そう思うとイファの美しい顔は曇くもる。

（色々と難しいな。私はいつになったら、ここから出られるんだろう？）

　──籠かごの鳥。そこから連れ出してあげようか

　イファはふと、そんなことを言っていたひとを思い出した。

　イファが水葬都市にたどり着いた直後、古着屋に捕まっていたときに現れた長い白髪の男──バラッド。あんなに目立つひとなのに、あれ以来彼のことは噂にも聞かない。

（貴族っぽい格好だったけど、仮面はつけてなかったし……一体何者なのかな。私のことを知ってるみたいだったけど、ひょっとしたら、先代の私を知っていたひと？）

　その可能性は否定できない。どうやらイファの石を宿した代々の人形は、悪い意味で有名だったらしいから。

　考えながらイファが時計をひっくり返したとき、背後で扉の開く音がした。

　誰？　と問う前に、フォルトナートの声が響ひびいてくる。

「──暗いな。明かりはつけていないのか」

「フォルトナート？　どうしたの、こんな夜中に」

　イファはちょっと驚おどろいて振り向いた。暗闇の中、薄く開いた扉と、フォルトナートの影が見えるような気がする。フォルトナートは扉の向こうに囁いている。

「……朝になったら開けろ。それまではわたしの命令以外ではけして鍵を開けるな」

（何、今の。扉の外にいる使用人への命令？　朝になるまで鍵を開けるなって……それって、朝までフォルトナートがここにいるつもりってこと!?）

　かつてない事態にイファが目を丸くしていると、不吉な音をたてて扉が閉まった。

　がちり、と鍵のかかる音。

　イファはなんだか怖くなって、扉に背を向けた。背後でフォルトナートの声がする。

「手っ取り早く勝負をつけたい、というのはお前の望みだっただろう？　わたしもなんだかそんな気になった。──それだけだ」

　言い方ばかりは甘く優しいが、声は冷たく硬こう質しつなままだ。

　……フォルトナートがこんな声を出すときは、とても残酷な気分のとき、と決まっている。

　背筋を冷たいものが走り、イファは傍かたわらの小卓上を指でまさぐった。やがて白い指が、なめした革で作った仮面に当たる。

（な、なんだか今日のフォルトナートは怖い……この雰囲気、どうにかしないと）

　とりあえず、この仮面で出合い頭に脅おどかそう。そうしてフォルトナートがひるんだ隙すきに自分の調子に巻きこんで、いつものどたばたとしたやりとりにしてしまおう。

　そんな気持ちでこっそり仮面をつける。部屋は暗いし、どうにか気づかれないと思いたかった。イファがどきどきして待っていると、フォルトナートの足音がほど近くで止まる。

「どうした？　なぜわたしに背を向けている？　背中に目でも──」

　フォルトナートが暗い笑いを含ふくんで言いかけたところへ、イファは勢いよく振り返る。

「わっ！」

　両手を上げて、思いっきり大きな声を出した。

　──数歩の間を置いて立つフォルトナートは、まじまじとイファを見つめている。

　しばしの沈黙。

（…………気、気まずい。フォルトナート、驚いてない、のかな？　ひょっとして私、ものすごーくばかにされる……？）

　イファがひどくいたたまれない気分になったとき、フォルトナートは突然ぱたりと倒れた。

「っっ、フォルトナートっ！　よりによって、そんなにわざとらしい反応しなくても！」

　イファは泣きそうな顔で言ったが、返事はなかった。

　あれ？　と首をひねって見ると、窓から射しこむ月光に照らされたフォルトナートの顔は真っ白だ。

「ちょ、ちょっと！　フォルトナート、どうしたの？」

　イファは慌あわてて仮面を投げ捨て、フォルトナートに駆け寄る。

　傍らに膝をついてのぞきこむが、フォルトナートはイファを見ていなかった。見開かれたアイスブルーの瞳は異常なほどに震え、薄い唇は何かをつぶやいているようだが、内容は早すぎて聞き取れない。

（うわ、これ、演技じゃない！　本当に具合が悪いんだ！）

　一体どうしてこんなことになったのか、イファは焦って立ち上がる。

　すぐさま扉へと駆け寄り、海豚いるかをモチーフにした取っ手をがちゃつかせてみるが、扉には外から鍵がかかっている。仕方がないので、乱暴に扉を叩いて声を張り上げた。

「ねえ、開けて！　フォルトナートがおかしいんだ、ここを開けて、お願いだ！」

　叫んでから耳を澄ますが、返ってくるのは沈黙ばかり。使用人たちは、『わたしの命令以外ではけして扉を開けるな』と言ったフォルトナートの命令を律儀に守っているらしい。

　イファの中で、混乱がじわりと恐怖に変化する。

（ど、どうしよう。私のせい？　人間って、脅かしたくらいであんなふうになっちゃうの？）

　このままフォルトナートがおかしくなってしまったら──

　ヘィディのように動かなくなって、二度と喋ることができなくなってしまったら！

（そうしたら──私は自由になれる？）

　なぜか、そんな気はしなかった。フォルトナートに今死なれたら、イファは絶対後悔する。心が囚われたままになってしまう。

　だって、勝負はまだついてないし、イファはフォルトナートのことを知らなすぎる。

　フォルトナートの過去も、今も、冷たい瞳の奥に見え隠れする凍こごえた光の正体も、まだ知ってはいないのだ。

（ええい、とにかくフォルトナートはまだ死んでない、落ち着け！）

　イファは歯嚙みをして自分を叱しつ咤たし、自分で自分の頰を張って気合を入れる。そしてそのまま扉から離れ、イファはフォルトナートの傍らに座りこんだ。

「──フォルトナート、聞こえる？」

　声をかけてもあいかわらず返事はない。代わりに、彼の白い肌をとめどなく汗が伝う。

　今は薄いまぶたを閉じているが、その下ではまだ眼球が痙攣している。ひどく悪い夢でも見て、苦しんでいるときのようだ。

　彼の苦しみが流れこんでくるようで、イファはぐっと唇を嚙んだ。

　自分にできることを考えながら、フォルトナートの喉のど元もとにちょっとだけ触れてみる。

　……ここを締しめつければ、多分フォルトナートは死ぬ。

　途端に今までフォルトナートに触れられたときのことを思い出し、胸の魔抱石が高鳴った。

（痛っ……痛い……！　何、この痛み……！）

　整いすぎた顔を歪め、イファは必死に胸の痛みに耐える。

　高こう慢まんで、暗い情熱を秘めて触れてきたフォルトナートの指。冷たくて、どこかもろいアイスブルーの瞳。思い出せば思い出すほど、怒りと切なさが同時に湧き上がって途方に暮れる。

（フォルトナート、あんたはどうしてそんなに人形が嫌いなの？　たくさんの人形や、人間まで殺せるほどに──どうして？　あんたはこんなに弱くてもろいのに、なんで強がるの？　何がそんなに、怖いの。私は……あんたのこと、殺したくなんか、ないよ）

　胸の痛みの中から、何かがせり上がってくる。

　多分、人間ならば涙になったであろう熱い激情。イファにはまだそれを涙にすることができなくて、小さく震えた。

　本当に、死んでほしくないのだ。こんなにひどい相手なのに、憎しみも感じられない。

　怒りは感じるけれど、すがるように憎まれると、つい抱き返したくなってしまう。

　苦しい、おかしい、変だ。わかっているのに、心は勝手に転がっていく。

（……ヘィディ、ごめん。溶けて消えていった人形たちにも、ごめん。私はおかしい）

　だって、覚えているのだ。イファを『運命の女』と呼んだフォルトナートの声。

　……そう呼ばれて、体がほどけるほどに嬉うれしかった、自分の気持ち。

　イファはまだ覚えている。心のどこかが望んでいる。

　──もう一度、呼んでくれないだろうか？

　フォルトナートの憎しみがすべて溶けたとき、彼の苦しみがすべて瞳から消え去ったとき、そのときにもう一度、呼んでくれないだろうか。

　イファを腕に抱いて、『運命の女』と囁いてくれないだろうか。

　想像するだけで全身が震えるほどの甘い寒気が走り、イファはきつく唇を嚙んだ。

（私、やっぱりおかしいや。フォルトナートが私のことを愛するわけがない。私が死ななきゃ、フォルトナートはしあわせになれないんだから。フォルトナートが私にこだわるのは、憎んでるからだけなんだから。絶対に、無理だ）

　無理だけれど、あきらめられるわけでもなくて。

　イファはフォルトナートに囁きかける。

「フォルトナート、お願い。いつもどおりで、いいから。私のこと、憎んでていいから。いつもの毒舌でいいから──早く、目を覚ましてよ」

　横たわったフォルトナートに、イファの声は届いたのだろうか。

　……おそらく、届きはしなかったのだろう。

　フォルトナートはまだ、暗い夢に囚われて歯を食いしばっている。イファはしばらく考えこんだ後、おそるおそる指を伸べて、彼のまぶたの上へ手のひらを置いてみた。

　フォルトナートの身体はびくりと震えるが、そのまま払いのけるでもなく、イファの手を受け入れている。イファは少しだけほっとして、懸命に祈った。

（せめて、フォルトナートが夢の中で怖いものを見ませんように）

　イファにフォルトナートと同じ夢を見ることはできない。

　ならばせめて、彼の目をふさぎたかった。この世界は確かに、ただ美しいわけではない。

　でもきっと、苦しいだけのものでもないはずだ。
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　長い長い夢の果て。

　惨劇の夢は『いつもどおり』に、誰かに目隠しをされて終わった。

　フォルトナートが目を覚ましたのは、まだ早朝といえる時間だ。

　視界に踊る淡あわい光に目をこらせば、それが窓から射しこむ朝の光だと気づく。

（……夢か）

　今まで見ていた血なまぐさい光景は、すべて夢だったのだ。

　もうろうとした頭でやっとそう認識し、フォルトナートは細く息を吐いた。床に横たわったまま視線をめぐらせ──そして、自分の傍らに転がっているものを見てぎょっとした。

「なっ……な……あ……、ああ、そうか、ここは、この人形の部屋、か……」

　フォルトナートに寄り添うようにして目を閉じていたのは、真っ白な肢し体たいに、裾の長い銀糸織りのドレスの女──に見えるが、胸にはまだ魔抱石を抱えたイファだ。

　思い出して少しほっとするが、次には疑ぎ念ねんが湧いた。

（しかし、なんだってこいつが倒れている？　まさか、壊こわれたのか？　それとも……）

　寝ている、のだろうか。

　あり得ないとは思いつつも、フォルトナートはイファの様子をうかがいながら、おそるおそる体を起こした。途端にひどい頭痛に見舞われ、小さくあえぐ。

　額ひたいに手を当ててしばらく耐たえていると、いきなりイファが目を開いた。

「うっ……！」

　急な人形らしい所作にフォルトナートはわずかに顔をひきつらせるが、イファはフォルトナートを見ると、ぱっと華やかな笑顔になった。

「フォルトナート！　元気になったんだ！」

　そのまま飛びついてこようとするイファになぜか軽い恐怖を覚え、フォルトナートは必死に身を避よけた。

「ちょっと、どうして避けるのさ！」

「いや、その、すまん……っ、違う！」

　謝あやまってどうする！

　フォルトナートは動どう揺ようを押し隠そうと、神経質に乱れた白いタイを直して視線をそらした。

「──起き抜けに間近で見るには、お前の阿あ呆ほう面づらはいささか刺激が強かっただけだ」

　せいぜい毒どく舌ぜつで距離を置こうとしたのだが、イファはますます目を輝かがやかせ始める。

「フォルトナート……悪口が言えるくらいに元気になったんだね！　やった！」

　楽しげに叫んで、またも抱きついてこようとするのが妙に怖くて、フォルトナートは慌てて立ち上がって声を荒あらげる。

「だから、抱きつこうとするな！　なんなんだ、お前は。もう少し警けい戒かい心しんを持て！」

「なんでだよ、嬉しいから抱きつくんじゃ駄目なの？　もう、あんたってば、昨日は部屋に入ってきた途端に倒れちゃってさ。色々わけわかんなくて不安だったんだからね！」

　イファも続いて立ち上がり、ひょいとフォルトナートの顔をのぞきこんでくる。そんな彼女の所作は、フォルトナートの知っている『女』とは大分違って、小動物のほうに近かった。

（だからこんなに動揺するのか？　どうにも動物は苦手だ──行動様式がわからない）

　フォルトナートはどうにか身なりと表情を取とり繕つくろい、いつもの冷たい声を出すことに成功する。

「──それで、わたしはずっと気を失っていたのか？」

　問いを投げながら辺りを見み渡わたすと、床に転がった仮面が目についた。途端に赤い記憶が頭をよぎって背せ筋すじがぞっとする。

　あれだ。自分が気絶した原因は、あれに違いない。

（二階の部屋から持ち出したな。事情を知っているわけではないと思うが……それにしても、まだあれで気絶するほどの衝撃を受けるとは。わたしの精神はどれだけ柔やわいんだ）

　フォルトナートは自分に対してうんざりする。一方のイファはまじめな顔になって言った。

「気を失ってたっていうか、寝てたっていうか……とにかくすっごくうなされてたよ、フォルトナート。嫌な夢でも見たの？」

「お前には関係ない。しかしお前、なぜわたしが倒れている隙にわたしを殺さなかった？」

　フォルトナートが言うと、イファはむっとした顔で言う。

「殺したくなかったんだ」

「…………なぜだ？」

　本気で不思議になってフォルトナートが問う。

　イファは顔をしかめて、しばらくじっとフォルトナートを見つめていたが、やがて仮面のそばに転がっていた金時計を手に取り、鎖を持ってフォルトナートの目の前に垂らした。

「──これの、作者が知りたかったの。ここの家の中で見つけたんだ。出来がすごくいいもん、あんたのでしょ？　気に入ったから、この作者に私のも作ってほしいな、とか思ってさ」

「なるほど。わたしが死ねば、時計の作者を知ることができないと思ったのか」

　ある程度納得し、少し安心したフォルトナートが言うと、イファは苦い顔でうなずく。

「……まあ、そう思っておいて。もうひとつの理由は説明しづらいから。でも、もういいよ。フォルトナートは私をいびるのが趣味だから、時計なんて作ってくれないんだろ」

　そっぽを向くイファを眺め、フォルトナートは深く考えずに答えた。

「それくらいたいしたことではない。作ってやろう」

　イファが意外、と顔にでかでか書いて振り向く。

「……ほんと？　すごい、ありがとう！」

　屈くつ託たくなく笑って礼を言われると、なんだかフォルトナートも悪い気はしなかった。

　ふと肩の力を抜き、呼吸してみる。少しだけ体が軽くなったような気分だ。

　やっとイファのことがわかってきたのかもしれない。

　──イファはきっと、これからもフォルトナートを殺さないのだろう。

　多分彼女は、まだ本物の憎しみを知らないのだから。

（ばかなやつだ）

　あきれ果てつつも、フォルトナートは辺りの穏やかな雰囲気に吞みこまれていた。

　イファを見ると、妙な懐かしさすら感じる。

　まるで、夢の中で出会ったひとと再会したような──そんな、不思議な空気だ。
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「仮面？　つけなきゃ駄だ目めなの？」

「時計技師を誘ゆう惑わくしたくなければつけておけ。お前の顔はわたし以外にとっては有ゆう害がいだ」

　フォルトナートに言われ、イファはしぶしぶ仮面を受け取る。

「そんな、毒虫みたいに言わなくたって……」

　文句はつけてみるが、イファの心はかなり浮き立っていた。

　フォルトナートが倒れた夜から七日目、あの金時計の作者がフォルトナート邸にやってくることになったのだ。フォルトナートが調べたところ、時計の作者はこの水すい葬そう都と市しにいたらしく、イファの時計を作ることを快かい諾だくしてくれたという。

（その時計技師さん、この街の出ってわけじゃないらしいから、アーセルだっていう可能性はあるよね。ほんとは仮面なんかなしで会いたいけど……もし相手がアーセルだったら、私の顔の変わりっぷりに驚おどろいちゃうかもしれないし。まあ、細かいことはその場で考えよう！）

　イファは適てき当とうなところで考えやめて仮面をつけかけ、ふとフォルトナートのほうを見た。

「どうした、またばかげた顔をして」

　いつもどおりの冷れい淡たんな調子で言われ、イファは複ふく雑ざつな顔になる。

　フォルトナートはこの間倒れて以来、体調が優すぐれないようなのだ。そんなにも不調になった原因は、あの夜に仮面をつけたイファを見たからだと思うのだが──今は別に平気な様子だ。

「……なんでもない」

（この仮面は平気なのかな？　せっかく心配してみたのに……この間倒れたときは、一体何にびっくりしたんだろ。特にあの仮面だけが駄目だとか、そういう事情があるのかな？）

　仮面を手にしたイファが首をひねっていると、不意にフォルトナートが席を立って歩み寄ってきた。ひょい、とイファの手から仮面を取り上げる。

「え？　何？」

「お前はいつもやることが遅い」

　フォルトナートは冷たく言う。また嫌がらせか！　とイファが身構えると、フォルトナートはなんと、丁てい寧ねいにイファに仮面をつけてくれた。

「あれ、最近フォルトナートってちょっと優しくなった……？」

「いや、別に。お前を女ではなく、犬猫と思えば情も湧わくかもしれない、とは最近思ったが」

「…………ああ、あいかわらずだ。あいかわらずのフォルトナートだ。安心したよ」

　仮面の下で遠い目になりつつも、イファは少しだけ嬉うれしい。

　フォルトナートは仮面をつけてしまうとうっすらと微笑ほほえみ、イファの銀ぎん髪ぱつをすいて後ろへ流しながら、その耳元にそっと言う。

「今日やってくる時計技師だが、若い男だそうだぞ」

「……！　へ、へぇ……そうなんだ。若いのに、技術はしっかりしてるんだねぇ」

　耳元のこそばゆさと、言葉の内容と、一体どちらに気を取られていいのやら。

　イファはちょっと縮ちぢこまるが、フォルトナートはイファに顔を寄せたまま続ける。

「なかなかに格かつ好こうのいい男らしいな」

「ふーん……？　ま、まあ、私は時計さえできればいいんだけど」

「そうだな。下手な誘惑などするなよ。お前の色気のなさでは、わたしが恥はじをかく」

「は……？　誘惑!?　一体誰がそんなことするのさ、フォルトナートじゃあるまいし！」

　イファがむきになって叫さけぶと、フォルトナートは少しばかり片かた眉まゆを上げ、不ふ意いに彼女の髪から手を離して席へ着いてしまった。

（なんなんだよ、もう！　フォルトナートって本当に何考えてるんだかわかんない！）

　少し残ざん念ねんなような、複ふく雑ざつな気分でイファが熱くなった魔ま抱ほう石せきの位置を押さえつけていると、ノックの音に続いてジョヴァンニの声が響ひびいてきた。

「フォルトナート様。サルバトーレ時計店の者がまいりました」

「通せ」

　フォルトナートが円えん卓たくの一番奥の席でそっけなく言う。

　ここはフォルトナート邸の応接室だ。結構な広さの部屋の壁には水葬都市の鳥ちよう瞰かん図ずが飾られ、真ん中には大きな円卓がある。一般的な応接室というよりは会議場の印象が強い場所で、実際フォルトナートはここで私的な会談や会議を数多く行うのだという。

　イファも慌あわてて薄うす紅べにの柔らかなひだが山ほど重なったドレスの裾を引きずり、フォルトナートの傍かたわらに座った。

　間を置かず、ジョヴァンニに案内された青年が応接室に入ってくる。

　見れば確かに、彼はなかなかの好青年だ。黒いスーツの上へ時計技師のマントをかけ、それを時計の刻こく印いんのメダルでとめた男──歳は若く、背は高い。暗い茶色の髪。

　そして確かに見覚えのある、やや少年くさくも精せい悍かんな顔。

（──！　やっぱり……やっぱり、アーセルだ！）

　見み間ま違ちがうはずもないアーセルの姿に、イファは仮面の奥で目を見開いた。

　懐かしくて、嬉しくて、魔抱石がじん、と温まる。

　フォルトナートに感じるのとはまるで違う、これは果てしない安あん堵どの暖あたたかみだ。

（アーセル、ずっと会いたかった、会えてよかった……ああもう、どうして今すぐ私だって言えないんだろ）

　うずうずする心と体を押さえつけ、イファはどうにか沈ちん黙もくを守る。

　一方のアーセルは、よそ行きの顔でイファとフォルトナートに一礼した。

「このたびは、ご注文をいただきましてありがとうございます。サルバトーレ時計店にお世話になっています、アーセル・グランディです」

「フォルトナート・デ・サンクトゥスだ。わざわざご足そく労ろういただき感謝する。君の確かな技術には心底感かん銘めいを受けた。今回は彼女のための時計を頼たのみたいのだが」

　丁寧な口をきいていても、フォルトナートはどうしても偉えらそうだ。きっと生まれたときからこんな調子だったんだろうな、とイファは思う。

　イファはそんなフォルトナートをアーセルに見られて妙みように気き恥はずかしくなるが、アーセルは気にせず円卓に薄紙を広げ始めた。

「ありがたいお言葉です。俺は未み熟じゆく者ものですが、ご依い頼らいを受けていくつか婦人用時計の画えを描かいてきました。大粒の宝石をちりばめて首飾りのようにもできますし、形は簡かん素そに、白金プラチナや銅を多めにした金を使って極きよく限げんまで薄くするのも、華きや奢しやな印象でよろしいかと思います」

　フォルトナートは、薄紙の上の達者な画には目をやらず、イファをあごで指ししめす。

「本来はこれの印象で作ってもらいたいが、事情がある。簡単に言うと、わたしは独身だ」

　つまり、イファは妻ではない。愛人だから、顔を見せたくないということだ。

　アーセルは大体の事情を察したように軽く目を伏せ、イファはますます恥ずかしくなって小さくなる。イファの気など知らずに、フォルトナートはイファを見やった。

「本人の好みは？　服も香水も欲しがらないのに時計はねだったのだから、何かあるだろう」

「え？　ええっと……」

　いきなりフォルトナートに話を振られ、イファは慌てた。

　正直、アーセルに会いたくてねだっただけなのだ。別に時計が好きなわけではない。

　とりあえず、イファはアーセル好みの時計を想像しながら口を開いてみる。

「──できれば、からくりつきがいい、かな。本当の空と同じように、時間によって太陽と月が出るとか──中でウサギが生活してるとか、そういうからくりはつけられますか？」

　イファの要よう望ぼうを聞くと、不ふ意いにアーセルの表情が柔やわらかくなった。

　取とり繕つくろった表情の下から少年じみた笑顔が現れ、声までもが明るくなる。

「もちろん。からくりは俺の得意分野です」

（……なんだよ、アーセルってばそんなことでしあわせそうな顔して。こっちは色々大変だったのに、結局からくりがあればいいんだな）

　イファはついアーセルに嫉しつ妬とじみた感情を覚えてしまった。

　そんなことは知らないフォルトナートは、アーセルの顔を値ね踏ぶみするように眺ながめる。

「からくりとは女にしては珍めずらしい趣味だな。技師としては腕の見せがいがある課題だろうが、今回は妙な海産物はなしで頼む。あれはなかなかに個性的すぎて笑った」

「あれは俺の描びよう画が技術を見ていただきたくて描いたものです。水の都市にはふさわしいかと思いましたが、お好みではなかったようですね」

　アーセルはしれっとして言い、フォルトナートはうっすらと笑う。

「時計自体は持ち歩いているが、笑えすぎて外で蓋ふたを開けられないのが困る」

「申し訳ありませんでした。いずれご要望に沿ったものを作り直させていただきます。──では、本日のところは至し急きゆう帰って、婦人用時計の案を練ねってまいります」

　仕掛け時計のことで頭がいっぱいになってしまったのだろうか、アーセルはさっさと卓上の薄紙をまとめ始めた。フォルトナートも席を立ち、場はお開きになりそうな雰囲気だ。

（まずい、このまま帰られたらアーセルとなんの話もできないよ！　何かないかな）

　イファは必ひつ死しに辺りを見回して考える。そしてふと、卓上に金時計があるのに目をとめた。最初にアーセルがフォルトナートに贈おくってきた、蓋の裏に海産物が描いてあるものだ。

「今日は、ありがとうございました……あっ！」

　イファは金時計を手に取って立ち上がり、スカートを踏ふんだふりで思い切りよろめいた。

「はい、こちらこそ……っ、て、うわっ！」

　転びかけたイファが金時計を放り出したのを見て、アーセルは目の色を変えた。

　反射的にイファに駆かけ寄り、床すれすれで金時計を受け止める。イファはそんなアーセルの上に、ぱったりと倒たおれ伏ふした。

「あっ……ごめんなさい……」

「う……あ、いや、その、こちらこそ……」

　アーセルは慌あわてて起き上がりかけるが、イファはドレスと格かく闘とうしていて動きがのろい。

「──お前たち、一体何をやっている？」

　冷たく見下ろしてくるフォルトナートに、アーセルは青ざめた。

「あ、あああああすみません、いつもの癖で！　いや、あの、俺は時計をですね……」

（時計を守りたかったんだよね。アーセルはいつもそうだ、からくり至し上じよう主しゆ義ぎだもん）

　思ったとおりになったことにほっとしつつ、イファはアーセルの耳元に囁ささやいた。

「──今夜半、裏口、小こ舟ぶねの陰かげで」

　アーセルの身体がわずかに震えたのがわかる。──きっとイファの言葉が聞こえたのだ。

（ここまではうまくいった。あとは、フォルトナートに気づかれずに会えるかどうかだ！）
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　その夜、イファはこっそりと自室から抜け出し、裏口のある石造りの台所にいた。

「あの、ほんとに……ほんとに、すぐお部屋に戻ってくださるんですよね？」

　半分泣き顔で訴うつたえているのは、イファ付きの小間使いだ。

「大丈夫、だと思うよ。ちょっと外の空気を吸いたいだけだから。ね、信じて？」

　軽く首をかしげて言うと、小間使いはぽんやりとした顔になってイファの顔を凝ぎよう視しし、何度かかくかくとうなずく。

（……本当に、今の私の顔って有害なんだなぁ。女の子でもこんなになっちゃうなんて）

　初めて自分の顔を意識的に利用したイファである。結果は成功、無事にこの小間使いに部屋から出してはもらえたが、正直女の子までたらしこむ己おのれの美び貌ぼうが恐ろしい。

　心配そうな小間使いを背後に、イファは白い手で裏口のかんぬきを外し、扉とびらの鍵かぎを開けた。裏口を細く開けると、夜の大気と水の匂いがしみこんでくる。

　きぃ、きぃ、と、波に揺ゆられる小舟の軋きしむ音がした。

「──まだ、来てないのかな」

　扉の隙すき間まからのぞくかぎりでは、裏口に面した細い水路に人ひと影かげはない。

　薄青く浮かび上がる水路の両側にびっしりと並んだ家々の裏口と桟さん橋ばしが見え、近くには小舟が一いつ艘そうもやってあるのが目についた。防水布で覆おおいをかけた黒い舟。

　その防水布が、不意にがさりと動く。

（まさか……！）

　イファが目を瞠みはって扉を大きく開くと、防水布の下からするりと黒い人影が現れた。

　人影は身み軽がるに舟からフォルトナート邸裏口の桟橋へと跳び移る。黒ずくめの人影が見慣れたヘイゼルの瞳を持っているのを確認し、イファは顔をほころばせ、桟橋へと歩み出た。

　遠く月光がイファの上に降り注ぎ、白い麗れい姿しを縁ふち取どっては零こぼれ落ちる。今のイファは寝ね間ま着きである銀糸織りの絹のドレスの上に、刺し繡しゆうをした水色の裾すその長い袖そで無なし上着を着ているだけであった。

　自分の姿がアーセルの目にどう映るかなどまったく気にせず、イファは潤うるんだ瞳で囁く。

「アーセル……！」

　アーセルはすぐにはイファに近づこうとせず、何か痛みでも感じたような、奇き妙みような表情で彼女を見ていた。やがて自分が黙だまりこんでいることに気づいたらしく、戸と惑まどい気味に口を開く。

「あんた……昼間、仮面かぶってたひとだよな。ほんとに、来たんだな」

　確かにアーセルの声だ。アーセルだ。目の前に彼がいる！

　こうなると我が慢まんができなくて、イファはアーセルに数歩駆かけ寄って抱きつく。

　相手の身体がこわばったのを感じたが、それでもしがみついて嬉き々きとした声をあげた。

「それはこっちの台詞せりふだよ！　アーセル……私……」

「静かに！　気づかれる！」

　アーセルはイファの声が大きいのに慌てふためき、彼女の口を手のひらで覆った。そしてそのまま慌ただしく辺りを見渡し、さっきまで隠れていた小舟のほうへイファをうながす。

「へ？　え？　あ……ちょっと！　どうする気？」

　導みちびかれるままに舟に乗ってしまったイファだが、アーセルの真しん意いが読めない。アーセルは覆い布を乱暴に丸めると、自ら小舟の櫂かいを取る。イファへの答えは、青ざめた顔で短く告げた。

「逃げる」

「え？　逃げるの？　ま、待って待って、私が今逃げると、色んなひとに迷惑が！」

　イファは大きく瞬まばたき、フォルトナート邸の裏口を見やる。ついてきてくれた小間使いは、扉のところでぽかんとふたりを見守っている。

（どうしよう、あの子に迷惑かけちゃう。とりあえずは色々相談したいだけだったのに）

　そんなイファの考えを知らないアーセルは、怖いほどの真ま顔がおで『静かに』の合図を送る。

「お静かに。……俺だってこんなことしたいわけじゃないんだけどな。まあ、初対面の俺と浮気したがった罰ばつだとでも思って、協力してくれよ」

「は……？　うわき……？」

　浮気って、なんだっけ？

　イファが啞あ然ぜんとして口を開けているのを、アーセルは奇妙なものを見る目で見て目をそらした。その間にも小舟は進み、小さな橋をひとつくぐり抜ける。

　直後、遠くなったフォルトナート邸の裏口に明かりが灯った。

「っ、なんかやばい感じだ。急ぐぞ！」

　アーセルは顔色を変えて櫂を放り出し、頭上の橋を支えるアーチにしがみついた。

　そのまま器用に橋の上へ上がり、イファに手を伸べる。

「ほら、上がれ！」

「ま、まままま待って、待ってってば！　どこへ行くんだよ！」

　長いスカートに苦く戦せんしながら、イファもどうにか後に続く。

　橋の上に降り立った途端、アーセルはイファの手をとって走りだした。

「そんなこと言っても向こうは待たねーって！　事情は後で説明するから、今は走れ！」

　半分引きずられかけていたイファだが、ぐっと唇くちびるを嚙かんでアーセルの手を引き、どうにか立ち止まらせる。

「うわっ、おい、何やってんだ！」

「駄目だよ、このまま逃げても絶対に捕つかまる！　あんたを悪わる者ものにしたくないんだ、どういうつもりなのか、今ここで私に説明して！」
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　懸けん命めいに怒ど鳴なるイファに、アーセルはますます妙な顔になる。

　彼女のあまりに儚はかない容姿と、元気すぎる口調がしっくり来ないのだろう。アーセルはがしがしと頭をかくと、すばやくイファを抱えて路ろ地じ裏うらに入りこんだ。

　きょろきょろと辺りに人影がないのを確認し、アーセルは早口で言う。

「顔はきれーなのに、口は悪いなー、あんた。……いいか、勘かん違ちがいするなよ。あんたは確かにすごい美人だけど、俺はあんたに興味はない。あんたの屋敷に、人形がいるだろ。イファっていう、白髪の男の子の格かつ好こうをした……」

「ばか！　それが私だろ！」

　ついに耐たえきれなくなって叫んでしまった。

　思い切り仏ぶつ頂ちよう面づらで見上げると、アーセルは目を白黒させてうろたえ始める。

「はあ？　何言ってんだ、あんた。だってあんた人間だし、女だろ？」

「そうなんだけど、そうじゃないんだって！」

「……っ、わけわかんねーけどとりあえず黙れ！　追おっ手てだ！」

　路地の向こうから響いてくるいくつかの足音に気づき、アーセルはまたイファの手をとって走り始める。しかし、イファはすぐに前方からも人影が迫ってくるのに気づいた。

「アーセル、こっちからも来てる！」

「くそ、挟はさまれたか！」

　アーセルは舌打ちして立ち止まり、両側から迫る追っ手を見比べる。

　イファは一いつ瞬しゆん迷ったが、すぐにアーセルに背を向けて立った。

（──歯車都市でも、こうやってアーセルと一緒に怪あやしいひとたちと喧けん嘩かした。あのころより身体能力は落ちちゃったけど──やり方はまだ、覚えてるはずだ）

　人間になりかけた直後よりは、イファも自分の力やドレスの扱あつかいを覚えてきている。

　心を決めてドレスの据をたぐり、イファはきっと目の前の敵をねめつける。

　駆け寄ってくるのは幸いにもひとりだけ、しかもイファの姿を認めて気をゆるめたらしい。

「おとなしくしていてください、お嬢さん！」

　追っ手が声をかけながらイファに組みつこうとした、その腕を身体を沈しずめて避よける。すばやく身を翻ひるがえして背後に回りこめば、男はイファの姿をわずかな間見失う。

　イファはすかさず、男の膝ひざ裏うらを蹴けりつけた。

「うわっ！」

　たまらず崩れた男の首筋に蹴りを入れる。堅かたい女物の靴が首にめりこみ、何か嫌な音がしたのは気にしないことにした。男は痙けい攣れんして動きを止める。

　アーセルは、と振り向くと、どうにかふたりの男を地面に沈めた後、イファの立ち回りに目を奪うばわれていたようだった。

　倒たおれた男とイファを見比べ、アーセルは目を見開いてつぶやく。

「──あんた……それ」

「うん。女になりかけて力は落ちちゃったけど、動きの勘は戻ってきたみたい。……アーセルと一緒にいたから、安心して喧嘩できたよ。前みたいにね」

　そう言って、イファは苦く笑しようする。

　立ち回りの仕方はアーセルと一緒にいたときと同じ。何しろ、イファに喧嘩を教えてくれたのはアーセルだからだ。

　アーセルは目の前で何が起こっているのか混こん乱らんしている様子で、何度も何度も自分の髪をかき乱す。

「イファ……？　いや、でも違うだろ、背せ丈たけだって、髪だって、完かん璧ぺきに違う……」

　戸惑うアーセルを見ているうちに、イファはふと思い出す。

（そうだ、私、まだ変わってないところがひとつだけある）

　ちょっと恥はずかしいような、むずがゆいような気もしたが、背に腹は代えられない。胸元に手をやって面めん倒どうなくるみボタンを外し、イファはためらいなく自分の胸元をさらけ出した。

「……これは前と一緒だろ？」

　ちょっと顔をしかめて言う。

　彼女の胸はつるりとしていて、真ん中には──あの魔ま抱ほう石せきが光っていた。

　深しん紅くの輝かがやきを見ると、すぐさまアーセルの目にあった迷いが確かく信しんに変わっていく。

　アーセルは呆ぼう然ぜんとして、視線をイファの顔へ戻してつぶやく。

「──イファの魔抱石だ」

　やっと彼と視線が合ったことが嬉しくて、イファは泣きそうな顔で笑う。

「うん、そういうこと。人間化は半はん端ぱなままだから、多分、この街の水に入れば身体が溶けるよ。まだ私がイファだって信じられないなら、やってみせようか？」

「いや、いい、でも、あれ……？　お前、どうして女になってんだ……？」

　戸惑ったまま、ひどく慌ててアーセルはイファのボタンを元に戻す。そしてそのままイファの肩をつかみ、不自然に沈黙した。

「アーセル？　手に力、入りすぎ。ちょっと痛いよ」

　イファは少し居い心ごこ地ち悪く感じて身をよじるが、どうもアーセルは手を離すつもりがないらしい。じっとイファを見つめる瞳が、真剣すぎて何か恐ろしい感じすらする。

「……アーセル？　私の言うこと、聞こえてる？」

「……いやー……聞こえてるんだが、そしてお前の中身はあのイファだっていうことも信じてるんだが、どうも……夢が目の前で叶かなっちゃったような事態に、あらがえない動物の本能みたいなものがだな……ええと、とにかく、口づけのひとつくらいしてもいいか？」

　真顔でそんなことを訊きかれ、イファは半分脱力しかけながら、どうにか叫ぶ。

「今はそんな場合じゃないだろ！　大体私はあんたがさんざん子供扱いしてた人形だよ!?」

「そーだよなー、そーなんだよなー。だって男だと思ってたし……うわーやりきれない！」

　頭を抱えるアーセルに、イファがひとつため息を吐ついた。

　そこへ、穏おだやかな声が響く。

「そこまでです、盗人ぬすつとさん」

　イファとアーセルがはっとして顔を上げる。路地の向こうに立っている人物がいる。

　上等なスーツを着て穏やかに笑う──

「ジョヴァンニ！」

　追っ手の名を呼ぶと同時に、イファはジョヴァンニが手に何か持っているのに気づいた。

（危ない──！）

　あれは銃じゆうだ、イファが認にん識しきした次の瞬しゆん間かん、破は裂れつ音おんに似た銃声が響く。

「うっ、ぁあああ！」

　アーセルの右足でぱっと赤い血煙が上がり、彼はもんどりうって倒れた。

　イファはとっさにアーセルに覆い被さり、自分も顔を伏せて小さくなる。

　直後に乾かわいた銃声が連続し、辺りの石いし畳だたみに当たっては跳ね返る。跳ね返った弾がイファの背にめりこみ、どぶん、と泥どろ水みずに石を投げこんだかのような音がした。

「いっ……たぁ……！」

　完全に人間化していないイファから血は出ないが、激げき痛つうとひどい振しん動どうが魔抱石まで響いてくる。痛みに一瞬目の前が白くなり、次にむずがゆい不ふ快かい感かんを感じてイファは小さくうめく。

　やがて弾が切れると、やっとジョヴァンニは一度引き金を引くのをやめた。

「イファさん、そろそろ気がすみましたか？　気がすんだら、わたしと家に帰りましょう。イファさんさえ戻れば、その男は許ゆるして差し上げますよ」

　いつもどおりの優しげな声が、今はひどく恐おそろしいものに聞こえる。

　肩の辺りがじんじんと嫌な感じに痺しびれていた。片腕がうまく動かなくなっているようだ。

　イファはアーセルを抱くようにしたまま、どうにかジョヴァンニに向かって叫んだ。

「この……噓つきっ！　いきなりアーセルを殺しかけといてよく言うよ！　アーセルはあんたと同じ人間だよ？　そんなに簡単に殺そうとするな！」

「ならばあなたも、そう簡単に逃げようとしないほうがいいですよ。ここまでフォルトナート様の思いを踏みにじられて、体面をつぶされて、わたしが黙っているわけにはいきません」

　あくまで静かに言い、ジョヴァンニは銃の弾だん薬やくを詰め直す。そして硬こう質しつな足音をたてて歩み寄ってくる。顔にはまだ、優しげな笑みが貼はりついていた。

（こっちがこいつの本性だ。こいつはフォルトナートだけがよければいいんだ）

　イファは激しい怒りを感じながら、ジョヴァンニを見つめて叫ぶ。

「それは、あんたの事情だ！　フォルトナートは……そんなことされて喜よろこぶのか？　本当にフォルトナートのためになるのか？　あんたは肝かん心じんなときに彼のそばにいない！　なのに甘いことばっかり言って、周りの人間がそんなふうにフォルトナートを甘やかすばっかりだから、あのひとはいつもあんなに苦しそうなんじゃないのか！」

　イファの言葉を聞くと、ジョヴァンニは不意に立ち止まる。

　そしてくすくすと声をたてて笑った。紫むらさきの目を細め、ジョヴァンニは柔やわく囁く。

「君は、死んだほうがいいですね」

　銃じゆう口こうがイファの額ひたいの真ん中を向いた。

（大丈夫、僕はこんなものじゃ死なない……多た分ぶん）

　必死に自分に言い聞かせ、イファは冷たい汗をかいているアーセルの身体を抱く。

　微笑むジョヴァンニが引き金を絞ろうとする。

　再びの銃声が響くと思われた、ちょうどそのとき。

　不意に何かがジョヴァンニとイファの間に落ちてきた。ちりん、と硬質な音をたて、それは石畳の上へ転がる。

「──誰です」

　ジョヴァンニが上方へ視し線せんを振る。

　イファは石畳の上を見ていた。上から落ちてきたのは──薔ば薇らだ。

　銀色に光る、金属でできた薔薇。

　続いて響いた声は、これもまた聞き覚えのあるものだった。

「わたしだよ」

（──！　あ、あの怪しくて派手なひと！）

　イファが顔を上げると、路地に面した建物の二階の窓が開いていた。

　窓まど枠わくにほおづえをついているのは、長い白髪を垂たらし、片目を銀薔薇の柄がらの眼がん帯たいで隠かくした男──そう、イファがこの街に来たときに出会った奇妙な人物、バラッドだ。

「また会ったね、君。しかしもう少し静かに騒さわぎたまえ。歌が聞こえなくなるではないか」

　以前と同じ、わけのわからないことを言ってゆるりと微笑む。

「バラッド……」

　イファが男の名を呼ぶと、彼はひょいと窓枠を越え、すばらしく鮮あざやかに石畳の上へ降り立った。バラッドはそのまま、イファたちをジョヴァンニからかばうように立ちふさがる。

　足下まである白い外がい套とうに身を包んだバラッドを見つめ、ジョヴァンニが硬い声で言う。

「──どいてください。これはあなたには関係のない問題です」

（ジョヴァンニ、バラッドのこと知ってるの？　あ……ジョヴァンニが笑ってない！）

　イファが驚きに目を瞠ったとおり、ジョヴァンニは厳きびしい表情でバラッドをにらんでいた。

　バラッドのほうは、優美に長い髪を指ですいてから腕を組み、勝手な調子でものを言う。

「お前は自分とわたしとこの街について、大いなる勘違いをしているね。聞きたまえ、お前の主あるじと同じよう、お前もずっと夢を見ている。たとえお前の主がこの街の元げん首しゆであろうと、水葬都市の王は彼ではない。この街の人形はすべて、未だに『時無しの人形師』のものだよ」

「……おとぎ話ですよ、そんなもの」

　吐はき捨てるように言い、ジョヴァンニはゆっくりと銃を下ろした。

　彼の顔は白茶けて、なんの表情も浮かべていない。さっきまであれほど熱心に追ってきていたのに、もうイファたちを捕らえる気は失せてしまったようだ。

（すごい、バラッドって相当変だけど、偉いひとなんだ！）

　イファはバラッドの言葉の威力に感動してしまった。

　しかし、元首より偉いというのは一体何者なのだろう？

　イファの心に答えが浮かぶ前に、バラッドは上着の裾をさばいて彼女の傍らに片膝をついた。

「さて、君。今日はわたしの宮きゆう殿でんへの招待を、断らずにいてくれるだろうかね？」

　バラッドの美しい声を聞きながら、イファは身体を起こしてアーセルを見下ろした。

「アーセル……アーセル、大丈夫？」

「ん……そだな……元がしぶといから、なかなか死にやしないって。でもま……すぐに殺したくないなら、俺の傷……押さえといて。あ、優しくな……強くやりすぎると血けつ管かんつぶれる」

　息も絶え絶えに軽口を叩くアーセルに、イファは何度もうなずいた。

　自分のドレスの裾を、片手と歯でどうにか引きちぎってアーセルの傷に血止めを施ほどこし、あらためてバラッドに向き直る。

「──お招まねきを受けるよ。あなたが、このひとを殺さないで、連れてってくれるなら」

「殺さないとも。この街の客は、すべてわたしの宮殿でくつろぐべきだ。特に、人形と人形師はね。わたしにはわかる。彼は人形師なのだろう？」

　バラッドはよどんだ青い瞳でうっすら笑い、イファをのけるとアーセルを両腕に抱えて立ち上がった。その細身の体からは想像もつかない、まるで羽根を扱うかのような軽い所作だ。

　イファは思わず目を瞠る。

（すごい怪かい力りき！　ひょっとして……）

「あなたも、人形なの？」

　勢いこんで訊くと、バラッドははっきりとうなずいた。

「そのとおり。わたしはこの街の王にして不死の人形師、『時無しの人形師』の作った最後の人形であり、人形でありながらの人形師なのだ」
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「逃げられた？」

　冷えきった声でフォルトナートが問い、ジョヴァンニは深く頭を下げる。

「はい。大変申し訳ありません。大運河沿ぞいにはイファさんたちの姿が見えず、現在捜そう索さくの範囲を水葬都市全域に広げております。貴族の館に拾われている可能性もありますが──貴族の方々に捜索に協力していただきますか？」

　ジョヴァンニの静かな言いように、フォルトナートは全身がかっと熱くなるのを感じた。

　激げき情じようのままに己おのれの拳こぶしを円卓の上へ叩きつける。

「お前の頭は腐くさったのか!?　そんなことができるわけがない！　貴族の中にはまだわたしのことを若わか造ぞうと思って軽かろんじる者も多いというのに、たかが女ひとりのことで奴らに頭を下げろと言うわけか？　いいかげんにしろ！」

「……いたらぬことを申しました」

　いくら怒ど鳴なりつけようと、ジョヴァンニはひたすらに頭を下げるだけだ。

　要いらない言い訳をしない態度はいつもなら好ましく思えるのだが、今のフォルトナートにはすべてがいらだたしいことこのうえない。

　今すぐジョヴァンニの襟えり首くびをつかんで、こと細かに問いただしてやりたい衝動に駆かられて、フォルトナートは不ふ意いに自分の異常に気づいた。

（なんだ、この無む駄だな動どう揺ようは。わたしはたかが人形一匹に、何をうろたえているんだ？）

　確かにイファはフォルトナートにとっては重要だ。両親の敵かたきのようなものだし、彼女の存在をどうにかしなければ、フォルトナートの精神は解放されないだろう。

　だが、だからといってフォルトナートがこんなにもわめく理由にはならない。

　今までのフォルトナートは、どんなに重要な案件にでも沈着に対処してきたはずだ。今回もいつもどおりに落ち着いて、捜索のための指示を出せばいい。

　わかっているのに、イファのことをちらりとでも思い出した途と端たん、フォルトナートは冷静でいられなくなっている。

（ばかばかしい、たかが人形……いや、イファはただの人形以下だ！　あの中身と外見がちぐはぐなばかが、どうしてここまでわたしの心をかき乱す？　あれが一人前に駆け落ちのような真ま似ねをしたからか？　──っ、ますますばかばかしい、よりによって駆け落ちだと！）

　イファはひとりで逃げたわけではない。男に手引きされたのだ。

　それを思うと、フォルトナートは怒りと羞しゆう恥ち心しんで頭を抱えてしまいたくなった。

（イファの調子はずれっぷりには、手引きした男も後こう悔かいしているに決まっている……男としてあれの相手をできるのは、わたしくらいのものだ！）

　あまり根こん拠きよのない自信でもって考え、フォルトナートは心を静めようと目を閉じた。

　油断した。イファのあまりの開けっぴろげな素直さに、時々垣かい間ま見せるフォルトナートへの愛情にも似た興味に、いつしか油断していたのだ。

　過去の恨うらみを話しても、ひどい扱あついをしてみても、イファはフォルトナートを憎にくまない。殺そうともしない。逃げようとすらしない。

　そのことに妙みように安あん堵どして、フォルトナートのほうも小鳥にえさをやっているような気分になってしまっていた。復ふく讐しゆうならいつでもできる、すべてをゆっくり進めればいい。

　──そう思った矢先の、この駆け落ち事件である。

　フォルトナートは胸の内の衝しよう撃げきをどうにか嚙かみつぶし、ゆっくりと目を開いた。

　傍はた目めには完かん璧ぺきに冷静に映る表情を保ってジョヴァンニを見つめる。

　そこでふと、新たな疑ぎ念ねんが湧わいた。

（しかしおかしい──この男がここまで簡単に、わたしの命令の遂行をあきらめるとは）

　フォルトナートが成人してからもジョヴァンニが彼の腹ふく心しんだったのは、感情的な理由からだけではない。ジョヴァンニが優ゆう秀しゆうだったからだ。

　そんなジョヴァンニがあっさりと『できない』と言ってきたからには、何か不ふ測そくの事態が起きたと考えるほうが妥だ当とうではないのか。

　不意に脳のう裏りにひとつの名前が浮かび、フォルトナートは冷えた声で訊きく。

「──ジョヴァンニ。この件にはまさか、バラッドが関わっているのか？」

「いいえ、そのようなことはありません」

　ジョヴァンニは即答した。

　しかしフォルトナートは疑念に取り憑つかれたままジョヴァンニを見つめている。

　バラッド──それはこの水葬都市に取り憑いた惑乱の星トリックスターの名前。

　フォルトナートが水葬都市のすべてを手中に収めようとしてきた過去の奮ふん闘とうの中でも、常に立ちはだかってきた存在なのである。
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「君、もうちょっとおとなしくしていたまえよ。手元が狂くるうではないか」

「俺だっておとなしくしてたいよ！　でもあんたが煙草たばこ吸いながらてきとーに手術するからっ、あつっ！　灰、灰落ちた！」

　にぎやかに喋しやべったり叫さけんだりしつつ、アーセルの足の手術は進む。

　施せ術じゆつ者しやはバラッドで、手術用具──というより、主には人形を作るための工具で代用している──を持つ手つきは確かなのだが、華きや奢しやなパイプをくわえたまま、半分寝そべって手術をしているのが物ぶつ騒そうだ。アーセルが騒さわぐのも無理はない。

　やがてバラッドは飾り編みのついた布で血まみれの指を拭ふき、先に紙巻きを差しこむ形のパイプを唇くちびるから離した。

「ふむ。終了だ。初めてにしては悪くない」

「はっ、初めて!?　バラッド、人間の手術するの初めてだったの？」

　自分は先に直してもらってアーセルの手術を見守っていたイファだが、さすがに驚おどろいて声をあげた。

　一方のバラッドは平へい然ぜんとしたもので、汚よごれた布の上にぽいぽいと使用済みの道具を放る。

「当たり前だろう。わたしは人形師だ。人形の手術はお手のものだが、人間はなかなか人形に解体されたいとは思わん。とはいえ人体の構造は知っている、おそらく大丈夫だ」

「おそらくって！　アーセル、大丈夫？　気分悪くない？」

　慌あわててイファが傍かたわらに駆け寄ると、アーセルは床に山ほど転がった大きな絹のクッションに身を埋うめて苦く笑しようした。

「ん……気分は悪いけど、撃うたれたんだからこんなもんだろ。まだ死ぬ感じじゃないな」

「そっか。じゃ、ちょっと安心した」

　安堵に肩を落として座りこむイファを眺ながめ、アーセルはまた複ふく雑ざつな顔になる。

「しっかし、お前、本当にイファなんだなぁ」

「うん、そうだよ。私、実は女だったみたいなんだ」

「……だよ、な。その格かつ好こうで男ってことはないよな。ん……？　待てよ？　お前が人間になってるってことは、誰かに恋したってことで、女になったってことは……」

　アーセルはそこまで言ってから、肝かん心じんなことに気づいたらしい。

　一気に青ざめるアーセルに、背後で寝そべって煙草をふかしていたバラッドが口を出す。

「フォルトナートは美しい人間だ。まあ、中身はなくした玩具おもちやを捜し続けている子供だが」

「っ、イファ、お前、そのフォルトナートとかいう変態男に惚ほれたのか!?」

　アーセルが痛みをこらえて身を乗り出す。イファは慌てて否定した。

「い、いいいいや、私はまだ完全に人間化はしてないから！　その、フォルトナートは、私の魔ま抱ほう石せきを宿してた、先代の人形になんかこう……思い入れがあるから私を買ったんだって。だから、私自身はおまけみたいなもんだし……それにフォルトナートは性格悪いけど、その、いいところもあるんだよ……？」

「どこだよ、そいつのいいところって！」

「…………。ど、どこだろ……」

　はっきりとはわからなくて、イファは途と方ほうに暮くれてしまう。

　イファのしょんぼりした様子を見ると、アーセルも言葉に詰まった様子で、きまり悪そうに頭をかいて視線をそらした。

　そんなふたりを眺め、バラッドは手にしていたパイプを持ち上げる。すぐに合図に気づき、傍らに控ひかえていた貴婦人形の人形が、巻き貝をかたどった灰皿を差し出した。

　ここはバラッドの『宮きゆう殿でん』と呼ばれる、大運河の中州にある塔とうの最上階だ。

　自称『人形の王』であるバラッドの周囲には、着き飾かざった人形が山のようにはべっている。

　少年形、少女形、また人形としては一般的ではない成人形、果ては頭が馬の貴公子や、顔が魚の騎き士しなど、不思議な人形たちがうっとりとした目でバラッドを見つめ、傍らに座し、なめらかな所しよ作さでバラッドの用を足す。

　あまりに大勢の呼吸しない人形たちがいるせいで、大きな正方形の部屋は衣きぬ擦ずれだけの響ひびく影の劇場のようだ。多くの影を従したがえて、バラッドは物もの憂うげに言う。

「人形にまつわる悲ひ喜き劇げきには様々なものがあるが、お前の石の物語はいつでも悲しい。とはいえ今回は、少しばかり様子が違うようにも見えるね。大変興味深いことだ」

　思わせぶりな言いように、イファとアーセルはそろって顔をしかめた。

「バラッドは私の石について何を知ってるの？　大体、バラッドは人形と人形師、どっち？」

「そうだ、そのへんはどうなってんだ？　あんた、人形にしちゃやけに年食った造形だし──一体誰に所有されてるんだ？　ここには、人形師も貴族もいないんだろ？」

　バラッドの住むこの塔はすべての部屋が絢けん爛らん豪華ごうかな調度と、ほとんどが『魂たましい持もち』の美しい人形で埋まっており、部屋中に転がった宝箱の中には人形作りのための工具が綺き麗れいに並び、天てん井じようからは作りかけの人形の手足その他がなまめかしく吊つるされている。すべての価値を合わせればひと財産どころではないが、この塔にはまったくひとの気配はない。

　バラッドは巨大なクッションに身体を埋うずめ、片目を細めて言う。

「ここには人形しかいないとも。ここは偽いつわりの宮殿、わたしの作った人形たち、魂を持ってわたしに恋した人形たちだけがここに住むことを許ゆるされるのだ。そしてわたしを含ふくめ、この塔とこの水葬都市のすべては、我が創造主、『時無しの人形師』のものだよ。そう、永遠にね」

「『時無しの人形師』──ジョヴァンニにも、そう言ってたよね。一体どんなひとなの？」

　イファが慎しん重ちように記憶を探りながら訊く。バラッドは歌うように続けた。

「彼は詩人であり、わたしの半身だ。いずこから来たのかは誰も知らない──そう、わたしでさえも知りはしない。彼ははるか三百年ほど前にこの地に現れ、かつてただの廃はい鉱こうであったこの穴に滅ほろびの美を見いだした。彼はこの地を『沈み行く都』、すなわち『水葬都市』と名づけて住みつき、多くの美しい人形を生む。人形を愛する人々はやがて彼の噂うわさを聞き知って、彼の神に迫せまるほどの業わざを求めてこの地に通い、ついにはひとつの街を作った。これがそもそもこの街に人形が多いゆえんだ。『時無しの人形師』はこの街の王であり、神なのだよ」

「ちょっと待て！　じゃあお前は、三百年前に作られた人形だっていうのか？　その人形師はとっくに死んでるんだろ？　整せい備びはどうしてる？　そもそもその人形師、お前に『滅びの鍵かぎ』を埋めなかったのか？」

　矢や継つぎ早ばやにアーセルが問う。痛みも忘れての必死の問いは、バラッドの語る話が人形師の常識からあまりに逸いつ脱だつしているからだろう。しかしバラッドは動じずに囁ささやいた。

「人形師は自らの死を予感したときに、かつて己が作った『魂持ち』の人形をすべて破は壊かいする。……お前はこのことを言っているのだね？」

　この問いには、人形師見習いであるアーセルが真ま顔がおでうなずく。

「そうだ。人形は魔抱石を通して世界から力を抽ちゆう出しゆつして動き続ける。人間になったら人間と同じように滅びるけど、そうじゃなきゃ半不死になっちまう。それを哀あわれと思うから、人形師は自作の人形の中に『滅びの鍵』を埋めておいて、自分の最さい期ごに鍵を解放するんだろ？」

「そのとおり。そしてわたしの創造主は、最初からわたしに鍵を埋めなかった」

　バラッドの言葉に、イファは何度も瞬まばたいた。

『滅びの鍵』、それは人形の身体の数カ所に埋められた機構で、一定の音を受けることで反応し、全身にめぐる世界の力を断ち切ってしまう作用を持つ。

　通常『滅びの鍵』を使わなければ、人形を滅ぼすことは難むずかしい。

「え？　じゃあバラッドは、自分の創造主にも壊されようがないってこと？」

　イファが問うと、バラッドはこともなげに答える。

「もちろん。わたしはただの人形ではない。『時無しの人形師』の姿と技と知識と財産と人形を受け継ぎ、永遠を生きるように定められたものだ。ゆえにわたしは人形でありながら人形師であるし、わたしが作った人形も、『時無しの人形師』が作った人形も、わたしの命令には逆らえない。多くの人形を従えるわたしをいつしか人形たちは『王』と呼び、この都市ではわたしが制作にたずさわらなかった人形たちでも、ほとんどがわたしの言うことをきくよ」

　ひとつの街を造ってしまうほどの人形師と、彼と同じ姿で永遠を生きる人形！

　なんだか途方もない話だが、イファには納得できるような気がする。

　目の前にいるバラッドは、おそらく自分で自分を整備しながら長い時を過ごしてきたのだろう。なのに少しも乱れたところもなく、完かん璧ぺきに美しい。その事実こそが、バラッドの容よう姿しと存在感以上に制作者の実力を物語っている。イファは慎重につぶやいた。

「なんとなくわかるな。バラッドって私の創造主とは全然違うはずなのに、迫力あって、たまにすごく似て見えるよ。私、アーセルにはなんにも感じないのになぁ」

「…………どーせ人形に関しちゃ万年見習いですよ、俺は」

　ぐったりといじけるアーセルに、イファはちょっと可か哀わい想そうなことを言ったのかなと思うが、本当のことだから仕方がない。

　イファはあらためて不思議な人形たちに満ちた部屋を見み渡わたす。

（この塔は、その人形師の理想の世界なのかもしれないな。ここの人形は、みんなバラッドに恋してる目をしてるけど、バラッドは人形だ。人形に恋した人形は人間になることもなくて、ずっと人形のまま、でもしあわせに、半はん永えい久きゆう的てきに暮らし続ける）

　それは閉へい鎖さされていて、とても優しい世界だ。

　だまされることも、傷つけられることもない、永遠に続く愛の世界。

（でも──なんだか、悲しいな）

　イファはなぜかそう思った。アーセルもまた、苦にがい顔でつぶやく。

「……あんたの創造主がすごい人形師なのは、なんとなくわかった。でも俺なら嫌だ。そんな、不死とかいうとんでもないものを、自分の人形に押しつけるなんて。……なぁ、バラッド。あんた自身はそれでいいのか？　つらくないのか？」

「わたしは人形師だ。人形を作り、愛するかぎり、永遠はわたしの影にすぎない。つらいと思ったことはないよ。この街で起こるすべての悲喜劇も、常に美しいものであるしね。──もっともわたしも、自分が作る人形には『滅びの鍵』を埋め、いくらかはひとに売りに出す。永遠は劇物だ。わたし以外の人形にとっては、有限のひととなって終わる運命も美しかろう」

　バラッドは物憂げに囁いた。

　完璧な傍ぼう観かん者しやであるバラッド。水葬都市を造った伝説の人形師の容姿を持つがゆえに、多くの人形から愛されるがゆえに、おそらくはこの街の人間たちも一目おかねばならない存在。

　イファは唇くちびるをきっと引き結んで覚悟を決め、バラッドの目を見て言った。

「ねえ、バラッド。知っているなら教えて、私が前──この身体になる前、一体どんなだったのか。フォルトナートのお父さんが死んだのはどうしてだったのか」

　バラッドがイファの瞳を見つめ返す。

　何も見ていないような、どろりとした硝子ガラスの目を向けられ、イファはかすかな恐怖を感じた。

　でも、もう逃げることはできない。

　まずは知らなければならない。自分が──自分の石が、かつて何をしたのか。

　イファの見る悲しい夢が、フォルトナートの見る暗い夢がどこから来たのか。

　知ってからあがかなければならない。イファにはこのまま逃げる気はなかった。

　イファの決意を読み取ったのかどうか、バラッドはうっすらと笑って口を開いた。

「ありふれた話にすぎんよ、イファ。すべてはお前の石の美しさに起き因いんする。ひとは誰でもお前に恋をする──ただし、そのときお前は常に別の誰かに恋をしている。まるで呪いのように、お前の運命は同じ道みち筋すじをたどるのだ」

　そしてバラッドは、ありきたりの悲劇を語りだす。
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　まずは登場人物について説明しよう。

　これからする話の主人公はフォルトナートの父親、アドルフォ・デ・サンクトゥス。

　金茶の髪に薄茶色の瞳をした、ややずんぐりとした野性的な容よう貌ぼうの男だ。

　容姿からはあまり色男には見えんが、これがなかなかに快かい活かつで抜け目のない男で、頭も回れば喧けん嘩かも強い──となればある種の女にとってはこのうえなく魅み力りよく的てきだったに違いない。

　アドルフォはある都市のちんぴらだったが、ふと、ある時まともな商売で表の世界へ出て行こうと思いついた。それで今まで自分たちの組織が仕切っていた都市間の輸ゆ送そうを自ら一手に引き受け、その事業をまともな会社に仕立て、まじめに経営にいそしんで成功させたのだ。

　そこからもアドルフォは精せい力りよく的てきだった。表の手を使い、裏の手を使って事業を大きくし、やがて自分の属していた組織を吞のみこみ、他のちんぴらどもも従えて、そこらの貴族では手出しできないほどの権力を手にしたのだよ。

『人生、何事も二番手が一番安全だ。だが俺には、一番手以外の椅い子すは手て狭ぜまでな』

　それがアドルフォの決め台詞せりふ。

　アドルフォは金と権力の次には名めい誉よを欲し、現在もっとも貴族的な文化が生き残っているとされる、この水葬都市にやってきた。

　最高級の靴音を響ひびかせて乗りこみ、陰いん湿しつで古ぼけた貴族たちを力と金であっという間に黙だまらせると、今度は貴族の中でも当時最高と謳うたわれた美女を奪うばい取る。

　この女の名はラウラ、色の薄い金髪にアイスブルーの瞳、ほっそりした長身──そう言えばわかるだろうが、フォルトナートの母親だ。

　ラウラは数々の男の自じ尊そん心しんを打ち砕くだいてきた冷えた瞳でアドルフォを見つめ、言い放った。

『なぜあなたのような汚れたひとが、私に触れようなどと思ったのです？　あなたには私に触れる資格などありはしないのに』

『俺は一番のものが好きだから、この世で一番綺き麗れいな女を選んだだけだ』

　アドルフォはうっすらと悪党の笑いを浮かべて言う。

　ラウラは初めての傲ごう慢まんな答えに目を瞠みはり、慌あわてて言い返した。

『なんてくだらない口く説どき文句なんでしょう、もちろんこんなときに引用するべき詩のひとつも、あなたは知らないのでしょうね？』

『誰がお前を口説いたよ。俺は本当のことしか言わない、俺は自分の言葉でしか言わない、お前が一番綺麗だからお前を手に入れた。ただそれだけが真実だ』

　アドルフォのあまりにはっきりとした言いように、ラウラはすっかり呆あつ気けにとられてしまった。美しく家柄もいいラウラは、今まで眠くなるような回りくどい口説き文句しか聞いてこなかったというわけだね。

　かくしてアドルフォとラウラは日々口げんかをしながらも、なかなかに微笑ほほええましい夫婦になった。ラウラはいつの間にかこの悪党に心を奪われていたし、アドルフォはラウラに惚れてはいなかったが、自分が選んだラウラのことはとことん大事にしたのだ。
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　ふたりの間に生まれたのがフォルトナート。母親似の綺麗な男の子だ。

　ラウラは貴族の女のたしなみとして、あまりフォルトナートには触れずに日々夜や会かいに繰くり出していた。ゆえにフォルトナートにとっての母は『いつも着飾っていて美しいひと』だった。

　そしてアドルフォは、フォルトナートをこっそり大人おとなの行くような場所に連れて行ってくれたり、男同士の話をしてくれたり、フォルトナートが何かを投げ出そうとしたときには本気でしかってくれたりと、まあなかなか理想的な父親だったと言えるだろう。

　アドルフォはやがて水葬都市の元首となり、一家はしあわせの絶ぜつ頂ちようを味わった。

　アドルフォが人形を買おうと思ったのはこのころだ。

　貴族文化に生まれたときから慣れ親しんでいたラウラは喜んだ。

『やっとあなたも人形をたしなんで、まともにご自分のお心と相あい対たいする気になったんですのね。それともまた、例によって一番になりたいだけ？』

『人形遊びなんかで会いにいかなきゃならないほど、俺は自分の心と疎そ遠えんじゃない。俺は世界一の人形を買うだけだ』

　世界一の人形といえばおそらくこのわたし、バラッドだ。──とはいえ、わたしの魂は果てなく自由であり、永遠に時無しの人形師のもの。誰にも買うことなどできない。アドルフォが選んだのは数体の、この都市でも最高級と言われる人形だった。

　その中でも一番の目玉が、イファ、お前の石を宿した先代の人形というわけだ。

　この人形の石は呪のろわれている、人形師や貴族たちにそんなことを言われても、もちろんアドルフォはひるまなかった。

『何、呪われている？　だからどうした、俺は人形なんぞに惚れたりしない。よし、なんなら盛大にこの人形のお披ひ露ろ目め会でもやって、呪いなんぞ蹴け散ちらしてやろうじゃないか！』

　剛ごう毅きなアドルフォは、人形の披露に盛大な夜会を催もよおすことにした。

　伝説の呪われた人形すら恐れない、己の胆たん力りよくを見せつけたかったのだろう。

　人々は豪華な夜会に集まり、口々に人形を褒ほめ称たたえる。そして賞しよう賛さんの的の人形は、とある貴族の従者の若者に、本当にただの若い男に、いきなり恋に落ちてしまったのだ。

『おお、おい、見ろ、人形が──！』

　人々が指さす先で、呪われた人形は瞬く間に絶世の美少女に変わった。

　誰もがその姿に釘くぎ付づけになった……そう、アドルフォさえも。

　アドルフォは全身が震え、自分が腹を減らして不安でいっぱいな、五つや六つの子供になったような気がした。心細く、身体の中で生まれた不吉な衝しよう動どうがふくれ上がるのを感じた。

　──アドルフォはすぐには気づけなかったが、彼はこのとき生まれて初めての恋に落ちたのだ。あらかじめ他の男に恋していた女に、アドルフォは一世一代の恋をした。

　……わかるかね、イファ。

　お前の石を持った人形は、ただ恋をしただけだった。けれどそれが、時計からたったひとつの歯車を抜くようにして、すべての運命を狂わせたのだ。
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　イファは目を瞠みはってバラッドの話に聞き入っていた。バラッドは歌うようにひらひらと喋り、途中で唐とう突とつに黙だまってしまったため、イファはクッションを抱いて先をねだる。

「バラッド、その後はどうなったの？　その恋は実ったの？」

「どの恋だね？　お前の先代の人形が貴族の従者にした恋？　アドルフォがお前の先代の人形にした恋？　それともラウラがアドルフォにした恋かね？」

　問われてイファは口ごもった。考えてみれば、誰もが片思いの悲しい恋の話なのである。

　実際、次にバラッドの口から出たのも残ざん酷こくな答えだった。

「結論から言おう。どの恋も実らなかった。アドルフォは嫉しつ妬とから、お前の先代の人形の恋のお相手である若者を殺した。ところがそんなことで人形がアドルフォを好きになるわけがない。人形は嘆なげき悲しみ、ついにはこの街の水に身を投げた。胸の中に沈んでいた魔抱石だけはどうにか無事だったが、完全に人間化していた身体のほうは水死。アドルフォ自身も人形にうつつを抜かしているうちに、社を案じる内部の人間に殺された」

「そんな……！　じゃあ、ラウラは？　フォルトナートと、お母さんはどうなったの？」

　すがるように問うてみたが、バラッドは宙に白い煙草の煙を吐はきながら淡たん々たんと言う。

「あのふたりもまた哀れだった。人形に狂ったアドルフォを見て、ラウラは初めて自分がアドルフォに恋していたことに気がついた。ラウラは元々美への執しゆう着ちやく心しんが強い女だったから、人形に対しての嫉妬もすさまじかったのだよ。人形を自殺に追いこんだのも、あるところではラウラの仕し業わざだったらしい。炎のような嫉妬に身を任せるラウラ──しかし彼女にも報むくいは来た。シャンデリアの落下事故に遭あい、顔に傷を受けたのだ」

　バラッドが己の顔の完璧な輪りん郭かくを指でなぞるのを見て、イファはぞっとした。

　シャンデリアのクリスタルが砕け、人々の悲鳴が響くのが聞こえるかのようだ。

　バラッドは静かに続ける。

「唯ゆい一いつの支えだった美しい顔に傷を受け、すっかりラウラはおかしくなった。屋敷の中でも常に仮面をつけるようになり、自分の面おも影かげを残したフォルトナートを片かた時ときなりとも手元から離そうとしなくなった。フォルトナートはそれでも母になついていたのだが──あるとき、彼は戯たわむれに母の仮面を取ろうとしたのだ。……ラウラはどうしたと思う？」

　バラッドの不可思議な笑みを見ながら、イファの胸はどんどんと苦しくなる。

　仮面。仮面、そうだ、仮面だ。

　フォルトナート邸の二階にあった仮面だらけの部屋、そこの仮面をかぶったイファを見て、気絶するほどに驚いたフォルトナート。すべてが無関係のわけがない。

　イファはかすかに震えながら、どうにか言う。

「とても、怒ったんじゃない……？」

「そうだ、怒ったのだ。怒って彼女はフォルトナートを殺そうとした。鬼の形ぎよう相そうで邸内を追い回した。フォルトナートは必死で逃げ、使用人にかばわれて殺されずにすんだが、絶望したラウラは自みずから暖だん炉ろに顔をつっこみ、その火傷のせいで死んだのだそうだ」

「っ……！」

　あまりのことに、イファは言葉を失うしなってうつむいた。

　はたから見ても見てわかるほどに震えるイファの肩を、傍らのアーセルがかき抱く。

　アーセルはイファを励ますように手に力をこめ、熱心に語りかけた。

「イファ、勘かん違ちがいするなよ。これはお前の前の代の人形の話だ。お前自身が何かやったわけじゃない。それに、先代の人形だって、単に恋をしただけだろ？　勝手に騒いで自滅したのは周りの奴らだ、全部そいつらの勝手だよ！　お前が責任感じることなんてない」

　アーセルの言葉は力強く、イファの心にじんわりとしみた。

　でも、違うのだ。何かが違う。

　なんと言ったらいいのかわからない、どう言ったら通じるのかわからない。自分でも自分の気持ちがはっきりとはわからないまま、イファはどうにか顔を上げ、アーセルに訴える。

「違う……違うんだよ、アーセル。私、なんにも知らなくて……フォルトナートに、ひどいことばっかりしてて……」

　イファが切なげに告げると、アーセルは勢いこんで言い返した。

「だからどうした！　フォルトナートの奴、どうせ親のことの逆さか恨うらみで、お前につらく当たってんだろ？　俺は忘れてないぞ、お前がまともじゃない手段で連れ去られたこと！　ヘィディだって……彼女だって……！」

「あ……」

　アーセルの瞳に涙がにじみ始めるのを見て、イファの中にも悲しみが湧き上がった。

　ヘィディ、イファの創造主。彼女を殺したのはフォルトナートだ。

　もろくて残ざん酷こくなフォルトナート。彼のやったことは消えない。絶対に消えない。

　ならば憎みたい、はっきりと恨んでしまいたい、けれどイファの心は勝手にためらう。

（どうしよう、ヘィディとアーセルが好きなのは昔と一緒なのに、私は変わってしまった。身体だけじゃない、心も確実に変わっちゃったんだ）

　イファが固く目を閉じて考えているのを眺め、バラッドが口を開いた。

「人形師の彼の言うとおりだ。フォルトナートの過去はある程度同情に値する。だからといって現在の彼のすべてが許されるわけではなかろう」

　一度言葉を切って、バラッドは辺りの人形たちを眺めわたす。

　巨大な宝箱に座った少女人形が、目を潤うるませてうなずいている。魚の顔をした騎士が、うやうやしくバラッドの手をとって彼を立たせる。

　バラッドは彼の愛しい人形たちをすべて眺め終わると、イファたちに視線を戻して告げた。

「我々は──我々、水葬都市の人形は、フォルトナート・デ・サンクトゥスを殺す」

　殺す？

　その言葉の意味が一瞬わからず、イファは瞬まばたいた。

　そしてすぐに床から飛び起きて叫ぶ。

「なっ、なんで！　どうしてバラッドがフォルトナートを殺すの？」

　対するバラッドは自分の細いあごに触れながら、囁くように言った。

「フォルトナートは両親が死んだ事件以来、人形の存在そのものを憎んでいる。成人して社の実権を自分の手に取り戻してから、彼はせっせと人形を買い集めてはこの街の水に沈めているのだ。この街は今やその名のとおりの水葬都市と化している。──気に食わないのだよ、わたしは。人形師としてのわたしはこのうえなく人形を愛しているし、人形としてのわたしも、泣きやめない子供に壊されてやるほどおとなしくはないのでね」

　バラッドの言葉に、イファは言葉を吞みこんだ。

　確かにそうだ、イファも目の前で見た。フォルトナートがユーリーを大運河に落とすところを。フォルトナートは人形すべてを憎んでいると言い切り、イファをもいずれ殺すと言った。

　フォルトナートは間違いなく、人形の敵てきだ。

（でも……私、フォルトナートには死んでほしくない）

　彼が死んだら、イファはきっと悲しい。悲しくて、悲しくて、絶対にしあわせになんかなれない。イファはフォルトナートが悪い夢に囚われて苦しんでいたのを知っている。

　彼だって、悲しい運命に巻きこまれただけなのだ。

（フォルトナートを殺す他に、何か手はないの？　もっとみんながしあわせになれる方法は）

　必死に考え始めるイファの横で、アーセルはじっとバラッドを見て言った。

「──なるほどな。それで俺たちを……っていうか、イファを助けたってわけか。確かにフォルトナートに所有されてる人形なら、色々とあんたらに協力できそうだ」

「そのとおり。あとはイファ、お前の意思次第だ。わたしに協力してくれるかね？」

　バラッドがイファに決断を迫る。はやる心をどうにか静めて、イファは考える。

　ほんの数カ月で得た知識と、自分が感じてきたことを順番に並べて、自分が後悔しない答えを探す。

　やがて心を決め、イファはバラッドを見上げた。

「バラッド。私の魔抱石を持った人形は、『いつも』悲しい運命をたどるって言ったね。それは、先代の人形の前からそうなの？」

「そうだ。お前の石はかつて大いなる力を持った魔ま導どう師しの持ち物だったという。太古には世界をすら操ったという石──今は静かに眠りながら、人形として目覚めれば悲恋を呼ぶのだ」

　バラッドの答えは、イファの予想からそう遠く離れてはいなかった。イファはうなずく。

「……そう。じゃあ、フォルトナートも私の魔抱石の犠ぎ牲せい者しやだね」

「おい、イファ、だからそんなふうに考えるなって！」

　アーセルが怒ったように叫ぶが、今度はイファも退ひかなかった。

　ここで退いたらフォルトナートが殺されてしまう。瞳に真剣な色を宿し、イファは言う。

「でもそうだろ、アーセル。私の石が、フォルトナートに人形を憎むきっかけを与えちゃったんだ。フォルトナートを殺したって、またどこかに同じように私を、そして人形を恨む人間が生まれるかもしれない。そんなの、私は嫌だ！」

「なるほど、正論ではある。それではお前はどうする？　水路にでも身を投げるのかね？」

　うっすらと笑いを浮かべたままバラッドに言われ、イファは慌ててぶんぶんと首を横に振った。そして何度かためらってから、小声で──それでもはっきりと告げる。

「私は──私が、フォルトナートを、愛してみようと思う」

「……は、はあ!?　な、なんだよそれ！　……っ、い、いてててて……」

　おもしろそうに笑みを深めたバラッドとは対照的に、アーセルは飛び起きかけて痛みに転がる。

　イファはアーセルに心配そうな視線を投げながらも、ぽつぽつと告げた。

「まだ、私には色んなことがよくわかってない。愛するって、どういうことなのかも──多分まだ、本当にはわかってないんだ。でも、私はフォルトナートが殺されるのは嫌だ。彼の目を見ていると、その奥に何があるのか知りたくなって……その奥にあるものが、すごく悲しいもののような気がして、いたたまれない。もっと彼を知りたいし、彼に、普通に笑っていてほしい。そうじゃないと、私は多分しあわせになれない。……これはきっと、愛だよね？」

　イファが語るにつれて、アーセルの顔はみるみる苦しげなものに変わっていく。

　見ているイファも心が痛んだが、それでも、自分が本当のことを言っている感覚があった。

　バラッドはそっと白いまつげを伏せ、もう一度目を開けて微笑ほほえんだ。

「恋は流行はやり病やまいだが、愛は不治の病だよ、イファ。お前の中にも病びよう魔まは潜ひそんでいるようだ」

　そして視線を上げ、バラッドはイファの頭に手を置いた。彼は優しく続ける。

「ひとついいことを教えてあげよう。わたしはずっとお前の石を見守ってきた。お前の先代の人形が滅びたとき、その石を救い上げたのもわたしだ。わたしはお前の石が好きでね。いつかお前の石がその運命から逃のがれ出る日を見たいと望み、救った石を人形師の集つどう闇やみ市いちへ流したのだ。……そして待った。お前の石を人形に仕立てられる人形師が現れ、お前が新たな形を持って帰ってくることを」

　バラッドの言葉が自然に身にしみてきて、イファは深くうなずいた。

「だから、私に『久しぶり』って言ったんだね」

「そうだ。お前が少年の格好をしているのには、少しだけ驚いたがね。こんなことは初めてだった──そしてお前の心も、今までとは違う。かつての人形たちは、必ず恋の相手とすれ違って愛あい憎ぞうを生んだ。しかしお前は、お前を憎んでいるフォルトナートを真っ向から愛そうという。お前を作った人形師は、ずいぶんと変わった教育をほどこしたようだね。お前の運命は明らかにずれ始めている。とてもおもしろいことだ。──もしもその愛が実れば、本当に運命が変わるかもしれない」

「じゃあ、じゃあ……バラッド、私に協力してくれないかな。フォルトナートを殺さないで、この街の運命を変えるために」

　イファに言われ、バラッドは少しばかり沈黙した。

　周囲の人形たちが心配そうにバラッドを見やり、ゆらゆらと身体を揺らす。

　やがてバラッドはうっすらとした笑いを取り戻すと、音楽的な声で囁いた。

「よかろう。ただし、お前が失敗したら、そのときはわたしがフォルトナートを殺すよ」

「──うん。それでいい。アーセル。アーセルも、私に力を貸してくれる？」

　イファが視線を投げると、アーセルは歯を食いしばってうつむいてしまった。

　イファは心細くなり、アーセルに歩み寄って顔をのぞきこむ。

「アーセル、どうしたの？　傷が痛むの？　え、ちょっと！」

　途端にアーセルにぎゅっと抱きしめられて、イファはうろたえた。戸と惑まどいはするものの、アーセルはけが人だ。振り払うわけにもいかずに困り果てていると、アーセルは苦しそうに顔を歪めたまま、イファの肩口に顔を埋めてつぶやく。

「しばらくこうしてろ！　気がすんだら、あとはしぶしぶ協力してやるから！　あーやだやだ、どうしてこんなに貧乏くじなのかねぇ、俺は……」

「……？　貧乏くじって……あれ、アーセル、ひょっとして……え、え、えええ……？」

　何かに気づいて真っ赤になり、イファは必死にアーセルを抱き返した。

　途端にふっと優しい気分になって、心が柔らかに震える。

　やっぱりイファはアーセルが好きなのだ。

　でもこの好きは、フォルトナートへの好きとは違う。確実に、違う。

（愛ってなんだか、残酷だ）

　そう思うとイファはまた少し、泣きたいような気分になった。
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　イファが消えてから十日目。フォルトナートはついに折れた。

「……くだらん」

　目的地に向かいながらも、つい苦々しいつぶやきが出てしまうのは仕方がない。

　フォルトナートはこの街で人捜しをするなら本来一番に頼らねばならない存在、そしてフォルトナートが一番無視したかった存在──バラッドに協力を仰ぐことにしたのだ。

　大運河の中なか州すにかすかな風が吹き、フォルトナートの金髪を揺ゆらす。

　彼はふたりの部下を従したがえ、中州に立つ塔とうの前へと歩み寄った。

　塔は薄紅の石でできた直方体の建築物で、外から小さな窓を数えると全部で七層あることがわかる。柔やわい下草がまばらに生えた中州の真ん中に、塔はぽつんと建っていた。

　細い踏みつけ道を歩いて近づいていっても、辺りはしんと静まり返っている。

「──人形ども、姿が見えませんね」

　部下に声をかけられ、フォルトナートは目を細めた。

　塔の入り口に立つと、ひと一人がぎりぎり通れる大きさの扉を、様々な石像が囲んでいるのがわかる。華か美びな防具をつけ、武器を持った鳥ちよう獣じゆうたちの像だ。

「どうかな。何せ奴らは生きていない」

　フォルトナートが冷たく言い放つと、すぐに足下で甲かん高だかい声があがった。

「失礼な！　生きてるよ、お前たちとはちょっと違う方法でさ！」

「うわっ、なんだ!?」

　フォルトナートの部下がぎょっとして一歩後ろへ下がる。

　その足下でちょろちょろしているのは、男たちの膝ひざ辺りまでしかない猫だ。美しい甲かつ冑ちゆうをつけ、小さな槍を持った二足歩行の猫。

　瞳以外の色や質感はどう見ても石像だが、生き生きとした銀色の目を上げてフォルトナートを見ているさまは、あきらかに『魂たましい持もち』の人形であった。

（扉の飾かざりに隠れていたな。いずれ人間になるかもしれないものを、こんな形に押しこめるとは悪趣味な……バラッドのやりそうなことだ）

　フォルトナートは場の異様さに不快感を覚えながら、声だけは冷静に言う。

「バラッドに伝えろ、フォルトナート・デ・サンクトゥスが会いに来たと」

「へへん、偉そうに！　たかが人間がふんぞり返りやがって、勘かん違ちがいするんじゃないよ！　バラッド様は人形の王だ、ここは王宮だよ？　それなりの礼儀を見せたらどうだい！」

　ふんぞり返る猫の人形を見下ろし、フォルトナートはあっさりその場に片膝をついた。

　ふたりの部下は慌あわてて囁ささやく。

「フォルトナート様、そんな人形相手にそこまでなさることは……」

「黙だまっていろ」

　フォルトナートはぴしゃりと言った。

（ばかどもめ。人形どもはいつでも芝しば居いをしているようなものだ。芝居で膝をついて傷つくものなど何もない。──ジョヴァンニならすべて察して、こんなことは言わなかったな）

　頭を垂たれながらフォルトナートはいらいらと思う。

　今回、ジョヴァンニは仕事を任せて本社のほうへ置いてきた。イファが逃げた一件で怒ど鳴なりつけてから、フォルトナートとジョヴァンニの間には気まずい空気が流れたままだ。

　以来、イファのことに関してはジョヴァンニ抜きでやることになっているのだが、フォルトナートの神経はささくれる一方だった。

　さて、一見殊しゆ勝しように見えるフォルトナートを眺ながめ、猫の人形は何度か首をひねる。

「お前は人形をばかにしてるな？　本当にわかってるのか？　この水すい葬そう都と市しにどれくらいの人形がいるのか。この街にいるほとんどの人形と、元人形だった人間は、バラッド様のご意志から逃げられない。すべての人形が反逆したら、お前だって生きてはいられないんだぞ！」

「知っているとも。だからこそ、こうしてわたし自みずから頼み事に来ている」

　淡たん々たんと言われ、猫は瞳をぐるぐる回してからフォルトナートを手て招まねいた。

「まあいいや、お前だって人間の王だし、お前がそろそろ来るのはバラッド様もわかってた。街中の人形が見てたからな。さ、入りな。あ、ただし、お前ひとりでな！」

　部下には入るなというのだ。戸と惑まどった部下に、フォルトナートはそっけなく言う。

「お前たちは先に帰れ。夜になってもわたしが戻らなければ、ジョヴァンニにその旨伝えろ」

　複雑な表情をしながらも、ふたりの部下はあっさり引っこんだ。

　心配はしていても、部下たちはフォルトナートの言葉には逆らわない。フォルトナートに逆らってまで彼を守ろうとする可能性があるのは、せいぜいジョヴァンニくらいのものだろう。

（思えば寂さびしい人生だな）

　不ふ意いにフォルトナートはそんなことを思った。

　両親を失い、兄弟もなく、女を本当に愛したこともない。誰もがどこかうっとりしたような、おびえたような瞳でフォルトナートを見て、しかしフォルトナートは何も感じず、それでおしまい。

　きっとこのままひとりで死ぬのだろうと思う。

（しかしわたしはそれで充分だ。愛だの恋だのがなんの役に立つ）

　そう思いながらも、なぜか今は胸苦しい。タイを指でゆるめながら、フォルトナートは猫の人形について塔の中に入りこむ。すぐに背後で扉が閉まり、視界は闇やみに吞のまれた。

「──明かりはないのか」

「今つけるさ、ちょっと待てよ！」

　答えた猫の声は妙みように遠くで聞こえた。フォルトナートが怪あやしんで声のほうへ視線を向けたとき、いきなり辺りをまばゆい光が支配する。

「っ……！」

　目を灼やかれ、フォルトナートは瞳を腕でかばった。

　瞳の痛みが引き、どうにか視力が戻ってきたころ、不意に四方から音楽が沸わき上がる。

　華やかで陽気なダンス曲、幻のような衣きぬ擦ずれと笑い声が耳を打った。

　フォルトナートは呆ぼう然ぜんと目を見開き、辺りを見渡す。

　バラッドの塔の一階は、丸ごと舞踏場と化していた。

　飾りつけられた室内、窓の向こうには機械仕掛けの月が出て、じわじわと居場所を変えている。室内では多くの貴人と貴婦人の人形が、すばらしい正確さで踊り続けていた。

「……派手なお出迎えだが、わたしには遊んでいる暇はない。お前、バラッドはどこだ」

　手近な人形に訊きいてみるが、人形はパートナーと笑いあうのに忙しいようだ。返事はない。

　フォルトナートはいらいらと舞踏場を通り抜けようとして、一体の人形とぶつかった。

「どけ……っ！」

　乱暴に人形をどけようとして顔を上げ、フォルトナートは目を瞠みはる。

　目の前の人形には顔がなかった。いや、真っ黒で目鼻のついていない仮面をかぶっているのだ。

　成人男子の形をした人形は、どこかずんぐりとしていて、こっけいな雰囲気がある。

　人形に目の前で親しげに両手を広げられ、フォルトナートは一気に青ざめた。

　──これは自分の父親だ！

　そのシルエットが、所しよ作さが、あきらかにフォルトナートの父のものなのである。

　黒い仮面の上に父の顔が浮かんでくるようで、フォルトナートは無意識に数歩後ろへ下がった。父を模もした人形は、笑うように首をかしげて自分のあごをなでる。

　──どうした、フォルトナート。大人おとなの夜や会かいだからってすくんでるのか？　確かに、お前の実力で出た夜会じゃないからな。だけどお前は俺の息子だ。生まれも実力のうちなんだぞ

　そう言っていた父の声が、妙に生々しく耳の奥でよみがえる。

　頭がくらくらした。時間が巻き戻っていくような感覚。辺りの作り物の喧けん噪そうも、過去の記憶と入り交じって本物の夜会の生々しさを増していく。

「くそ……！　とんだおふざけだ！」

　珍めずらしく口汚くののしって、フォルトナートは父の人形を横へ押しのけて舞踏場を横切った。

　笑いさざめく人々の木霊こだまを背負い、薄暗い階段室へと踏みこむ。

　階段室の壁に埋うめこまれた燭しよく台だいで蠟ろう燭そくが燃え、階段を上るフォルトナートの影をいくつも壁にばらまいた。やけに響ひびく自分の足音で頭がますます痛くなる。

　二階に着くと、今度はひどく静かなのが気になった。

　がらんとした広い部屋の真ん中に、虚うつろな目の木馬や、ばらばらになった金属製のパズルが転がっている。玩具おもちやに囲まれているのは一体の少年人形だ。

　彼はやはり黒い仮面をかぶり、美しい女性の細さい密みつ画がを熱心にのぞきこんでいる。

（──今度はこれがわたしか？）

　フォルトナートは直感する。

　仕事で飛び回る父親、夜会で飛び回る母親。『いい子』のフォルトナートは寂しいとは口にせず、代わりに母の細密画を宝物にしていたものだ。父に見つかると『男らしくない』と言われそうだから、こっそりと隠して持っていた。……これは自分の影かげ絵えだ。

　鮮あざやかな怒りが胸に湧わき上がり、フォルトナートは次の階段に駆かけ寄って叫んだ。

「バラッド！　貴様、どんな手を使ってわたしの過去をのぞき見た？　こちらは礼儀を尽くしてやってきたというのに、貴様はわたしをこんな回りくどいやり方でばかにするのか！」

　フォルトナートの声がわんわんと階段室に響き、壁に張りついていたガーゴイルの石像がいきなり美しい声で喋しやべった。

「ばかになどしているものか。ただ、君があらかじめ迷路の中にいただけだ。早くそこから出ておいで。そうでなくては、わたしは君と一生出会うことができんのだよ」

「ほざくな！　バラッド、そこか!?」

　フォルトナートがガーゴイルに手をかけると、今度は次の踊り場のガーゴイルが声を出す。

「こっちだとも。おいで、フォルトナート。人形の街の水葬王よ」

（あくまで最上階まで来いということだな）

　ならば行ってやろう、とフォルトナートは思う。

　ここでバラッドの出方を待つには、湧いてきた怒りが強すぎた。大体こんなところで立ち止まったなら、背後に置いてきたあの過去の夜会に、過去の子供部屋に、追いつかれてしまいそうな気がするのだ。

　フォルトナートは階段を上り、四つの部屋を通り抜ける。

　すべての部屋はからくり仕掛けの舞台になっていて、人形たちがフォルトナートの過去を演じていた。部屋を通り抜けるたび、フォルトナートは過去を思い出す。

　父が水葬都市の元げん首しゆとなった日のこと、人形たちが家にやってきた日のこと、あの人形のお披ひ露ろ目め会、ボックス席のような小部屋から舞踏場を見下ろしていたフォルトナート──そして人形が恋をして人間となり、すべての運命を狂わせたときのこと。

（あの人形さえいなければ！）

　歯を食いしばって足早に歩くうち、フォルトナートは胸の奥でかすかな泣き声が聞こえてくるような錯さつ覚かくに陥おちいった。胸の中で誰かが泣いている、高く細い声で泣いている。あまりにずっと泣き続けていたので、声はフォルトナートの鼓こ動どうに混じってしまっていた。

　その泣き声が最高に大きく響いたとき、フォルトナートは塔の最上階にたどり着いた。

（あの──イファさえいなければ）

　息を切らせながら、フォルトナートは考えている。

　この呪のろわしい過去を切り捨てるために、彼女を殺す。

　その幻想にだけすがって立っている。

　階段を上りきり、最後の部屋に入った。そこでは赤々と暖だん炉ろが燃えている──いいや、これもからくりだ。薄くて赤い美しい布が、はりぼての暖炉の中で風に揺らめいているだけだ。

　そして壁中には仮面がかかっていて、ひとりの女が、暖炉の前に立っていた。

　フォルトナートに背を向けて立つ女。真っ赤なドレスをまとっている。

「ああ……」

　フォルトナートの口から勝手に苦しい呼吸が零こぼれる。

　頭痛が一段とひどくなった。目の前の光景がぐらりと揺れる。

　仮面、仮面、仮面──どこを見ても仮面でいっぱいだった母の部屋を思い出す。

　イファの先代の人形が死に、父が嘆き悲しんですべての仕事を放ほう棄きした後、母は顔に傷を受けた。以来、彼女は仮面をつけて自室に閉じこもり、フォルトナートを手元から放さなくなったのだ。

　幼おさないとはいえ、フォルトナートは薄々事情がわかる歳だった。

　フォルトナートは母の悲しみを知っていた、そのつもりだった。

　フォルトナートは母の悲しみを癒いやしたかった、できるつもりだった。

　──母様、その仮面をとって

　幼いフォルトナートは心の中で囁いたものだ。

　──とったら、もう少ししあわせになれますよ

　──仮面をとっても、僕はそばにいますよ

　──あなたは少しも醜みにくくなんかない

　フォルトナートはそう言いたくて、母の仮面をこっそりと取った。

　だが母はもう

　すっかりとフォルトナートの手には届かないところに

　いて

「フォルトナート」

　女の声がフォルトナートを呼ぶ。

　フォルトナートは動けない、指一本すら動かない。

　視界の中でどんどんと女の背中が大きくなって、辺りいっぱいに広がっていく。

　女が振り向く。

　ゆっくりとこっちを向く。

（やめてくれ、振り返らないでくれ！）

　フォルトナートは叫ぼうとするが声が出ない。瞬まばたきもできず、ただ女を凝ぎよう視ししている。

　振り返った女は案の定、仮面をつけていた。女の白い手が動き、仮面を取ろうとする。

　フォルトナートは数歩前へまろび出て、渇かわききった喉のどから声を絞しぼり出した。

「よせ、それを取るな！　僕は取れなんて言ってない！」

　過去と現在が意識の中で入り交じり、いささか口調が幼くなる。

　しかし女はフォルトナートの言うことなど聞かず、仮面を取ると──床へ落とした。

　がしゃん、という音がして、仮面は床に落ちると粉々に砕け散る。

　同時に、フォルトナートは息を吞んだ。仮面が砕けた衝しよう撃げきで、少しだけ頭がはっきりする。

（おかしい──昔は、仮面は砕けなかった）

　普通、仮面は獣けものの革を型に押しつけて作るものだから、あんなふうには砕けるはずがないのだ。

　フォルトナートは、半ば我に返って女を見る。

　ドレスの色が変わっていた。赤から──白へ。

　実際にはただ、上に羽織っていた上着を床に落としただけなのだが、フォルトナートにはわからなかった。代わりに、白い色がじんわりと目にしみた。まるで朝の光のように。

　薔ば薇らのレースを縫いつけた美しいひだをいくつも重ね、細い腰を白いコルセットで締しめ、袖そでを愛らしくふくらませたドレスは清せい楚そな少女のためのものだ。同じく薔薇レースの首飾りと手袋、ドレスにかかる粒ぞろいの真珠で飾られていたのは、銀の髪を結い上げ、赤い瞳でフォルトナートを見ている少女。

　彼女の白い肌には傷ひとつない。瞳には憎悪の欠片かけらもない。

　これはイファだ。

　そう知った途端、フォルトナートは強烈な安あん堵どを覚える。

　体が端から崩くずれそうな感覚に抵抗できず、フォルトナートは震ふるえる息を吐はき出した。

「さっきの仮面、陶器で作ったやつだったんだ。砕けて、なくなっちゃったね」

　イファの声がフォルトナートを正気のほうへと引きずり戻し、彼はかすれ声で問うた。

「……イファ、お前はなんのためにこんなことをした？　わたしへの恨みからか」

「ううん。フォルトナートに会いたかったからだよ」

　イファにあっさりと言われ、フォルトナートは反射的に眉まゆ根ねを寄せる。

　このうえなく真剣な顔で、イファは言う。

「フォルトナートは、お母さんに、自分のことを見てほしかったんだね。仮面ごしなんかじゃなく、自分の投とう影えいなんかでもなく、フォルトナート自身を」

　いきなりの予想外の台詞に、フォルトナートは軽く目を瞠った。イファは続ける。

「ずっと不思議だったんだ。フォルトナートの目の中で輝いている、綺き麗れいで悲しいもの。あれは一体なんなんだろう、って。──今わかった気がするよ。あの光は、あんたの魂だ。小さい子供のまま置き去りにされちゃった、悲しい魂だ」

　イファの声を聞くと、不意にフォルトナートの胸の奥で聞こえていた泣き声が大きくなった。胸が痛い、呼吸が乱れる──フォルトナートは自分のシャツをつかみ、どうにか立ち続ける。

（ばかな、お前がわたしの母のことなど知るものか、お前はただのからくりだ！）

　そうだ、フォルトナートですらはっきりとはわからなかった母の気持ち、自分の気持ち。

　人形などに簡単にわかられてたまるものかと思う。

　やはり駄だ目めだ、こんなふうに自分の心をかき乱す人形など駄目だ。

　壊こわすしかない、連れ帰ってこれを壊すのだ。

　屈くつ辱じよくがくすぶっていた怒りに火をつける。フォルトナートはイファに片手を伸のべた。

「来い、イファ」

　ぎらつくアイスブルーの瞳でねめつけられても、イファは目をそらさなかった。

「うん」

　こくりとうなずき、一歩を踏み出す。

　彼女は迷いなくフォルトナートの手を取ると、ふわりと彼の腕の中に飛びこんできた。

　あまりに無む防ぼう備びな所作に、フォルトナートは一瞬悪お寒かんすら覚える。背筋を這はい上った冷たいものが、全身の震えに変わりそうで歯を食いしばる。

　イファは細い指で彼にしがみつき、そっと顔を上げた。泣きそうな笑顔でイファが囁く。




「フォルトナート。好きだよ」




　優しくて、柔らかくて、少しも本心を隠していない声。

　フォルトナートは一瞬言葉の意味を認識できない。

　好き。

　それは、どういう言葉だった？

　イファはなおも優しすぎる声で言う。

「ずっと、わかんなかった。私はあんたについてどう思ってるのか……全然わかんなかったんだ。わかんなくて、考えた──あんたを殺してしまおうかって。でも、駄目だった。私はあんたの笑顔が好きだ、皮肉なところも、孤こ独どくで寂しいところも、私を憎んでるところだって、ちょっと怖いけど綺麗に見える。──だからもう、しょうがないよ。私はあんたを愛することにする。……私はここにいるから、そこから、出てきてよ」

　そこって、どこだ？　この暗い過去のことか？

　多分、そうだ。

　自分を見ていなかった母親はもういない。愛してほしかったようには愛してくれなかった、あの母親はもういなくて──いるのは、ただ柔らかに『好き』と繰り返すイファだけ。

　イファの言葉が重なるたび、フォルトナートの中で快と不快が同じだけかさを増す。

　苦しい、嬉うれしい──いや、ばかな。何が嬉しいものか。この全身を支配する寒気は、目の前で展開された茶ちや番ばん劇げきのあまりのくだらなさに対する吐き気だ、それ以上でも以下でもない！

　フォルトナートはイファの肩に手を置き、うっすらと笑って囁いた。

「──そんな言葉で、わたしがお前を殺すのをあきらめると思うのか？　ばかな。恋だの愛だのがどれほどのものだ？　そんなものはお前の目にしか見えない幻だ」

「……そうかもね。でも、人形の恋は一生に一度だけ。私にとっては、醒さめない夢なんだよ」

　イファはそういって、ふんわりと微笑ほほえむ。

「私はあなたで終わりでいい」

　あまりにもばかばかしい、いかにもありがちな安い歌か劇げきの台詞せりふだった。

　怒っていいのか、笑っていいのかわからず、フォルトナートの唇くちびるは震える。

　確かなことはひとつだけだ、フォルトナートは愛されている。

　おそろしく純粋に、まっすぐに、捨て身で愛されている。

　頭がくらくらした。思わず泣きそうな気分になって、我知らず歯を食いしばった。

　何が愛だ、何が恋だ、そんな生臭いものをさも美しいもののように口に出し、無防備にすべてを投げ出して、そうやって美しくいられるのはイファが人形だからだ。

　フォルトナートはそんなにも美しくは生きられない。自分はひとだ、しかも実にくだらない人間だ、いつまでも過去の憎しみに囚われて、それにすがって生きている、弱い男。

　今更引き返すことなどできないのだ。今更ありがとうと微笑ほほえんで、この手を取れるわけがない。たとえそうしたとしても、くだらない悪党の自分は、きっとこの愛を壊してしまう。

　ならば自分にできることはひとつだけ、この愛が美しいうちに、芝しば居いじみた死ですべてを締めくくってやることだけだ！

「ならば、終わりにしよう」

　フォルトナートは囁き、上着のポケットから華きや奢しやなポケットナイフを取り出した。

　象ぞう牙げの柄えから刃を引き出し、空いた手でイファの片手を捕らえる。イファが顔を上げてフォルトナートを見る。潤うるむように光っていた赤い瞳が、はっとして見開かれる。

（こいつが言うように、本当にこいつがわたしに恋したのなら、体も完全にひとと化したはず。この程度のナイフでも殺せるはずだ）

　白い肌をナイフで切り裂けば、赤い血がほとばしってドレスを染めるはずだ。

　目の前に赤黒い血を幻げん視しして、フォルトナートは息を詰める。

　血で終わる、すべて自分に関わる愛の物語は惨さん劇げきで終わる、それが運命だ、あらがうな！

　そして心が萎なえる前にナイフを振り下ろす！

　──と、その手がイファに押さえられる。イファはそのままフォルトナートの腕をひねり、鮮やかにナイフを落とさせてしまった。

「な……！」

「残念でした、フォルトナート。そろそろこの身体にも馴なれてきたし、簡単に殺されてなんかやらないよーだ！」

　啞あ然ぜんとするフォルトナートの前でナイフを拾い、イファは小さな舌を出す。

　次に自分の体をぺたぺたと触ってうなずいた。

「あと私、まだぎりぎり人形の体のままだ。ナイフくらいじゃ死なないよ。……どう？　安心した？」

「安、心……？　一体何を言ってるんだ、お前は……！」

　一体どこから文句をつけていいのかわからず、フォルトナートは怒りのあまり口ごもった。

　次の言葉を探し出せないうちに、はりぼての暖炉の裏から男の声が飛んでくる。

「……そういうことだ。おい、それ以上やるようなら、俺も黙って見ちゃいねぇぞ」

「わたしもだよ。宮殿中の人形がお前を監視しているのを忘れないでほしいものだ」

　はりぼての後ろから現れたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらのアーセルと、いつもの薄笑いを浮かべたバラッドだ。

　フォルトナートはすべてを見られていたことに内心大いに動揺し、歯切れ悪く問う。

「バラッドに、時計技師！　これは一体どういうことだ！」

「どういうことも何も、なぁ。大変不本意ながら、イファの愛の応援団というか……」

　アーセルがものすごく苦い顔で言ったとき、不意に塔が大きく揺れた。

　誰もが大きく姿勢を崩し、バラッドが窓辺を見やる。

「おや、いいところだったのに。何だろうね。地震とは少し違うようだったが」

「って、何悠長なこと言ってんだよ！　尋じん常じようじゃない揺れだったぞ！　フォルトナート、お前何かやったのか!?」

　すかさずアーセルが窓辺に駆け寄り、偽物の星が出ている書き割りをめくって外を見た。

　この書き割りにかぎらず、塔の中を埋めたからくりと書き割りは、人形師であるバラッドとアーセルの共同作業で作られたものだ。

「うわっ、なんだこれ！　運河の水かさがすごく増えてる。この中州、吞まれそうだぞ！」

　アーセルが叫び、全員に緊張が走った。

　先ほどの揺れは、大きな波が塔の下部を洗ったときのものだったのだ。

「ばかな！　ここはわたしの街だ、わたしがそんなことをするものか！」

　これはさすがにからくりでも冗談ごとでもないと判断し、フォルトナートもどうにか気を取り直してアーセルの傍かたわらへ歩み寄る。

　見れば、窓の向こうにはアーセルが言ったとおりの光景が広がっていた。

　打ち寄せる青い水はとどまるところを知らず、なおも大運河の向こうから大小の波を打って迫ってくる。あり得ない光景に、フォルトナートはわずかに青ざめる。

「これは地下貯水湖から放水があったとしか考えられんね。そのような予定があったのかな、フォルトナート？」

　背後に歩み寄ったバラッドに言われ、フォルトナートは水面を凝ぎよう視ししながら即答する。

「放水の予定などあるわけがない。魔抱石を掘っていた時代からここの地下水は尽つきずに湧わいているし、今年は雨が多かった。今、大規模な放水などしたら都市全体が水に沈む」

　その答えを聞き、バラッドは目を細めた。

「──地下貯水湖の鍵を持っているのは、施設の担当者以外では？」

「わたしだけだ。……部下のジョヴァンニなら、持ち出せるが」

「ああ、あの子か。……これはわたしの失しつ策さくだな。わたしはお前がジョヴァンニもここへ連れてくると思っていたのだ。彼は別行動をしたのだね？」

　バラッドは眉み間けんを押さえて言う。彼の態度に違い和わ感かんを覚え、フォルトナートは鋭するどく問うた。

「バラッド、貴様はジョヴァンニを知っているのか？」

「当たり前だ。お前こそ知らなかったのかね？　ジョヴァンニはわたしが作った人形だよ。お前の父が買った人形の一体──あれはお前の母に恋をして、人間となったのだ」

「な……」

　いきなりの告白に、フォルトナートは目を瞠る。

　あまりのことに思考が止まり、次に妙な笑いが湧いてきた。

「は……は、ははははは！　何を突然言いだすかと思えば──ばかなことを言うな、人形。ジョヴァンニのことは幼いころから知っている。あれが人形であるわけがない！」

「なるほど。しかしお前は本当に知っているのかね？　彼がどこから来たのか。彼の家族構成は？　出身地は？　財産は？　恋人は？　彼は何を考えてお前に付き従っているのかね？」

　たたみかけるようにバラッドに言われ、フォルトナートは薄笑いを浮かべたまま答える。

「そのくらいすべて知っている。奴はわたしの部下だ。奴には『己おのれ』などない。命令されなければ動けず、常にわたしと同じことを考え、常にわたしのそばにいる……」

「ばかじゃねーのか、お前」

　うんざりした声でアーセルが言い、フォルトナートは眉をひそめた。アーセルは続ける。

「『己』のない人間なんているわけないだろ。夢だ、夢。単にお前がそいつのことわかってないだけだ。大体、俺は見たぞ。そのジョヴァンニとやらが、バラッドに逆さからえなかったとこ」

「私も見た。ジョヴァンニはバラッドをよく知ってるみたいだったよ」

　イファもためらわずにうなずく。彼女が噓を吐つけない性格であることはフォルトナートも知っている。途端に体が冷え、嫌な汗がこめかみににじんだ。

　フォルトナートは再度険けわしい顔で眼下を見下ろす。水位は今もじわじわと上がり続けている。目に見えてわかるようでは、相当の速さだ。

　歯を食いしばって身を翻ひるがえしたフォルトナートに、バラッドが訊く。

「ジョヴァンニを追うのかね？　お前が望むなら、わたしが彼を止めてあげようか？」

　フォルトナートは思わずかっとして振り返り、声を荒あらげる。

「黙れ人形！　元がなんだろうが、ジョヴァンニはわたしの部下だ。わたしが責任を取る！」

「結構なことだ。では、わたしの代わりにイファを連れて行きたまえ」

「なぜそんなことになる！　ただの足手まといだ！」

　いきなりの提案にフォルトナートは叫び、イファはびっくりしてバラッドを見る。

　バラッドは薄ら笑んだまま、顔を傾かたむけてフォルトナートを見つめていた。

「お前には信用できないところがあるからね。いざというときにこの街の人間を救って、人形を捨てるような道を選ばないという保証はない。もしものときの監視役としてイファを連れて行くなら、わたしの人形たちに人間の避難を手伝わせてやってもいいのだが──」

　バラッドの持ち出した交換条件は魅力的で、フォルトナートはぐっと言葉に詰まる。

　その隙にアーセルもまた、足を引きずってイファの肩を抱えた。

「イファが行くんなら俺もいく。イファに変なことしたら、ただじゃおかないからな」

　そしてイファは、心配そうな瞳でフォルトナートを見上げていた。

「フォルトナート、なるべく邪じや魔まにならないようにする。私、あんたを守るよ」

「勝手にしろ！」

　優しいイファの声を振り切るようにして、フォルトナートは叫んだ。足下がふらふらする。

　頭の中が混乱していた。何を信じて、何を疑っていいのかわからない。

　とにかく早くジョヴァンニに会わなくてはならない。そう、一刻も早く！
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「水が出たぞー！」

　小舟の船頭が声を張り上げる。

　水葬都市には高らかに警けい鐘しようが鳴り響いていた。美しい都市に張りめぐらされた運河の水位はどこもとうに危険域を超え、石畳をちゃぷちゃぷと水が洗っている状態だ。

　街の人々は慌てて家財や小舟を屋根の上へと押し上げている。

「なんてこったい、こんなの二十年前の大雨のとき以来だよ！」

「ありゃ先代の社長が元首だったときの話だ……若社長になってからはよくやってくださってたっていうのになぁ。また全部水みず浸びたしだなぁ」

　ぼやきながら作業をする人々の周りで、青い水はゆっくりと水位を増していく。

　そこへ不意に何者かが手を貸し、いとも軽々と小舟を屋根へと引きずり上げた。

「おっ！　なんだなんだ、ありがたい……っ！」

　街の中年男が汗を拭いて顔を上げると、首から上が馬の貴公子と目が合った。

「び、びっくりさせんなよ……。あんた、人形王んとこの人形かい！」

　驚おどろきのあまり屋根からずり落ちかける男をよそに、馬の顔を持つ人形は黙もく々もくと作業を続ける。中年男がおそるおそる辺りを見渡すと、他にもあちこちで異い様ような姿の人形が立ち働いているのが見えた。

「ははぁ……バラッドが動くようじゃ、本当にこの街全体が危ねぇってこったな」

　普段は傍ぼう観かん者しやを決めこむはずのバラッドの動きに、中年男が青ざめて独りごちる。

　そのころ、街の治水のすべてを任されているはずのフォルトナートは、イファたちと共にやっと水管理局の入り口へ着いたところだった。

「誰か、管理局長を呼べ！」

　水浸しになった玄関ホールをまっすぐに歩き、フォルトナートが叫ぶ。

　ところがまったく返事はなかった。だだっ広い白い石造りの建物に人ひと気けはなく、廃はい墟きよじみてがらんとしている。響くのは柱を洗う水音ばかり。

「フォルトナート……見て。これ……」

　イファの心細い声に、フォルトナートは視線を落とした。足下の水が薄紅色だ。

　赤い筋が渦を巻いて、ホールに立つ柱の後ろ辺りから流れてくる。フォルトナートはほとんど感情が麻ま痺ひした状態で靴を濡ぬらす水を蹴け散ちらし、柱を回りこむ。

　そこには、初老の男が倒れていた。見開かれた目と目の間には、銃じゆう創そうが口を開けている。

「うぇ、一発だな、こりゃ。こいつが責任者か？」

　アーセルの声をどこか遠くに聞きながら、フォルトナートは初老の男のポケットを探った。

「ああ、局長だ。他の人間は逃げたか、他の場所で死んでいるか、だな」

「フォルトナート、大丈夫？　警備のひととか、呼べないの？」

　イファが心配そうに訊く。フォルトナートは所長の死体から、水管理局の貯水湖管理施設の鍵を取り上げ、自分のポケットに押しこんで立ち上がった。とにかく、気がひどくせいている。

「呼べるが、この水だ。時間がかかりすぎる。お前は怖いならここにいろ」

「無理だよ。フォルトナートをひとりにするほうが、私には怖い」

「ならば好きにしろ」

　説得している時間はない。ひとこと告げてフォルトナートは急いだ。水に浸った中庭をのぞむ歩ほ廊ろうを走るように抜ける。

　視界の端に、奇妙なものがちらちらと映った。場違いに転がる人形のようなもの──死体だ。

　白い建物のあちこちに、投げ出されたような死体が半分水に浸かって転がっている。

　あれをすべてジョヴァンニが殺したというのだろうか。あの優しい顔で、穏やかな声で、繊せん細さいな指で、ただ淡々と……異様な姿だが、なぜかフォルトナートにはその様子が容易に想像できる。

　ジョヴァンニはまるで心がないかのように穏やかで、同時に残酷な男だったから。

（わたしは知っていたはずだ、ジョヴァンニに危ういところがあることを。……なぜことが起きる前に気づかなかった？　それとも気づきたくなかったのか？）

　ジョヴァンニの幻げん影えいを追いながら、フォルトナートは地下施設の入り口へとたどり着く。

　鉄扉の前にも死体は転がっていた。襟えり首くびとベルトをつかんでどうにか横へのけ、重い鍵を鍵穴へ入れる。硬い金属音が響き、鍵はゆっくりと回った。

「うっ……」

　分ぶ厚あつい鉄扉が開くと、途端に錆さび臭くさい蒸気が漏もれ出してフォルトナートは顔をしかめた。

　──いや、違う。これは錆の臭いではない、血の臭いだ！

　もがくようにして蒸気を顔の前からのけ、フォルトナートは闇に沈む階段を駆け下りた。

　アーセルとイファも後ろへ続き、やがて三人を地鳴りのような震えと、鈍い音が包み始める。

「おい、フォルトナート！　ここには水門の制せい御ぎよ室しつみたいなの、あるのか!?」

　痛みをこらえながらのアーセルの問いに、フォルトナートは振り返らずに叫び返す。

「そこへ向かっているところだ！　わたしがここを制圧したいなら、まず制御室へ行く！」

　水葬都市の命を握っているともいえるこの地下貯水湖管理施設だが、警備体制自体はさして厳げん重じゆうではない。わざわざ都市を破壊しようという行動力や主張のある人間など、今どき滅めつ多たにいないからだ。その油断を見事に突かれた形だった。

（しかし都市を滅ぼしてなんになる？　ジョヴァンニ、お前は何を考えている！）

　心の中で血を吐くように問いながら、フォルトナートはいち早く階段を下り終えた。灰色の廊下を迷わず進み、半開きになっていた鉄の扉を開け放つ。

　途端に、またもむっとするような血の臭いが襲おそってきた。

　わずかな吐き気を覚えながらも、フォルトナートは声を張り上げる。

「ジョヴァンニ、ここか？」

　返答は、ない。真っ暗な室内ではしゅうしゅうと蒸気の漏れる音が響くばかりだ。

　足を引きずって後ろに続いてきたアーセルが、角灯ランタンを室内へとつっこんで顔をしかめる。

「うわっ……ひどいな、こりゃ」

　薄ぼんやりと照らされた広い室内では、いくつもの人影が床に転がっているのがわかった。

　腹の底がじんわりと冷えていくのを感じながら、フォルトナートはむっとする暑い室内へと踏みこむ。壁に這はう管から漏れる蒸気をかき分け、倒れた局員をひとりずつ確認して回った。

「駄目……駄目だよ、フォルトナート……！　みんな、もう……」

　手しゆ布きんでどうにか蒸気を避さけながらついてきたイファが声を震わせている。

　確かに、息のある者はいなかった。誰もがためらいなく殺されていた。最後の局員の死を確認したとき、フォルトナートは遺体が一枚の絹を手にしているのに気づく。

　しゃがみこんで確かめてみると、それは上質な銀のチーフだった。

　見覚えのあるチーフの隅すみには、確かにジョヴァンニの名の頭文字が刺し繡しゆうされている。

（ジョヴァンニ──）

　一瞬、フォルトナートは呆然としていたのかもしれない。

　アーセルの鋭い声が飛び、彼はぎょっとして我に返る。

「おい、フォルトナート！　ここには生きてる奴は誰もいない！　あげくにジョヴァンニの奴、制御卓まで壊していきやがった！　このままじゃやばいよな？」

　見れば、アーセルは激しく蒸気を噴き上げる機械の計器をにらんでいた。

「ああ……ここの制御卓が壊れているなら、あとは水門まで行って、手動で閉めるしかない」

「ちっ、しょーがねー。俺はここの制御卓、どうにか直して放水が止まるようにしてみる。あんたは水門に行ってくれ！」

　アーセルは叫び、肩に背負っていた道具袋を床へと下ろした。

　猛もう然ぜんと道具を並べ始めるアーセルに、フォルトナートは問う。

「──やれるのか？」

「そりゃあもう、俺は機械工学の天才だからな！　やってやるさ、どうにかして！」

　アーセルは半分自や棄けのような勢いで叫び、フォルトナートをにらみつける。

「……お前の監視には、イファが一緒に行く。いいか、大事にしろよ、ほんとに、死ぬ気で大事にしろよ！　以上っ！」

　叫ぶだけ叫んで、アーセルは部屋いっぱいに広がる制御卓の陰に引っこんでしまった。

「アーセル……！　アーセルも、絶対に、元気でね！」

　イファが叫ぶと同時に、制御室の床がびりびり震え始める。

　アーセルに投げかけた感謝の言葉を吞のみこみ、フォルトナートは廊下に飛び出した。イファもすかさずそれに続く。廊下にも震えは宿っている。いや、地下施設全体が震えているのだ。

　──時間がない！

　ふたりは言葉もかわさず、鈍い水音が響くほうへと走り出す。
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　フォルトナートとイファが駆けていく廊下は、段々と細くなり、湿度ばかりが高くなる。

　イファは湿気でまとわりつく白いドレスの裾をつかみ、必死に廊下を駆けていく。

　やがて廊下の果てが薄明るく見えてきた。どうどうという音も耳を打つ。

　音の反響具合からして、この廊下はどうやら恐ろしく広い空間へ繫つながっているようだ。

　ついに廊下が途切れると、イファは軽く息を吞んで叫んだ。

「すごい……！　こんな大きな洞どう窟くつ、見たことない！」

　ふたりが出たのは、確かに建物というよりは洞窟の内部だった。

　地中に大聖堂がいくつか入りそうな規模の穴が空き、その壁一面に金属が打ちつけられている。壁の向こうは地下貯水湖なのだろう。一部に設けられた水門から、轟音をたてて水が落ちてきている。青い水はわずかに発光し、辺りを薄ぼんやり照らしていた。

　イファたちの進む廊下はそのまま洞窟を渡る細い橋となって、水門の脇辺りまで続く。

　そしてその橋の途中に、座りこんでいる人影がひとつ。

（きっと、あれだ。あれが……）

「ジョヴァンニ！」

　イファよりも先に、フォルトナートが高らかに叫ぶ。

　彼の声は洞窟に反響し、水音にもかき消されずによく通った。

　フォルトナートの声に反応して、橋の上の人影の肩がびくりと揺れる。

　白い顔が振り返り、にこやかな笑顔を形作った。

「フォルトナート様」

　穏やかに、優しくその名を呼んで、ジョヴァンニは立ち上がる。

　彼はいつもどおり微笑んでいるのに、いつもより無ぶ様ざまによろめき、水しぶきに濡ぬれた橋の手すりにすがって立った。その拍ひよう子しに、ジョヴァンニの身体からはぼたぼたと血が零れる。

　ジョヴァンニもここに来るまで、無傷ではすまなかったのだろう。

　フォルトナートは真っ白になった顔をひきつらせるように歪ゆがめ、濡れた細い橋に踏みこむ。

　イファも後に続くと、橋から下の水面までがあまりに遠いのでぎょっとした。足下で金属製の橋がぎしぎしと軋きしむ。

　洞窟の底に溜まった水は、水門からの放水によってどんどんかさを増している。ここに吐き出された水の一部が街へと流れこんでいるのだろう。

（これ……私、落ちたら終わりだ）

　さすがに魔抱石の位置がぞっと冷たくなる。バラッドにもらった人形用の靴が防水性に優れていたおかげで、ここまでは濡れた廊下を歩いてもどうにかなった。

　しかし水の中に落ちれば、もちろんひとたまりもない。

　視界をかすませる水しぶきのせいで、肌にぴりぴりと痛みが走る。

「ジョヴァンニ、お前は……」

　一方のフォルトナートには、ジョヴァンニしか見えていない。フォルトナートが話しかけようとしたとき、ジョヴァンニは笑顔で片手を上げた。

　わずかに発光する青い水が、ジョヴァンニが手にしている銃を光らせる。

「フォルトナート！　危ない！」

　イファの叫びの直後、乾いた銃声が響いた。

　ジョヴァンニの銃じゆう弾だんはフォルトナートの肩をかすめ、白いスーツに血がにじむ。

　このままでは危ない、イファはすぐに前へ出ようとするが、フォルトナートはイファを手で制した。

「よせ。今は手を出すな」

　彼の声があまりに厳しいものだったので、イファは息を吞んで立ち止まる。

　フォルトナートはごくゆっくりと上着の下へ手を入れ、二本の指で拳けん銃じゆうをつまみ出すと、足下へ置いた。そしてそのまま両手を横に広げ、ジョヴァンニのほうへ歩み寄る。

　盛大な水しぶきがかかる場所まで行って立ち止まり、フォルトナートはどうにか落ち着いた声を出して話し始めた。

「ジョヴァンニ、わたしは丸まる腰ごしだ。──少し、話をしないか？　最近は落ち着いてふたりきりで話すことも少なかっただろう」

　真剣そのもののフォルトナートに、ジョヴァンニは微笑みながら応じる。

「そうですね。最近のあなたは、わたしを疑っていらしたから」

「いや、それは違う。わたしはお前を疑ってなどいなかった。ただ、そうだな──イファの件で勝手に戸と惑まどい、自分に自信がなくなっていただけだ。八つ当たりで、お前にはつらく当たったな。……すまなかった」

（フォルトナート、珍めずらしくすっごく素直だ。ジョヴァンニのことが、本当に大事なんだな）

　イファはちょっと驚いて考える。一方で胸の不安はどんどんと大きくなった。

　イファはジョヴァンニが冷れい酷こくにアーセルを撃うったのを知っている。

　果たしてジョヴァンニはフォルトナートの言葉を聞くと表情をなくし、白茶けた顔になる。

「フォルトナート様──バラッドにお会いになったんですね？　もうご存じなんでしょう？」

「お前が元人形だったということか？　それなら聞いた。しかし、お前はわたしの部下だ」

　力をこめて言い、フォルトナートはゆっくりとジョヴァンニに片手を伸べた。

　ジョヴァンニは無表情にその手を見つめる。

「なんですか？　わたしに、あなたに差し上げられるものなどありませんよ」

「来い。帰ろう、ジョヴァンニ」

「…………帰る」

　ぎこちなく言って首をひねり、やがてジョヴァンニの顔はゆるゆると笑顔になった。

　いつもの優しげな笑顔で彼は言う。

「ああ、あなたは勘違いしているんですね？　わたしはあなたが嫌いです、フォルトナート様。ずっと昔から、大嫌いでした」

　感情のない声が、水音にも紛まぎれず孤独に響いた。

　フォルトナートはわずかに痛みを感じたように目を細め、伸べた手をのろのろと下ろした。

　それを見てジョヴァンニはやっと安心したようで、微笑みながら饒じよう舌ぜつに語りだす。

「わたしが心から愛していたひとはただひとり、あなたの母上だけだ。買われてすぐに、わたしはあの方に恋してひとになったのです。けれどあの方はわたしなど愛してはくださいませんでした。あの方は人形をさげすんでいた。あの方が愛していたのは、夫と子供──そう、あなたの父上と、あなたご自身ですよ、フォルトナート様」

　ジョヴァンニの声は憎しみのために艶つやを増し、瞳は闇そのもののように深くなった。

　フォルトナートは黙って、このうえなく真剣な面おも持もちでジョヴァンニを見つめ続ける。

　自分の母を愛した人形のなれの果てを、じっと見つめ続ける。

「わたしの気持ちが想像できますか？　できないでしょうね、あなたは人間だ。あらかじめ、たくさんのものを持っている。わたしはひととなった後も使用人としてあの家に居続けて、ずっと見ていたんですよ。ラウラへの愛を忘れたふりで、ずっと見ていた。ラウラに愛されるあなたを見ていた。わたしには一度も手に入らなかった愛を全身に浴びながら、『両親が死んだ』などといって嘆なげき悲しんでいるあなたを見ていた。どんな気持ちかわかりますか？　あまりに憎くて、毎日が地獄のようにぎらついていた！」

　ジョヴァンニの声は呪のろうように続く。彼は手すりにすがり、どうにか銃だけはフォルトナートのほうへ向けて、泣くように笑って言う。

「聞いてください、フォルトナート様！　あなたの母上はひどいんです。わたしをまったく愛さないまま、あなたの父上とあなたに見捨てられたと思って自殺を図った。あげく、瀕死の床を見舞ったわたしに、震える文字でこう書いてみせたんですよ。『私を愛しているなら、人形などすべて滅ぼしてしまって。この都市を水に沈めて』とね。わたしを元人形と知ってそんなことを求めたんです！　ひどい、あんまりにもひどい……でも、わたしは人形だ。一生に一度の恋からは逃げられない。従うしかないじゃないですか。だからわたしは憎いあなたに取り入って、あなたが人形を憎むようにしむけ、この都市を手に入れるように助力した──すべてはここを壊すために。そして、やっとこの日がきた……！」

　滔とう々とうと語るジョヴァンニを、フォルトナートはしばらく冷たく燃える目で見つめていた。

　そして振り返らないまま、背後のイファに片手を差し出す。

（あ──合図？　ひょっとして）

　フォルトナートの手は何かを渡せ、というようにわずかに動く。イファはちらりと視線をめぐらせた。イファとフォルトナートの中間地点に落ちているもの。

　それはさっき、フォルトナートが橋の上に置いた拳銃だ。

（まさか、フォルトナート、ジョヴァンニを撃つ気なの？）

　大丈夫なのだろうか？

　それで、フォルトナートは本当に大丈夫なのだろうか？

　不安はあったが、イファは強く唇を嚙かんで心を決めた。

　──これは、フォルトナートが決めることだ。

　彼を信じなくては。

　イファはフォルトナートの背後に隠れて、じりじりと銃に近づく。そしてぱっとしゃがんで銃を取り、フォルトナートに向かって放り投げた！

「フォルトナート！」

　イファの叫びに反応し、フォルトナートが銃を手にする。

　ジョヴァンニがはっとして銃を構え直す。ほんのわずかな差で、フォルトナートの指が引き金を引いた。

「あ……あ……？」

　何があったのかわからない、そんな顔でジョヴァンニが橋の上へ崩れ落ち、痙けい攣れんする己の身体を抱く。フォルトナートが撃ったのは足だ。一発は見事に右膝を打ち抜いている。

　その上へ放水の水しぶきがかかった。ジョヴァンニの血が水で薄まり、薄紅の水たまりが広がっていく。

　容よう赦しやなく流れていく血の赤を眺め、フォルトナートがぐっと強く歯を食いしばった。

　彼は怒りに震え、手にしていた銃を橋の下へ叩きこむ。青い水に沈む銃をちらと視界の端に映して、フォルトナートはどうにか、告げた。

「──すまなかった、ジョヴァンニ。わたしはお前のことを、何も知らなかった」

　ジョヴァンニは顔をひきつらせ、震えながら笑いだす。

「あ、は、ははは……いいんですよ。知らなくたって、当たり前……わたしはあなたに、噓しか吐ついて、いなかったから」

　フォルトナートは崩れるように笑い、囁く。

「そうだな。人形でなくとも、どうせ世界など、すべては偽いつわり、か」

「……フォルトナート、大丈夫……？」

　フォルトナートの様子がどうにも心配になり、イファはじりじりと彼に近づいていく。

　なるべく水に濡れないよう、注意深く歩いてくるイファのほうを振り返り、フォルトナートは優しく失しつ笑しようした。常の自信をすべてなくした、いびつな微笑だった。

「見ただろう、イファ。これが愛とやらのなれの果てだ。すべてはこんなものだ」

「何……何言ってるんだよ、フォルトナート……！」

　胸が痺しびれるように苦しくて、イファは綺麗な顔を歪めて叫んだ。

　そんなことないよ、と言いたい。

　愛がすれ違うのは悲しいけれど、恋でもがき苦しむのは醜みにくいけれど、それだけではないはずだ。そう言いたいけれど、これ以上は声が出なかった。

　目の前につきつけられたフォルトナートの絶望が、運命のひとのそれと重なって苦しい。

　イファは震えて立ち尽くし、そして──はっとする。

　フォルトナートの背後。ジョヴァンニが体を起こしている！

「フォルトナート、前っ！」

　イファは叫ぶが、フォルトナートは苦笑したような顔のまま。動きは緩かん慢まんだ。

　その間にジョヴァンニは橋の上を這い、最後の力で自分の拳銃に手を伸ばす。銃口はふらりとフォルトナートのほうを向く。

　間に合わない！

　イファは直感して飛び出す。靴先が濡れた橋を踏み、つま先に痺れるような痛みが走る。だがひるんでいる暇はない！

　イファはフォルトナートの襟首をつかんで引き倒そうとする。

　フォルトナートが驚いて、倒れこみながらジョヴァンニのほうを振り返る。

　──銃声！

　フォルトナートの上半身がはじかれたように反る。
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「フォルトナート！」

　イファが血を吐くように叫ぶ。フォルトナートが啞然とした顔で橋に転がる。

　イファは懸けん命めいにフォルトナートを全身でかばい、橋に膝をついた。白いドレスに水がしみ、じりじりと膝が焼ける。でももう痛みなど感じない。

　今、イファの痛みは目から入ってくる。彼女の視界いっぱいに、倒れたフォルトナートの姿が広がっている。

　完璧だった彼の白いスーツの胸には焦げた穴が空き、普段は冷たいアイスブルーの瞳は戸惑ったように、何かを探して震えていた。

　フォルトナートが、撃たれた。

　そのことが心に強烈に打ちこまれ、イファの頭が真っ白になる。

　イファの瞳の中で、死んでいたヘィディの幻影がちらつく。

（フォルトナートが、死ぬ）

　そのことをはっきりと認識した途端、イファの体は爆発したように熱くなった。

「あ……あ、あ……」

　口元を抑え、恐ろしい熱に耐えようとどうにかうめく。熱い、熱い、胸の魔抱石が猛烈な熱を発している。イファの代わりに叫び、泣きわめいている。抑えきれない激情が全身をめぐり、頭がくらくらして視界が白く塗ぬりつぶされた。

　白くなった視界の中、何かちらちらする光が見える。その光がなんなのか、それがわずかな希望なのか、見定めようとした直後に熱はひどい悪お寒かんに変わり、イファはがたがたと震えた。嫌な灰色に染まった視界も戻ってきた。フォルトナートのスーツににじんだ血だけが赤い。気持ちが悪い。世界はさっきと一緒だ。何も美しくはない。

　フォルトナートは死ぬ。

　悲しい目をしたまま、絶望したまま、フォルトナートはイファの指をすり抜けていく。

　フォルトナートのいない世界、それを考えただけで心が止まる。心が、壊れる。

　そこへ、ジョヴァンニの声が届く。

「──さようなら、フォルトナート様。水門を開ければ、この街は水の底です……！」

　最後の力で叫び、ジョヴァンニは水しぶきを受けながら壁にすがって手を伸ばす。

　その手の先には、水門の制御盤があった！

（手動で水門を全開にする気だ！）

　ジョヴァンニは、街ごとフォルトナートを連れて行く気なのだ！

　イファはしばし呆然としていたが、すぐに歯を食いしばって立った。フォルトナートも、どうにか立とうとするのが見える。一気に心が萎なえそうになった。

　やめて、もう動かないでと言って、フォルトナートに抱きつきたい。

　すべてが水に沈むまで彼を抱いて、一緒にいたい。

　どうせもう、彼は──

（でも、駄目だ。まだ彼は死んでない──私は、絶望しないって決めたんだ！）

　凍えていく心の中で叫び、イファは駆けだした。まろぶように走り、どんどんと放水する水門へと近づいていく。轟ごう音おんと共に大粒の水滴がイファの上へ降り注ぐ。

（水門に着くまで、もつかな、この体）

　妙に冷静に考えながら、何度かすべりかける体をどうにか支え、イファは走った。

　目の中に水が入って、視界がぼやける。もう何も見えなくなる。それでも走る。走る。

　不意に視界が開け、目の前にジョヴァンニの背中があった。

　何も考えずに飛びつく。

「何……!?」

　イファがいくら軽量とはいえ、全力でぶち当たられたら瀕ひん死しのジョヴァンニはたまらない。

　啞然とした顔のまま、イファとともに橋の手すりを越え、はるか下方の水面へと落下する！




「イファ!!」




（──フォルトナート……！）

　血を吐くような声。これは幻聴だろうか？　それとも本当にフォルトナートが呼んでくれたのだろうか。

　なんだか初めて本当に彼に呼ばれたような気がして、イファは少しだけしあわせな気分になった。ほんの数秒後、イファの全身を衝撃が襲う。

　そして、目の前はすぐに暗くなった。
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　闇、闇、闇。どこまでも続く闇に、ごおごおと風が吹いている──ような気がする。

　ふと気づくと、真っ暗闇の中、イファはひとりでたたずんでいた。

（ここ、どこ？　私は、何をしてたんだっけ？）

　ぼんやりと思い、イファは遠くで響く風の音に耳を傾けている。

　すると、背後から懐かしい声がした。

「あら、イファ。こんなところに来たの？」

「あ……ヘィディ？」

　聞き間違えるはずのない創造主の声に、イファは目を丸くして振り返る。

　しかしそこにヘィディの姿はなく、彼女の声は再びイファの背後に移動した。

「ごめんなさいね。あたしはもう死んでいるから、あなたの後ろにしかいないのよ。でもあなた、ずいぶんと綺麗になったわね。嬉しいわ」

「ヘィディ……！　そこにいるんですね？　私が見えるんですね？　会いたかった……！　あの、ヘィディ。私、女の子だったみたいなんです」

「そうね。あたしは知ってたわ」

　ヘィディの声は優しく笑っている。

　イファはなんだかすごく安心してしまって、後ろを振り返るのをやめた。後ろにヘィディがいるのが確信できるなら、目で見ることができなくてもいいような気がした。

　イファは闇に向かって言う。

「私は自分を男だと思ってたから、最初はびっくりしちゃったけど──結構がんばって、しあわせになろうとしたんです。……ひとを、愛そうとしました」

「そうね。……あたしは知ってたわ」

　さっきと同じ台詞を、今度はしみるように優しくヘィディが言う。

　イファは胸の奥から熱いものがにじんでくるのを感じながら、声を震わせた。

「でも、ひとを愛するのは苦しいです。だって、結局失うじゃないですか。私は、愛したひととは永遠にしあわせに、ずっとずっと一緒にいたい。でも、永遠なんて無理ですよね？」

　ひとは、ひょんなことであっさり死んでしまうし。

　そうでなくても、心なんて曖あい昧まいで、すぐに変わるものだし。

　イファだって溶けて砕ければ、それでおしまい。

　後に残るのは、虚きよ無む。

「だったらいくら愛しても、結局、苦しくなるだけ」

　苦い言葉をぽつりとつぶやくと、辺りに沈ちん黙もくが落ちた。

　しばらく待ってもヘィディの言葉が返ってこないので、イファは不安になってきょろきょろしだす。依い然ぜん、周囲は闇のままだ。ヘィディの姿はない。

「……ヘィディ？　ヘィディ！　どこにいるんです？　いるんでしょ？」

　イファが懸けん命めいに叫ぶと、どこか遠いところから木こ霊だまのような声が返った。

「いるけど、いない。だってあたし、死んでるから」

　──ヘィディは遠ざかってしまった。このままどこかへ行こうとしている。

　直感して焦あせり、イファはなおも声を張り上げる。

「待って、ヘィディ！　私も死んだんです、一緒に連れていって！」

「それは駄目。あたしとあなたじゃ、行く場所が違うのよ」

「どうして？　私が人形だから!?　私、まだひとりじゃ駄目なんです、できないことも、わからないことも多すぎる！」

　イファの叫びを聞くと、ヘィディはまた少し笑ったようだった。

「大丈夫よ。あなたはちゃんと、自分を助けようとしているじゃない」

「それだって、ヘィディが色々教えてくれたからできたんです！　他の人形たちみたいに育てられてたら、こんなに色々考えることなんてできなかったはずだ。わけもわからないまま、運命に流されてたはずだ！」

　イファが声を張り上げれば張り上げるほど、ヘィディの優しい声は遠ざかっていく。

　夢の中のようにぼやけた声で、ヘィディが囁いている。

「どうかしら？　学ぶ気がない者は、けして何も学ばないものよ。あなたはあたしに作られなくても、やっぱり運命を変えようと頑張ったんじゃないかしら？　確かにあたしも、あなたの石の運命を断たち切ろうと必死だったわ。あなたに少年の姿を与えたのも、水葬都市の連中や運命自体からあなたを隠すためだった。……でも結局、あなたは運命の真ん中に落ちていったじゃない？　あたしにできたのは、本当に些さ細さいなこと。それでもあきらめずに、望んで、愛して、闘ったのは、あなた自身よ。──ねぇ、イファ。覚えておきなさい。すべては変わっていくわ。でも、失われるわけじゃない。……その後を考えるのは、生き続けるあなたの仕事よ」

　言い終えると、ふつり、とヘィディの気配が消えた。

　蠟燭の炎が消えるようにあっさりと。

　同時にものすごい虚きよ脱だつ感かんに襲われ、イファは震えた。このままくずおれてしまいそうだ。

（本当に、お別れなんだ。もういないんだ、ヘィディ）

　自分の孤独が骨までしみて、頭がもうろうとしてくる。

　とてつもなく孤独で、世界は暗くて、苦しくて、もうどうにもならない。道しるべはなくて、創造主はいなくて、イファにできることは何もなくて、耳元でごおごおと風の音がする。

　いつしか闇の中には強い風が吹いていた。

　風はイファのまとう白いドレスと、銀色の髪をなぶっては行きすぎる。

　イファは赤い瞳に絶望を宿したまま、闇の先へ手を伸べる。

「──助けて」

　そう囁いた自分の声があまりに虚ろで、イファはぞっとした。

　と、同時にふと気づく。

（これ──いつか、私が見ていた夢だ。運命のひとの夢だ……！）

　闇の中、絶望の瞳で手を伸べる少女。

　彼女が何も信じないままに助けを求める姿が、今の自分と重なる。きっと今の自分は絶望の瞳をしている。何も信じない瞳をしている。

　助けを求めても、伸べられる手などない。

　そう思ったとき、聞き慣れた声が闇の世界を震わせた。




　──イファ!!




「……っっ！」

　途端に胸の痛みがよみがえり、イファは顔を歪めてよろめいた。

（フォルトナート──フォルトナートの声だ……！）

　彼の名を思い出しただけで、涙が零れそうになる。

　そうだ、これは自分が橋から落ちていくときに聞いたフォルトナートの声だ。

　血を吐くようにイファを求めているフォルトナートの声だ。

　もうろうとしていた意識が一気にはっきりして、鮮明な過去の記憶がよみがえってくる。

　そうだ、自分はジョヴァンニと一緒に水に落ちたのだ。

　フォルトナートを橋の上に置いてきてしまったのだ。

（帰らなきゃ）

　反射的に思い、イファは闇を踏みしめた。

　帰らなくては。彼のところに帰らなくては。彼は今、とても孤独なはずだ。

（でも、きっともう死んでるよね、私も、フォルトナートも）

　それでも帰らなければならない、と思った。

　だってイファはフォルトナートを愛しているのだ。たとえフォルトナートが死んでも、イファが死んでも、イファがフォルトナートを愛していた事実は消えない。誰にも消せない。




　──すべては変わっていくわ。でも、失われるわけじゃない。




　ヘィディの言葉が体の芯しんに落ちてきて、イファの赤い瞳に鮮やかな光を宿した。

（そうだ──どんなに苦しいことがあるとしたって、しあわせだったことをなかったことにしちゃ駄目だ。誰かを愛したことを忘れたら、そのひと、本当にいつかいなくなっちゃう！）

　そんなふうにして、フォルトナートのことを消し去ってなどやるものか！

　イファは力を取り戻した瞳で闇を見つめる。

　そしてもう一度手を伸べる。今度は誰かの手を取るために。




「フォルトナート!!」




　強く吹いている風に紛れないよう、イファは叫ぶ。

　すると一気に風が激しくなって、辺りの闇を吹き飛ばした！

　世界はめくれるように明るくなって、イファの頭上に青空が広がる。どこまでも、どこまでも青い空には雲が走り、水の匂いがする風が吹いていた。

　空の色は潔いさぎよいまでに綺麗で、少し冷たいアイスブルーで──

　イファは不意に本当の目を見開いた。

　目の前に、空色の瞳を持ったひとがいる。

「あ……れ？」

　びっくりしてつぶやくと、なぜか声がかすれていた。そして、間かん髪はつ容いれずに罵ば声せいが飛ぶ。

「この、ばかが！」

　力いっぱいの台詞に、イファは思わず目を瞠った。

　……気づけばイファは固いところに横たわっていて、怖いほど真剣な顔をしたフォルトナートが彼女の顔をのぞきこんでいたのだ。
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　何度か瞬まばたいていると、ぼやけていたイファの視界がはっきりし始める。

　頭上は夢の中と同じような青空だった。

（あれれ？　私、どうしてこんなところにいるんだろう？）

　過去の記憶を探ると、出てくるのは恐ろしいものばかり。

　でも、目の前には元気そうなフォルトナートがいて、濡れた髪からしずくを零しながらイファを見つめている。イファは混乱しながらも湧き上がる喜びにあらがえず、瞳を潤ませた。

「フォルトナート……本物……？　生きてる、の……？」

　震えながら問うと、フォルトナートは顔をしかめ、吐き捨てるように言った。

「それはわたしの台詞だ！　お前が、水に落ちたときには──てっきり溶けたと思った！　いいか、わたしがわざわざ飛びこんで助けたあげく、整備用の通路を使って、ここまで──っ、くそ、違う……うまくいかない」

　途中で乱れた金髪をぐしゃぐしゃとかき混ぜ、黙りこんでしまう。

　そんな様子はいつものフォルトナートで、でも前よりは少しだけ幼いような、地に足がついたような、不思議に柔やわらかな気配を持った青年だった。

　──彼は生きている。確実に生きて、ここにいる。

「フォルトナート！」

　イファは胸の奥からあふれた激情に耐たえきれず、身を起こして彼に飛びついた。

　するとフォルトナートも乱暴に、しがみつくように抱き返す。

「イファ……イファ……！」

　泣くように、刻きざむように名を呼んで、フォルトナートがイファを抱きしめる。

　あまりに意外な反応に、イファの魔抱石は飛び上がるように高鳴った。

（噓、フォルトナートがこんなふうに抱きしめてくれるなんて……夢の続きじゃないよね？）

　驚きに目を丸くしつつも、離してなるものかと一生懸命フォルトナートをかき抱く。少しでも彼の体温を感じていたくて、しっとりと濡れた彼の体に白い頰ほおを押しつける。

　そのときふと、イファの耳をかちかちという音が打った。

　不思議に落ち着くリズムの、確かに聞き覚えのある音。

　音はフォルトナートの胸辺りから響いてくる。

「あ……れ？　この音……かちかち言ってるのって、ひょっとして……？」

　ゆっくりと瞬いてわずかに頰を離すと、フォルトナートは苦笑しながら胸ポケットから金時計を取り出して見せた。

　──真ん中に銃弾を受けてへこんだ時計。確かに見覚えのある金時計だ。

「アーセルの時計だ。ジョヴァンニの弾を受けたうえ、水びたしになっても動いている。さすがだな」

　イファは何度か瞬まばたき、やっとフォルトナートが元気な一いち因いんを知って目を瞠る。

「じゃあ、フォルトナート、怪我は？」

「肩はかすり傷だし、あとは多分肋ろつ骨こつにヒビが入っているが、それだけだ」

　薄く微笑むフォルトナートを見て、イファは声を震わせた。

「よかった……！　よかった、すごい！　ほんとに、奇跡みたいにしあわせだ。あははは……あ、れ？　何これ。ねえ見て、フォルトナート。変なのが出てきてる」

　頰を温かいものが這うのが気持ち悪くてぬぐっていると、フォルトナートの表情がいきなりひきつる。こわばった顔のまま、彼は問うた。

「変なの……？　お前、まさか、この状況に気づいていないのか……？」

「へ？　あ……ああああ!?　噓、ここってどこ!?」

　言われて辺りを見渡してみると、イファたちはとんでもないところにいた。

　ふたりがいたのは大きな石造建築の屋上らしき場所で、空は穴の縁へりに切り取られている。

　そしてイファたちの周りに広がる穴の中の都市いっぱいに、極ごく彩さい色しきの光があふれ返っていた。

　シャンデリアの光か、巨大なステンドグラスの光とでも言えばいいのだろうか？

　七色に砕けた光がふたりを取り囲み、きらきらと輝いてはイファの白い肌に、フォルトナートの白いスーツに美しい反射光をばらまいてくるのだ。

　辺りの光があまりにすごいので石造りの建築物は沈んでしまい、ほとんど街にすら見えない。どこを向いてもきらめきしか目に入らず、まるで宝石で作った細密画か、万まん華げ鏡きようの中をのぞいているかのよう。

　真っ赤な瞳に無数のきらめきを映し、イファがぽかんとしてつぶやく。

「死んでもないのに、なんでこんなに綺麗な世界に来ちゃったんだろ？」

「ここはまぎれもない水葬都市だ。ただし、水がすべて引いている。……アーセルが無事に制御卓を直して水を調整したらしいな。しかしいささかやりすぎだ」

　フォルトナートは少しあきれたような声を出し、イファが目をこらしてみると──なるほど、あちこちに突き出している尖せん塔とうや、劇場の丸屋根や、人々の住む共同住宅は見覚えのある水葬都市のものだ。

　ただし、かつて水路だったところがすべて、貴石で埋まっているのである！

　貴石の道は穴の上から注ぐ日の光の当たりようで、端からさざめくように光り、ふと全体が青から紫のグラデーションになったかと思うと、次の瞬間には燃えるように赤くなる。

　まるで街全体が何やら囁いているかのようで、イファとフォルトナートはしばらく言葉もなく都市を見つめていた。

　やがて、イファが不意に口を開く。

「あれ、人形だね。いや、『人形だった』っていうか……ねえ、フォルトナート。あの、光ってるやつ……魔抱石だよね？」

「わかるのか？　……さすがだな。おそらくは、この街の水に触れて溶けた魔抱石が再結晶化したものだ」

「そうだろうね。なんとなく、そんな気がしてた。──不思議だ。ひとは死んだら会えなくなるけど、人形はそうじゃないんだな。こうやって、帰ってくるものなんだ」

　イファは辺りのきらめきに目を細めてつぶやく。

　人形はひとの形をしているけれど、体は石に近くて、何度でもこうして帰ってくる。

　恋をして人間になったとしても、魂は、身体に沈んだ石に宿り続けるのだろう。

　だからイファはヘィディと同じ場所に行けなかったのかもしれない。

　それは安心なような、寂しいようなさだめだ。

　イファはフォルトナートの傍らで小さくなって膝を抱え、複雑な気持ちで囁く。

「あの石たちが何か感じて、何か考えてるのがわかるよ。──みんなすごく、楽しそうだな」

「そうか。ならば人形というのは本当に──能のう天てん気きだ」

　フォルトナートが目を伏せて言ったのはそんなことで、イファはがっくりと肩を落とした。

「フォルトナート……。またあんたの元気な毒どく舌ぜつが聞けて、本当に嬉しいけど……こんなときくらいもうちょっと言葉を選ぼうよ……」

「残念だが、いくらわたしでもこの状況では毒のひとつやふたつも吐きたくなる。ひとが人形の『命がけの恋』とやらを目の前で見せられてうっかり感動し、何かを信じてみてもいいような気分になっていたところに、延えん々えんと的まと外はずれな話をされたらどう感じると思う？」

　イファの横で街を眺めるフォルトナートの声は、段々と恨みがましく暗くなる。

　事情が吞みこめないイファは憤ふん慨がいして声をあげた。

「だから、何が的外れなんだよ！　せっかく無事に再会できたのに……っ、て、あれ？　フォルトナートが生きてたのはともかく……私はどうして、溶けなかったの？」

　私、水に落ちたよね？

　と目でフォルトナートに問うと、フォルトナートはきっとイファをにらみつけ、その白い頰をつまんで引っ張った。

「い……いたたたた！　やめてよフォルトナート……ん!?　あれ？」

「やっと気づいたか？」

　ぱっとイファの頰から手を離し、フォルトナートはそっぽを向いてしまう。

　イファは痛む頰をさするのも忘れて、慌てて自分の手を見下ろした。ついでに濡れた白いスカートをめくって足を確かめ、ぺたぺたと全身を触ってみて、自分のすべてが白くすんなりとしながらも生々しさを含んでいることを知る。

　段々と実感が湧いてきて、イファはゆっくりと目を見開き、フォルトナートに問う。

「──私、ひとになったの？　あんたに、本気で恋して？」

「知らん」

　フォルトナートがふてくされた返事を返したので、イファは慌てて彼に抱きつく。

「あーっ、ご、ごめんごめん、フォルトナート！　愛してるよー」

「知らん！」

　力いっぱい言い切りながらも、フォルトナートはイファの腕をふりほどこうとはしない。

　それがすべての答えのような気がする。

　イファは不意に体が熱くなり、頰が上気するのを感じた。

（そうだ、きっとあのときだ。フォルトナートが死んだと思ったあのとき、私の恋は本当の恋になったんだ）

　失う恐ろしさを知って恋は本物になり、イファはとても不完全な人間になった。

　いたたまれないほど嬉しくて、どこか恥ずかしくて、それでもフォルトナートを離すことはできなくて、イファはフォルトナートの首にしがみついたまま、小さく彼の耳元に言った。

「これからも、一生懸命愛するから、あんたのこと」

　フォルトナートはまだそっぽを向いたままつぶやく。

「……お前は変わったが、わたしはまだ悪党のままだ。しかもこれからは面倒だぞ。今回のことはわたしの失態だ。──このままこの街にはいられないかもしれない」

　なんだか子供っぽいフォルトナートの言いように、イファは必死に言いつのる。

「別に私はどこに行ったって平気だよ！　必要なら悪いことだって覚える。教えてよ。その、ええっと、い……色いろ仕じ掛かけ、とかも！」

「……………………色仕掛け」

　フォルトナートは不自然な間を置いてつぶやき、そのまま遠くを見ていた。

　そして数秒後、突然声をあげて笑い始める。

「は……は、ははははは！　そうか、お前が色仕掛けか……！」

「ちょっ、ちょっとフォルトナート！　そこまで笑うことないだろ！」

「いや、すまな……く……くくく……」

「ねえ、フォルトナートってば……！」

　真っ赤な顔で懸命に何か言おうとすると、フォルトナートがどうにか笑みを収めてイファに視線を戻した。

　見慣れた明るいアイスブルーの瞳。凍いてついた瞳が、今は春先の水面みなものように和やわらいで、淡あわく微笑んでいる。

　悲しみと影は彼の中から消えていなかったけれど、それはとても綺麗な微笑みだった。

　イファはしあわせに小さく震え、もう何を言う必要もないことを知る。

　今のイファはフォルトナートの人形ではない。でも、自由なわけでもない。

　イファはフォルトナートのもので、フォルトナートもイファのものだ。

　なんだかそれは、とてもしあわせな不自由だった。

　フォルトナートが指を伸べ、イファのあごに触れてくる。

（不思議……人間になっても、好きなひとに触れられると、溶けそうになるんだな）

　フォルトナートの指の甘さにそっと思考を手放して微笑み、イファは薄いまぶたを閉じた。

　フォルトナートの囁きが耳を打つ。

「ならば、お前もわたしに教えてくれ。お前の瞳に映るすべてを──お前の見ている、美しい世界を」

　そしてフォルトナートの唇が、そっと彼女の唇に重なる。




　──まるで初めてそうするような、ためらいがちの、ごく優しい口づけだった。
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　あとがき




　本作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　こちらのレーベルでは「はじめまして」になります、栗くり原はらちひろと申します。

　くわしい自己紹介はカバー見返しあたりのプロフィールを見ていただくこととして、ここでは酒と人形と洋服の話をしようと思います。

　ええと、早い話がこの本、あとがきのページ数が多いのですよ。

「なんだか（あとがきを）十ページくらい書いていただけそうなページ配分です」

　というとんでもない担当氏のお言葉に、それじゃさすがに短編でも書かないといけない気分になるので──と、六ページにしていただきました。

　六ページでも私にとっては最長のあとがき。

　ということで、ご挨あい拶さつというより、この作品にまつわる色々について、雑談の勢いで語らせていただきます。

　お気が向きましたらついてきてくださいませ。







　ということで、まずは酒の話です。

　私は酒が好きです。

　本当に好きです。

　こんなことを言うと酒飲みだと思われてしまうのですが（まあ実際そうなんですが）、どちらかというと「酒飲み」よりは「酒好き」だと自負しております。

　酒ならばなんでもいい、というわけではない。

　……いや、そんな日もありますけど。

　とにかく酔っぱらいたくてビールにウォッカ足して飲んでる日もあるけど、それはそれとして。

　基本的には、酒の味を楽しむのが好きです。有名な洋菓子店に並んでケーキを買うよりは、好みの味のワインや日本酒を探します。どっちに労力と金をよりかけるか、といったら絶対に甘味より酒です。

　酒を語るとたまにポエマーになります。少なくとも饒じよう舌ぜつにはなります。

　この本の編集をしてくださった担当さんと初めて会った日も、やたらと酒を飲みました。

　初対面のひととこんなに飲んでいいのかな？　とやや疑問に思いつつも、ふたりでかぱかぱ赤ワインのデカンタを空けました。

　で、酔っぱらいながら恋愛の話とかをしました。

　恋愛って殺し合いですよね！　甘いもんじゃないですよね。

　だからこそ小説の恋愛は甘くてもいい気がするんです。いや、でも、しかし。

　そんなような話をしました。




　結果、酔いが醒さめた後には恋愛小説を書こうかなぁ、という気分になっていました。

　そうしてできたのがこのお話です。

　世界観はいわゆる中世風『剣と魔法のファンタジー』世界の数千年後。

　すべてが発展を止め、黄たそ昏がれに浸ひたりつつある世界です。

　閉じていく世界の中で、ひとは、そしてこの世界における『人形』という存在は、どんな恋をするのかな、と。そういうお話です。







　本作に出てくる『人形』は、こっちの現実の人形とは大分違います。

　何せひととはちょっと違う形でですが、生きているし動くし喋しやべる。

　現実の人形は、動かないからいいんだと思います。ひとの姿をしているのに絶対に動かない。動くべき形をしているのに動かない。

　私たちと同じ形をしているのに、まったく異質な何か。

　普段目をそらしているものがふっと目の前に現れたような、異様さを持っているもの。

　それが大人の見る人形じゃないでしょうか。

　や、もちろん人形の種類にもよりますけれど。私にとって人形はそんな存在です。

　けれど本書の世界では、ひとと人形の境目すらあいまいになっているのかもしれないですね。異質なるものにひとが歩み寄っていく世界。そんなことを考えるとわくわくします。




　……ややマニアックな話になりました。ので、ミーハーなほうへ舵かじを切りたいと思います。

　人形のごく普通にかわいい側面といえば、やはり着せ替えですよ。

　非現実的な豪華な衣装だって、人形になら着せられます。

　ということで今回、お人形さんには色々とドレスを着ていただきました。

　基本的には自分が着られなさそうなジャンルのものを！

　細腰に白いコルセットとか、とてもロマンです。死んでも自分は着ることができません。

　いかにも少女らしい細い首や手首や足にごつい装飾もロマンです。

　華奢な少女が傷ついてしまわないよう、レースだけで作った装飾品なんていうのも優しくていいですが、触れたら硬くて冷たくて、肌が傷つきそうなアクセサリーもいい。

　逆に自分が着られそうなものだと、うっかり着てしまうので……細かい描写ができるのはいいのですが、やはり小説では絶対経験できないことも書いてみたいのが親心、ならぬ書き手心なのでした。

　そう、かつての私は服選びにストッパーがなくて、一時期クローゼットにスーツとドレスしかない、という事態に陥おちいったことがあります。今のような書き物メインの生活をしているならともかく、会社勤めをしていたのにそんな惨状でした。

　何を狙ったわけでもなく、心がときめく服だけを買っていたらそうなってしまったのです。で、家ではねまきしか着ていないわけです。

　これはあんまり褒ほめられたことではないな、と思ったのでしばらくしてから改善に乗り出したんですが、それはそれ、これはこれ。やはりドレスはときめくものです。

　家族にぎょっとされようと、飼い犬に吠ほえられようと、町の小学生に不思議そうな顔をされようと、美容師さんに「貸衣装ですか？」と訊きかれようと、絢けん爛らん豪ごう華かで美しい画えを描かれるイラストレーターＡさんに後ずさりされようと、パーティーのときなどは着飾らせていただいています。……後悔はしていません、本当です。

　ええっと、次もまたうっかりこの世界観で何か書く機会があれば、またドレス百本ノックをこなしてから美麗ドレス描写をがんばろうと思っています。







　だらだら勢いだけで喋ってみたところ、無事に埋まりましたね、あとがき。

　すばらしいです、勢い。なくしたくないです、勢い。他も色々なくしたくないですが。というか足りないものばかりなので、どこかから買い取りたいですが。それはともかく。




　最後に、お世話になった方々にお礼を言わせてくださいませ。

　まずはおそろしく多た忙ぼうなスケジュールの中でイラストを仕上げてくださった明咲トウル氏。繊細かつ華麗な画は拝見するたびにうっとりします。本当にありがとうございました。

　そしてこんなひよっこ作家にお声をかけていただきました、担当編集Ｆ氏。独特なご指摘、ありがたかったです。少しでもご期待に添えたならよかったのですが……。そして丁寧なお仕事をしてくださった校こう閲えつさんやデザイナーさん、すべてのスタッフの方にも限りない感謝を。

　最後の最後になってしまいましたが、一番の感謝は本書を手にとってくださったあなたに捧げたいと思います。ありがとうございました。

　ひょっとしてご縁があれば、同じ世界で生まれた別のラブストーリーでお会いできることがあるでしょうか……？　どうかな。わかりませんが、再会の日がくることをお祈りしつつ。
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